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ぷろろーぐ





　スーパーでは夕方以降に見切り品を狙ねらう。

　それは賢い主しゆ夫ふを自じ負ふする俺おれの常識だ。

　が、一いつ旦たん家に帰ってからまた出かけるというのも億おつ劫くうなところがある。――というわけで、学校帰りにゲーセンで時間を潰つぶすのは俺の習慣になっていた。

　今、俺がプレイしているのは、かつて人気シリーズだった剣術対戦格闘ゲーム格ゲーだ。このゲームの発売当時からバランス破は綻たんだと言われていた強キャラを使い、お手軽にコンピューターを斬きり倒たおして、イージーに遊んでいるところだった。

　と、

　挑戦者あり！

　画面に墨文字が躍り、キャラクター選択画面となる。

（対戦？　このキャラに？　マジか？）

　繰り返すが、俺が使っているのはバランス破綻な強キャラなのだ。それに対戦を挑いどんでくるというのがまず信じられない――などと思っていると、２プレイヤー側のカーソルは迷わずに小柄な女の子へと向かう。

（……冗談だろ？）

　再度繰り返すが、俺おれが使っているのはただでさえインチキと呼ばれるほどのキャラであり、それに対するその女の子は弱キャラの代表格みたいなものだった。ジャンプ大攻撃をしているだけで勝ててしまう。

　――手を抜いて１ラウンドくらいくれてやるべきか？

　俺はそう思いながら、一本目、始め！　の声と同時にバックジャンプした。

　相手はそれを読んでいたかのように前ダッシュをするが、俺のキャラのジャンプ大攻撃は前面から下までを完かん璧ぺきにカバーしている。インチキと世間で言われるのも無理はない、バランス破は綻たん攻撃なのだ。俺の脳裏には大攻撃がカウンターヒットし、相手の女の子がのけぞる姿が浮かぶ。――が。

　きん。

　澄んだ音と同時に、俺の斬ざん撃げきは弾はじかれた。

　このゲームには確かに「相手の攻撃に合わせてコマンド入力することで攻撃を弾くことができる」システムが搭載されている。しかしあまりにもハイリスクで使用が困難なため、誰だれも使うヤツなんかいない――と、俺はその時まで思っていたのだ。

　ところが。

　刀を弾いた少女はそのまま体勢を崩くずした俺の背後へと回り、短刀で背中を切り裂いた。舞い散る血のエフェクトの中で少女は小さくジャンプ、その場に氷の塊かたまりを出現させてそれを足場とし、再び跳ちよう躍やくして俺の前に着地する。俺は自分の背後にある氷の塊と前方にいる少女の両方から逃れるため、その場で垂直に跳躍、再び「インチキ斬ぎり」を繰り出す。

　少女がとった行動は――

「いー、だっ」

　ぺろんと舌を出し、全身であかんべのポーズ。俺の刀はぎりぎりでその顔に届かない。

　――ここでムカついてしまったのが、俺の単細胞なところだった。

　相手の思うツボだというのに。



　27枚目の50円硬貨を投入する。相手のライフゲージの上には二十七連勝の文字が刻まれており、俺はイライラしながらスタートボタンを叩たたく。

　そのときだった。

　ばん！　と筐きよう体たいの向こうから台を叩く音が聞こえた。しかしこの場合、台を叩いてストレスを発散したいのは俺の方であって、けっして相手ではないはずだ。

　だが。

　すっ、と、２プレイヤー側の台からプレイヤーが立ち上がった。

　俺はそれを、一瞬信じられなかった。

　２プレイヤー側から立ち上がったのは、中学生程度だろうか、背の低い女の子だった。フリルのいっぱいついた白いワンピースを身にまとい、黒髪を腰程まで長く伸ばした、一人の――そう、陳ちん腐ぷな言葉で分かりやすく言ってしまえば、美少女だった。

　少女はつかつかと俺おれに向かって歩いてくると、

　瞬間、その姿が俺の視界から消えた。

　次の一瞬に襲ってきたのは腹部への衝しよう撃げき、俺は椅い子すから吹っ飛んで壁に激突し、目の前がちかちかして、ああ、これが漫画によくある星が飛んでるアレなんだな、などと思っていると、俺が先ほどまで座っていた椅子のフレームを、だん、と真っ赤な靴が踏みつけた。

「あんたねえ……あの対戦、面白くてやってるの!?」

　少女はいきなり俺に罵ば声せいを浴びせると、人差し指を俺の顔面に突きつけた。

「……は？」

　俺の口から漏もれ出たのは、そんな情けない吐息とも疑問の声とも付かない塊かたまりだった。

　少女は俺を見下ろし、

「さっきから何度も乱入してくるけど、同じことの繰り返し。あんた、このゲーム真剣にやったことあるの？　それともジャキョニーナに書いてあることしかできないの？」

　ジャキョニーナというのはアーケードゲームの総合情報誌だ。たしかに俺は毎月買ってはいるのだが――

「え……あれ、俺、怒られてるの？　負けてたのに？」

「勝ち負けの問題じゃないわよっ！」

　だん！　と少女はもう一度椅子に蹴けりを入れた。

「……あんた、藍あい園ぞの学園高校の生徒よね？　その襟えり章しよう、ウチのだもんね」

　腕組みをして俺を睥へい睨げいし、少女は続ける。

「あんた、私の部に入りなさい」

「へ？　て、えーと、あなたはどなたさまで？」

　困こん惑わくと混乱の間で俺は尋たずねる。

　少女は答える。

　威い厳げんと自信に満ちあふれた声で。

「私立藍園学園高校二年Ｂ組、西にし村むら白しろ音ねよ。女子電脳文化研究会の部長をやってるわ。あんたの性しよう根ねをたたき直してあげる」

　俺は少女を頭のてっぺんからつま先まで見やり、やはり中学生にしか見えない、と思ってから、つぶやくように尋ねた。

「……マジ、ですか？」

「私はつまらない冗談は言わないことにしているの」



　――と、まあ、そんなわけで。

　俺おれこと、葉は村むら洋よう介すけ十七歳、藍あい園ぞの学園高校二年Ｆ組は――

　藍園学園高校女子電脳文化研究会に強制入部させられたのであった。



    

  
    
      


１　ラウンド・ワン





　六限目の授業を終えた俺は、自分の席に頬ほお杖づえをつき、昨日のことを考えていた。

　問題は簡単だ。

　ほぼ強制的に入部を決定させられたのはいいとしよう。今までゲーセンで潰つぶしていた時間を、部活で潰すようになるだけだ。部活動の時間は六時までのはずだから、七時に閉店してしまうスーパー『いなりや』の特売にもなんとか間に合う。

　少女――西にし村むら白しろ音ねがまるで前々から準備でもしていたかのように、鞄かばんから入部届を取り出して俺に渡してきやがったのも、まあいい。

　問題は、その入部届の最初の欄に、はっきりとした明みん朝ちよう体たいで、

『女子電脳文化研究会』

　と書かれていることだった。

「俺は女子か？」

　ぽつりと自問してみる。

　呟つぶやきは放課後の喧けん噪そうに飲まれて消えた。

「……女子だけの部活ってことで、油断して誰だれかが着替えてたりしねえかな」

　漫画ではよくある展開だ。連載第一回の巻頭カラーか何かで、スカートのホックを外した部員Ａさんのぱんつが総天然色の見開きカラーページにピンク色で描えがかれていて、真っ赤になったウブな主人公とＡさんの間に一ひと悶もん着ちやくが起こったりするのだ。

「……行ってみるか」

　いや、ぱんつが見たいからってのが動機じゃないぞ、別に。

　電脳文化研究会というくらいだからゲーム機の一台くらいは置いてあるだろうし、無た料だでゲームができるというのは、昨日千四百円を西にし村むら白しろ音ねとの対戦に費やしてしまった身にはありがたい話であった。

　なにしろ千四百円だぜ、千四百円。それなりにいい肉で夕飯にすることができちまう額がくを対戦に突っ込んじまったことを、俺おれは昨日死ぬほど後悔したんだ。

「んー、で、どこにあるんだ？」

　部室が教室と同じ二階にあることは聞いていた。

　弱小部であれば校庭の外れにある部室長屋に入れられてしまう中、競争率の高い校舎内の部室を確保しているということは、部員もそれなりにいるということだろうか。

　などと思った、その時だった。

「うちの部に何か御用ですか？」

　背後から突然かけられた声に飛び上がるように振り返ると、そこにはポニーテールの女の子が立っていた。学校指定の制服ではなく純白のスポーツウェアに身を包み、後ろ手にカバーのかかったテニスラケットらしきものを持っているところからすると、テニス部の部員なのだろう。

「え、あ、いや、俺は女子電脳研に用があって――」

「それじゃあ、やっぱりうちの部じゃないですか」

　女の子が言って、俺の背後を指さす。そこにあった灰色の扉とびらには、たしかに横書きで『女子電脳文化研究会』と書かれたプレートが貼はられていた。

「え、じゃあ君は――」

「はい。女子電脳研所属、鞠まり野やみどりです。先輩は何の御用ですか？」

　藍あい園ぞの学園高校の制服は男子がブレザーで女子がワンピースだ。女子はリボン・タイの色で、男子は襟えり章しようの色で学年がわかる。俺の襟章、二年生を示しめす赤を見て先輩と呼んだということは、この鞠野みどりという女の子が一年生だということだろう。

「ええと、昨日ゲーセンで西村白音ってのに声をかけられて――というか蹴けりを食らわされて――これを渡されたわけなんだけれど」

　と、入部届を見せる。みどりちゃんは目を丸くして、

「先輩、女性だったんですか!?　あたし、てっきり男の方かと」

「いや、俺、男だから。普通に」

　みどりちゃんは怪け訝げんそうな顔をして、

「じゃあ、どうしてうちの部に入部を？」

「いや、この入部届を渡されたからなんだけど……」

「うーん、白しろ音ね先輩に聞かないと解わからないですね」

　みどりちゃんが言ったその時、

「とうちゃーっく、ですの！」

　と、俺おれたちの背後を一陣の風が駆け抜けた。

　走ってきたそれ――西にし村むら白音よりもさらに幼おさなく見えるツインテールの少女は、靴底でブレーキをかけながら立ち止まり、くるりと振り返った。

「ひょっとして、新入部員のヨースケさんですの？」

　少女――信じられないことに、リボンが赤だということは俺と同学年だということになる――は、笑顔と共に言った。

「……なんで俺の名前を知ってるんだ？」

「お姉さまから話を聞いてるからですの。今日から男子メンバーが加わる予定だって」

「お姉さま？」

「藍あい園ぞの学園高校女子電脳研究会の部長を務つとめている、お姉さまのことですの」

　少女が当然のように言った横で、みどりちゃんがかりかりと頬ほおをかき、

「……えーと、桃とう香か先輩は白音先輩のことをお姉さま、って呼んでるんです。なんでかは知らないですけど」

「ん……まあ、分かった。しかし、俺が来るって信じて疑わないんだな、あの人は」

　少女――桃香ちゃんというらしい――は、何な故ぜだか誇ほこらしげにぺたんこの胸を張り、

「でも実際、部活しに来たんですのよね？　お姉さまの人を見る目は確かなんですの」

「あー、うん、そうなんだけど」

　と、俺は一いつ旦たん桃香ちゃんとの会話を打ち切り、

「確認するけど、みどりちゃんも女子電脳研のメンバーなんだよね？　なんでテニ――」

　スウェアなんか着てるんだ？

　と尋たずねようとしたところで、桃香ちゃんに手を引っ張られた。

「そんなことより、早く部室に入るですの。お姉さまが待ってるですのよ」

　みどりちゃんは人差し指を顎あごに当てて少し首をかしげ、

「そうですね。それでは先輩、部室内の案内をしますね」

　そう言って、電脳研の扉とびらを開いた。

「あっ、だめ……そこはだめ……です……」

　いきなり艶つやっぽい声が中から響き渡り、俺はどきりとする――のだが、みどりちゃんも桃香ちゃんもわずかに居い心ごこ地ちの悪そうな顔をするだけでさほどの反応はしない。

　開かれた扉とびらから室内に入る。部屋の中央には大きな机つくえが一つ置かれており、その右奥に更に机が一つ、左奥には50インチはありそうな大きさのテレビが設置されている。そこから左は本棚で仕切られて別の部屋のようになっていて、声はそちらの方から聞こえてきたようだった。

　声は声で気になったのだが、右奥の席に座っていたフリルの塊かたまりが、

「よく来たわね、ヨースケ！」

　と言ったので、俺おれの疑問解消はこれもまた先送りになった。

　フリルはつかつかと歩いてくると、

「とりあえず、それを受理するわ」

　と言って、俺の手からひったくるように入部届を手にした――もはや説明など不要であろう、それはまるで中学生のような美少女、西にし村むら白しろ音ねその人であった。

「うんうん、葉は村むら洋よう介すけ、と、ちゃんと名前は記入してあるわね」

　いや、それはいいんだが。

「――て、あの、部長？」

「さっそく私のことを部長と呼んで崇あがめるのは良い心がけね」

「いや、それはいいんだけど、学校でもその格かつ好こうなのか？」

「ヨースケは周りの噂うわさとかに疎うといの？　女子電脳研のフリル部長といえば、教員室で知らない者はいないほどの――」



    

  
    
      



    

  
    
      「単なる問もん題だい児じだ！」

　俺おれはツッコんだが、部長もみどりちゃんもそれをあっさりと無視する。

「それじゃあ――えっと、葉は村むら先輩」

「ヨースケでいいわよ。それで統一するつもりだから。いいでしょ？」

「ああ」

　否定する理由もなかったので、俺は首肯する。

　先ほどから少し顔を赤らめているみどりちゃんが、

「それじゃあヨースケ先輩。部室の最奥からの説明になってしまいますけれど、部室左手、本棚の列の一番奥に置かれているのがパソコンです。って言っても、ほとんど秋あき月つき先輩の専用機で、インストールされているゲームとかもほぼ全すべて、秋月先輩が自費購入してきたものばかりなんですケド」

　と言いながら、部室入り口から左手へと俺を導く。本棚が壁になって通路のような狭せまさになったその一角の一番奥に、ミドルボブカットの女の子が一人、パソコンの前に座ってマウスを手にしているのが見えた。それと同時に、

「そんなところ……舐なめたら……汚いですよぉ」

　パソコンの両サイドに置かれたスピーカーが甘い声をあげる。

　一同はなんとなく気まずい雰囲気で顔を見合わせ――

「いいんちょ！」

　やはりそこは部長だからだろうか、フリルの塊かたまりがつかつかと部屋の奥へ歩いていった。――ていうか今なんて言った？　いいんちょう？

「エロゲーをするときはヘッドフォンを使えと言ってるでしょうがっ！」

　思わずずっこけてしまいそうになりながら、その声に振り返った女の子を見て、俺の両目が点になる――

「委員長!?」

「……む、葉村ではないか。どうしたのだ、こんなところに」

　それは、俺と同じ二年Ｆ組に在籍している風紀委員会の委員長、秋月藍あいであった。みんなから委員長と呼ばれているのも自然な感じの、眼鏡めがねがよく似合う才女だ。

「なんだ、同じクラスか何かなの？　まあいいわ、ヨースケも今日からウチの部員だから、よろしくしてあげてちょうだい。――ああ、それからいいんちょも、こいつのことはヨースケって呼んでね」

　部長に言われると、委員長は赤いフレームの眼鏡をくいと人差し指で押し上げて、

「うむ。どういう経けい緯いがあったのかは知らないが、心から歓かん迎げいしよう……表向きはな」

　――委員長、何かぼそっと付け加えなかったか？　それに、

「委員長、今やっているそのゲームは」

　十八歳未満はプレイ禁止なのでは。

　そう言おうとした瞬間、ぞくりと背せ筋すじを寒気が走った。

「ヨースケ、なんだ？」

　にこりと笑う委員長。

　目が笑っていない。

「いいえ、なんでもありません」

　俺おれはこれでも危険感知の能力には優れているつもりなんだ。委員長には逆らったり下へ手たなことを言ったりしないほうがいい。だが、よい子のみんなには言っておこう。十八歳未満はアダルトゲームやっちゃ駄目。二十歳未満はタバコとお酒は駄目。ダメ・ゼッタイ博士だって、俺の言葉が正しいことは保証してくれるだろう。

「とりあえず、これからはヘッドフォンしてやってね、いいんちょ」

「ああ、そうだな……男子部員が入った以上、意識せねばならぬのかもしれぬ」

　委員長の言葉を軽く聞き流しながら、部長は自じ慢まんげに左右の本棚を両腕で示しめし、

「で、これが我が部の蔵書よ。ジャキョニーナは創刊号から、メストは廃はい刊かんまでの五年分くらいあるわよ。格ゲーを中心とした各種ムックも揃そろってるし、他ほかには電磁波新聞社の『ＡＬＬ　ＢＡＩＴ』シリーズなんかも置いてあるわ」

「……凄すごいな、これは」

　俺がきらきらした目でそれらを見ていると、部長は偉えらそうに、

「ふふん、メストはね、蒼あお子このお兄さんの蔵書を廃棄寸前でサルベージしたのよ」

「蒼子――さん？　まだ紹介されてないよな？」

「ああ、えーと、みどりんと桃とう香かは自己紹介したのよね？　なら、あとは蒼子だけだし、すぐに紹介するわ。それより、私の偉業を褒ほめ称たたえる気にはならないの？」

「……それは、その蒼子さんが偉かったんじゃないか？」

「そないなことはあらへんよー」

　と、背後からのんびりした声をかけられて、俺は振り返った。

　何かの文庫本に指を栞しおり代わりに挟み、優しげな笑みを浮かべたのは、一人の女の子だった。髪をショートカットにした知的な美人で、少し中性的な感じもするのだが、明らかに彼女を女の子だと示しているのは、今日出会った女の子たちの中で二番目に大きいと思われるその胸だった（ちなみに一番は委員長である。意外なことに）。

「ええと……ヨースケくん？　視線が……そのやな」

　恥はずかしげに女の子は文庫本を胸の前に広げる。俺は慌あわてて視線を逸そらし、

「あ、いや、えーと、話の流れからいくと、蒼子さんですか？」

「そやー、うちも見ての通り同じ二年生やから、普通に喋しやべってほしいな。うちはこの部の副部長を務つとめさせてもろてる、軽かる部べ蒼あお子こや。よろしくな、ヨースケくん」

　と、蒼子さんは右手を差し出してきた。俺おれはなんとなく気き恥はずかしい気分をごまかしながら握手に応じる。

　それを見届けると、部長は自じ慢まんげに両の手を組んで、

「と、まあ、二年生が私、蒼子、いいんちょ、それから桃とう香かとあなた。一年生はみどりんだけ。以上がウチの全部員になるわ。上級生もいないし、気軽にやっていけそうでしょ？」

「そうだな――っと、俺の自己紹介がまだだった。俺は葉は村むら洋よう介すけ、好きなゲームは、まあ格ゲーになるのかな。あと、これは趣味に入るのかどうか微妙だが、家事全般が好きで、得意でもある。まあ、母親が無精なんで身に付いただけだけどな」

　俺が言うと、みどりちゃんが両の手をぱちんと合わせて、

「先輩、家事全般ってことは、ひょっとしてお料理とかもできるんですか？　あたし、尊敬しちゃいます！」

「自称、ってだけでしょ。誉ほめるのはまだ早いわよ、みどりん――っと、ああ、私の自己紹介も忘れていたわね。私は――昨日も名乗ったけど――西にし村むら白しろ音ねよ。好きなゲームは格ゲー全般。だけどつまんない試合は大っ嫌い。それから、私自身もカポエイラを習い始めて一年になるわ。まだまだ未熟だけど、そろそろ護身術程度にはなるんじゃないかと思ってるところ」

「生なま兵びよう法ほうは怪け我がのもとですの、お姉さま」

「確かにあんたには負けるかもしれないけど……」

「ヨースケさん、桃香はカポエイラ十年選手ですのよ？」

　と、桃香ちゃんが誉めて欲しそうな顔をする。

　瞬間、部長の上体がふっと沈しずみ、それと同時に蹴けりが繰り出された。桃香ちゃんの腹部を正確に狙ねらったその蹴りは、しかし桃香ちゃんの手によって受け止められる――なるほど、昨日俺が食らったのはこの蹴りなのだろう。蹴りに勢いを付けるために上体を足とは逆へ倒すので、ただでさえ身長の低い部長の体が一瞬視界から消きえ失うせるというわけだ――

「じゃなくて！　ちょ、部長、いきなり何してんだ！」

　俺がツッコむが、部長は憮ぶ然ぜんとした顔をして、

「軽いスキンシップよ。――見てのとおり、止とめられちゃったけど」

「まだまだ甘いですの、お姉さま」

「むう、でも、ヨースケはこの蹴りを見切れなかったわよ。ね、ヨースケ？　もう一度確かめてもいい？」

「謹んで辞退させていただきます」

　俺は執事のようにお辞儀をし、三歩下がった。蹴りの届かなさそうな距離だ。

「しかし凄すごいな、桃香ちゃんは。よくあの蹴りをさばけたもんだ」

「へへー、ヨースケさんに誉ほめられたですの」

　桃とう香かちゃんは嬉うれしそうに屈託なく笑う。

　――と、みどりちゃんがぶんぶんと手を振って、

「あのあの、部員紹介は終わっちゃいましたけど、部室案内が途中なんですよう」

　そう言って、後ろに下がった俺おれの背後を示しめした。

「そこが給湯コーナーです。って言っても、普段はあたしがお茶を淹いれますから――」

「だめよ、みどりん」

　部長はちちちと指を振って、先ほど俺が広げた３歩の間合いを４歩かけて縮ちぢめる。

「え？　でも、一年生はあたしだけですし、いつもあたしが」

「今まではね。――ヨースケ、あなた煎せん茶ちやくらいは淹れられるわよね？」

　少しだけ俺はむっとする。それは得意分野だとさっき言ったばかりだ。

「ああ」

「じゃあ第一問。煎茶に適したお湯の温度は？」

「八十から九十。だが、ンなもん覚えなくても、沸騰した湯でまず湯飲みを温めてやればそれで温度が下がって丁度よくなる。湯の分量も計れて一石三鳥だ」

　偉えらそうに胸を張った部長の目が細められる。俺の顔をじっと睨ねめ付けてくる。

「なんだよ、ものみんたの真ま似ねか？」

　プレッシャーに耐たえきれずに俺が聞くと、俺の顔を見つめたまま部長は言う。

「みどりん、正解は？」

「その通りです……あたし、この部でお茶係に任命されてから調べて、それで知ったのに……やっぱりヨースケ先輩はホントに家事が得意なんですね」

「ふーん、やるじゃない、ヨースケ」

「知らなかったのかよ、部長サマは」

　俺は厭味っぽく言ったのだが、部長はけろりとした顔で、

「私は自分が生きていくのに必要な知識以外は不要だと思ってるの。お茶は淹れてもらうものであって、淹れるものじゃないわ」

「でも先輩、お茶はあたしが」

　みどりちゃんが食い下がるが、部長はそれを一いつ蹴しゆうし、

「こういうのは一番下したっ端ぱがやることになってるのよ、私のルールの中では。この中で一番の下っ端は誰だれ？」

　小さく俺は手をあげる。

「自覚があるのはいいことね」

「違う、意見があるから挙手したまでだ」

「何よ、言ってごらんなさい？」

　無い胸を張ったまま、部長は尊そん大だいな口調で言った。俺おれは袖そでをまくり、

「ここは何研だ？」

「女子電脳文化研究会だけど？」

「だったら」

　俺は力こぶを作って、そこをぽんぽんと叩たたいた。

「偉えらいか偉くないかはここで決まるんじゃないのか？」

「……ゲームで私たちと勝負しようっていうの？」

「そうだ。できないんなら別に、」

　言いかけた俺に対し、部長の答えは即決だった。

「いいわよ。ただし、あくまでも挑戦者はヨースケ。それで、私たち四人がそれぞれ指定するジャンルのゲームで勝負する。それでいい？」

　ふふん、俺がやるのが格ゲーだけだとでも思ったか？　俺はゲーセンにあるものならキャッチャーからクイズ・パズルの類たぐいまで、それなりのハイスペックを誇ほこる生きつ粋すいのゲーマーなんだぜ。部長はともあれ、他ほかのメンバーに負けるはずがない。

「って、四人？　お姉さま？　桃とう香かを数え忘れてはいないですの？」

「あんたの淹いれたお茶は不ま味ずくて飲めたものじゃなかったわ。だからいらない」

　部長が言うと、桃香ちゃんはがっくりと肩を落とした。

「うう、桃香の信用がないですの」

「入部初日に淹れてもらったお茶の味、今でも忘れてないわよ。――何をしたらあんな味になるのか未いまだに分からないわ」

　部長は心底嫌そうな顔をして吐はき捨てるように言うと、部屋の右奥にあった机つくえから椅い子すを引き出して座った。

　桃香ちゃんは両手の人差し指を突き合わせながら、

「……桃香はただ、その方が美お味いしくなると思って、砂糖を入れただけですの」

「いや……砂糖を入れるのは紅茶だけにしておこうね、桃香ちゃん」

　俺が一応アドバイスをしたが、桃香ちゃんは不思議そうな顔をして、

「どうしてですの？　麦茶に砂糖を入れるのはセーフだって言われたですの。なら煎せん茶ちやに砂糖を入れてもおかしくはないんじゃないですの？」

「ああ、えーと、いや、確かに麦茶に砂糖を入れる人もいるらしいけど――」

「そんなことより！」

　言葉に困っていると、部長が俺と桃香ちゃんの会話を遮った。

「ここに座りなさい。対戦するわよ」

「あ、あの、あたしの部室案内がまだ途中なんですけど――」

　みどりちゃんが言うが、部長は凶箱まがつばこの前に置かれた二つのスティックを示しめし、

「もう案内する場所なんて残ってないでしょ。この机つくえが私専用の机。他ほかは自由に使ってくれて構わないわ。で、ここにあるのがこの部唯ゆい一いつのゲーム用モニターと、各種ゲーム機。以上よ。で、まずは私からいくわ。１Ｐ側と２Ｐ側、どちらか好きな方を選んでいいわよ。――っとその前に、ここにある格ゲーから好きなのを選んで」

「今ゲーム機に入ってるやつでいい。電源を入れるぜ」

　俺おれはスティックを手に取って椅い子すにかけると、電源ボタンを押した。起動されたゲームは予想通り、かつて対戦格闘ゲームというものを大ヒットさせた火付け役ゲーム「ストⅡ」の最新版である「ストⅣ」だった。

　俺はゲームをスタートさせると、ダイヤグラム――まあ強さの指標だと思ってもらえればいい――１位の、ムエタイの王者・ジャガーットを選んだ。

　対する部長は少し考えたあと、

「んじゃ、因縁の対決ってことで」

　このジャガーット、胸に大きな傷きず痕あとがあるのだが、それはかつて主人公であるラウと戦った時、その必殺技でついたという設定がある。確かにラウならばダイヤグラムの２位、対等に近い試合ができるのだが――

「って、そっちかよ！」

　俺は思わず声に出してしまった。

　確かにそのキャラには、父親をジャガーットに殺されてしまったという設定がある。

　が、着ているのはピンクの胴着、背負い投げすら満足にできない、誰だれからもお笑いキャラとして認知されている、ダイヤグラムで言えば25位――イコール最弱のキャラである、ドン・ヒビキであった。

　部長は迷わずにそれを選択、試合が開始される。

「……」

　二分後、俺はモニターの前で灰となっていた。

「ま、こんなとこでしょ。キャラの強さ、技の強さに頼りっきりのプレイじゃ限界があるのよ。だいたいヨースケの場合、動きがテンプレすぎてお話にもならないわね」

　ダイヤグラム１位と25位による直接対決で負けたとなれば、最も早はや言い訳のしようもない。腕の差は歴然としていた。

「……完敗だ。次行こう、蒼あお子こさんは？」

「ぷよ～んを選ぶでー」

　これもまた有名なシリーズの落ちモノパズルだった。もう７まで出ているはずだが、わざわざ４をチョイスするあたりに俺と同じこだわりを感じる。しかし、これは俺にとって有利だったかもしれない。俺はこのゲームを中学時代に散々やりこんでいるのだ。

「……」

　一分後、俺おれはモニターの前で灰となっていた。

「ヨースケくんの積み方は素直すぎて、一つでも邪じや魔まが入るとそれで全部おじゃんになりかねへんのはわかっとるよね？　うちのような積み方やと、最短で相手を倒す四連鎖ダブルまで、邪魔が一つや二つ入っても問題なく持ってくことができるんよ。たぶん対戦にあまり慣れとらへんのやと思うから、参考になれば幸いや」

　言われたとおりだった。俺は十八連鎖をコンスタントに組むことはできても、対戦経験は無いに等しかった。経験の差がそのまま結果につながったといえるだろう。

「次は……？」

「『緊きん縛ばくの館やかた』で、どちらがパラメータの高い娘を作れるか、勝負しないか？」

　と、委員長。

「いや……それは勘かん弁べんしてください」

「む、では不戦敗だな」

「……はい」

　がっくりうなだれる俺。いや、育成ゲーで初めてやる俺と、歴戦の猛も者さ（っぽい）委員長では差がありすぎる。ていうか俺は十七歳だからえろげやっちゃダメなんだってば。

「――敵前逃亡とは、戦時中なら銃殺だぞ、このクズめ」

「え、委員長、今何か言った？」

　俺は尋たずねたが、委員長はもうパソコンの作業（というかゲーム）に戻っていた。

「では、最後は――」

「あたしですね」

　と、なぜだかテニスウェアのみどりちゃん。

「あたしは――えっと、スマッシュテニスで行きたいと思います。いいですか？」

「ああ、もちろんだ」

　みどりちゃんが選んだのは、俺もプレイしたことのあるテニスゲームだった。

　俺のサーブから試合が開始する――このゲーム、立ち位置とキー入力によってサーブが千変万化するために、サービスエースがかなり入りやすい。よって、自分がサーバーとなるゲームは確実にモノにする必要がある。

　――とかなんとかいろいろ心得はあったのだが。

　わずか三分後、みどりちゃんは言った。

「……負けました」

「いや……だから無理せずに説明書を見直した方がよかったんじゃ……」

　ええと。

　試合内容を要約すると、全すべてのボールに対してみどりちゃんは凄すさまじい反応を見せた。俺の挙動からコースを読むのが異常にうまく、ボールの着地点には必ずみどりちゃんの操るキャラがいた。

　――のだが。

　その度にラケットをハイボレーの軌き道どうで振ってみたり、横っとびレシーブをしてみたり、エトセトラエトセトラで、みどりちゃんのラケットは一回もボールに触れることはなかった。――みどりちゃんがサーバーとなるゲームを含めて。

　ということで、４ゲームを立て続けに俺おれが取って、試合は終わった。

「えーと、」

　俺がなんと言うべきか迷っていると、

　ぱんぱんぱん、と部長が視線を集めるために拍手をした。

「はい、それじゃ勝負ありね。唯ゆい一いつヨースケに負けたみどりんが、今後も基本的にはお茶係。みどりんがいないときはヨースケってことで決まりね」

「って、俺、次点なのかよ!?」

　部長はアメリカ人のようにやれやれとオーバージェスチャーをして、

「だって、ブービーじゃない。私も蒼あお子こもいいんちょも、あんたには勝ったわよ？」

「ま、まだ桃とう香かちゃんがいるだろ!?」

　俺は食い下がったが、部長はきっぱりと、

「さっきも言ったけど、桃香の淹いれたお茶なんか飲みたくないわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「桃とう香かのお茶、そんなに需じゆ要ようないんですの!?」

「いいのよ、桃香は。お茶くみは下したっ端ぱの仕事だってさっき言ったでしょ？　桃香は下っ端じゃないわよね？」

「……そ、そうですの。桃香にはお茶くみなんて似合わないですの」

　桃香ちゃんが納得した様子を見せると、部長は早くもそれを無視して、

「よし、それじゃ早速部活動を始めるわよ。ヨースケ、あんたは私の相手をしなさい。今からストⅣの特訓してあげるから」

「へいへい……」

　俺おれは首をこきこきと鳴らしながら、先ほどの席に座り直した。

　思う。

　なんだかよくわからないうちに入部が決まってしまったけれど。

　キャラクター選択画面で先ほどと同じジャガーットをチョイスすると、部長も同じキャラを選ぶ。どうやら本気でジャガーットの扱い方を教えてくれるようだ。システムボイスが第一ラウンドの開始を告げる。俺は背後へと跳ちよう躍やくして間合いを取ろうとし、部長はいきなりのジャンピングニーでそれを追いかけてくる。

　――とりあえず、退たい屈くつしのぎにはなりそうだ。



    

  
    
      


２　いとしき日々





　それから一時間以上も対戦を続けて、俺は多少の疲ひ労ろうを覚えながら帰き途とについていた。

（さすがに五十戦も負け続けると疲れるね……）

　俺の家は藍あい園ぞの学園高校から藍園駅周辺の商店街へと向かう途中、住宅街の中程に位置するごく普通の一軒家である。高校からの所要時間は徒歩でおよそ十分、学生としてはかなり恵まれた位置に住んでいることになる。

　俺は商店街に寄って帰ろうかどうか一瞬だけ考えたが、冷蔵庫にあった食材を思い起こして、すぐにそれは必要ないと判断する。今夜は味み噌そ汁しると焼やき鮭ざけに、わかめのサラダでも作ればそれで充分だろう。

　それなら支度も楽だしな。などと考えながら、俺は３ＬＤＫの我が家へと帰宅した。

「あ、おかえり、洋よう介すけー」

　玄関に入った時から、そうだろうな、とは思っていた。

　なにしろ母さんは、ここ数年料理などしたことがない。それが、家に帰ったら揚げ物の匂においが出で迎むかえてくれるなんて、答えは一つしかあり得ない。

「おー、来てたのか、柚ゆ木き」

　俺おれは玄関からまっすぐにキッチンへと向かうと、思った通りのその姿を見つけた。

　葉は村むら柚ゆ木き。

　俺の一歳年下の従妹いとこで、同じ藍あい園ぞの学園高校に通っている彼女は、はっきり言って可愛かわいい。ティーンズ向けファッション誌の読者モデルのバイトをしていて人気もあるらしいのだが、それも頷うなずけてしまう――肩まで届く天然ウェーブのかかった栗くり色いろの髪に、同じ人間なのかと疑いたくなるほど大きな目と小さな唇くちびる。透き通るような白い肌。『読モなんて大したことないよー』といつも柚木は言うのだが、その笑顔を見るたびに俺は（従兄妹いとこ同士なら結婚できるんだよなあ）とか血迷ったことを考えてしまうほどだ。

　そんな柚木が、今は三角巾にエプロン姿で、ガスコンロに向かっているところだった。

「へっへー、今日はてんぷらだよ、あかねおばさんのリクエストで」

「おー、張り切ってるなあ。なんかいいことでもあったのか？」

「ん。それはどうかなあ」

　などという会話は社交辞令のようなもので、柚木が俺の家に来る時は絶対に何か俺に頼み事があるときだ。しかしそれも、そこいらの男子をつかまえて頼めば一発で引き受けてくれるような簡単な頼み事の場合が多い。例えば去年のノートを貸せとか、過去問を見せてくれとか。それをどうしてわざわざ俺に頼みにくるのかは、いまだによく解わからん。

「手伝うことがあったら言えよ。本当は俺の仕事だからな」



    

  
    
      



    

  
    
      「でも、今日から部活に入ったんでしょ？　疲れてるだろうし、今日ぐらいは私がやってあげるわよ。それと、おばさん嘆いてたわよ、お腹なか空すいた～、って」

「そんなもんほっとけばいいんだ――つか、情報早いな、お前」

「ん、だってみどりんと同じクラスで、仲良しだもん。さっきメール来たよ。『うちの部に男の人が入ってきたんだよ。名前は葉は村むら洋よう介すけさんって言うんだけど、柚ゆ木きちゃんと関係ある人なの？　ちょっとカッコいい人だよね、えへへー』とかって」

「……そんなところにネットワークがあったのか……まあいい。んで、皿とつゆが必要だな。用意するぞ？」

「あ、私がやるからいいって言ってるのに。もう、ホントに主しゆ夫ふ体質なんだから」

　などと話しながら結局二人で夕食の支度を終えると、柚木は俺おれに「いいからいいから、一家の主あるじは座って待ってて」などと調子のいいことを言いながら、母さんを起こしに行ってしまった。主になった覚えはないのだが。

　ほどなくして母さんは柚木を伴ともなって、

「んー、寝起きに油ものっていうのも辛つらいんだけどなあ」

　などと勝手なことを言いながらダイニングキッチンに入ってきた。

「って、あかねおばさんがてんぷらがいいって言ったんじゃないですか」

「うん……さっきはてんぷらが食べたかったのよね……」

　がりがりと頭をかいている姿は外では絶対に見せない。髪型は背中まで届くロングのストレート。そろそろ現れてきたらしい白髪を隠すために髪を染めると言って、薄く茶色の混ざった黒髪に染めているのも、若く見える理由の一つだろう。

「あ、そうそう、洋ようちゃん～」

「なんだよ？」

　俺が問い返すと、母さんはにへらと笑い、

「えへへー、あかねさんは今日、高校生にナンパされちゃったのでした」

「……」

　なんてことを平気で言ってくるのも無理はなく、もうすぐ四し十じゆうを迎むかえる母さんの外見は二十歳そこそこにしか見えない。多分ストレスのない生活をしているからだと思うのだが、父さんの遺のこしてくれた遺い産さんのおかげで働く必要もなく、それで家事は俺に任せっきりなのだから、若さの秘ひ訣けつってのも他人頼みなものだ。

「誉ほめてくれないの～？」

「ナンパされるのはいいけど、ほいほい付いてったりするなよ？」

　俺が言うと、母さんは嬉うれしそうに笑って、

「洋ちゃん、あかねさんのこと心配してくれてるんだ？　嬉しいな～」

　などと言う。少し……というかかなり天然ボケの入った人だ。

　と思っていると、母さんは食卓につきながら、

「……それより、柚ゆ木きちゃんがウチに来るなんて久しぶりよねー。どうせならウチの娘になっちゃえばいいのにー」

　と、今度は柚木に話を振る。

「それって、私と洋よう介すけに結婚しろって言ってるんですか？　私は嫌じゃないですけど、洋介ってば私のこと、なんか嫌ってる気がするんですよ」

　いや……そんなこともないんだが、家事は万能、頭脳明めい晰せき、容よう姿し端麗の嫁をもらったりしたら、俺おれが家事をする余地がなくなっちまうんじゃないか？　という危き惧ぐはある。

「そうなの、洋ようちゃん？」

「……いや、なんつーか柚木は母さんの言うことをいちいち真に受けなくていい。とりあえずメシにするぞ、席に着け」

　俺が言って、ダイニングキッチンの一番台所側の椅い子すに座る。母さんはいつものようにテレビの一番見えやすい場所に既すでに座っており、その向かいに柚木が座った。この三人で食事をするときのおきまりの席だ。

「それじゃ、いただきます」

「「いただきまーす」」

　てんぷらの内訳は、さつまいも、大葉、にんじん、イカ、桜エビ、えのきだけ、キス、といった具合だ。揚げ具合は、かつて俺が教えただけのことはあって上々である。コツは様々あるのだが、衣にベーキングパウダーをほんの少し混ぜているのが特色だろうか。

「おいしーい。さすが柚木ちゃんねー」

　先ほどまで寝起きに油ものがどうとか言っていた母さんが、ひょいぱくひょいぱくとてんぷらを口にしていく。柚木は小首をかしげるようにして俺の顔をのぞき込み、

「洋介はどう？　美お味いしい？」

「まあ、俺が教えたんだから当然だな。あと、大葉を多めに揚げてくれたのはかなりグッドだ。俺はてんぷらの中でも大葉が好きなんだ」

「ふっふーん。それは我が家の庭で育てたものなのだよ？」

　と、柚木が胸を張る。まあこいつの家の庭が広いのは羨うらやましいが、

「大葉くらい誰だれでも育てられるだろ？　前に家庭菜園を作ろうと思ったとき、初心者向けの項にのってたくらいだからな。っていうかロクに手をかけてもいないが、うちの庭にもまだちゃんと生えてるはずだぞ」

「ぶー、洋介って、なんか子供っぽいっていうか、素直に誉ほめてくれないわよね」

「悪かったな。大葉は美う味まいと手放しに誉めてるだろうが。ん、キスもいけるな。さすがに旬しゆんだけのことはある」

「一応目利きだってしてきたんだからね」

　誉ほめて欲しそうな柚ゆ木きだが、ここで誉めるとあとで絶対にやってくる「お願い事タイム」の時の武器にされるので、誉めるわけにはいかない。

「それぐらい当然だ」

　きっぱりと斬きり捨すてて、にんじん、えのきだけ、最後にまた大葉を口にすると、ご飯を一気にかきこんでメシを終わりにする。

「うっし、ごちそうさん。片付けは俺おれがやるから、柚木は座ってていいぞ」

「あー、やるやる、私がやるからっ」

「お前はまだ食ってるだろ。いいから大人しくしとけ」

　止とめてくる柚木を無視して、俺は油から順に片付けを始めていく。

　柚木は不満そうだったが、それ以上逆らうこともなく食事を再開した。



　　　＊



「んで、柚木、今回は何のお願いがあって来たんだ？」

　夕食の片付けも終わり、俺たちは三人揃そろって場所を居間に移していた。初夏だというのに出しっぱなしのこたつに（これは俺が怠けているわけじゃない。母さんのリクエストに応こたえて片付けないでいるのだ）腰まで潜もぐりながら冷房のスイッチを入れ、俺が尋たずねると、

「やっぱ解わかっちゃうかー、あはは」

　と、柚木は髪をなでつけるようにしながら笑った。

「やっぱ解っちゃうかー、じゃねえ、お前がウチに来る時は百パー何かの頼み事があるときじゃねーかよ」

「まあ、話が早いといえば早いから、いっか、うん。――あのね、私も部に入りたいの」

「部活がしたいのか？　すればいいじゃないか。まあ、今から入るっていうのも中途半端な時期で、部の中で最初は浮いちまうかもしれないが――」

　俺が言いかけると、柚木はぶんぶんと頭を振った。

「じゃなくて。女子電脳文化研究会に、入れてほしいの」

「……」

　俺はしばし考え、

「ンなの、フリル部長に頼めばいいじゃねーか。っていうかお前、ゲームに興味なんかあったか？　電脳文化研究会って、手っ取り早く言えばビデオゲーム研だぞ？」

　俺が言うと、柚木はしばし沈黙を保ったあと、

「わ、私も、実はゲーム大好きなの」

　なぜか焦った様子で答える柚木。

「それで、洋よう介すけが女子電脳研に入ったって聞いたから、私も入ろうかなって思って――べ、別に洋よう介すけがハーレム状態なのが気になるわけじゃないわよ？　ほら、みどりんもいるし――っていうか、どうして女子電脳研に洋介が入れたの？」

「いや、俺おれの場合は無む理り矢や理り入らされたクチだからな……」

「無理矢理入らされた？」

　驚く柚ゆ木きに頷うなずいて、俺は昨日のゲーセンでの出来事を語った。

「……へたれゲーマーだから入らされたっていうの？　……でも、そんなの変」

　柚木の言葉にひっかかりを覚えて、俺は尋たずねる。

「なんでだよ？　事実俺は、無理矢理入部させられたんだぞ？」

「だって、『女子』電脳研なのに、おかしいと思わない？」

「簡単なことよー」

　横から口を挟んできたのは、母さんだった。

「それはあ、洋ようちゃんがあ、可愛かわいいから～」

　と言って俺の頭を抱きしめる。って、こたつの上から無理に抱きしめるもんだから、なんつーか、胸の谷間に顔を押しつけられるかたちになるんだが――いくら母親とは言ってももう俺は高校生で、母さんはやたらと若作りで、もうじき四し十じゆうを迎むかえるというのにまだ胸にはやわやかな張りがあって……

「そっか……！」

　柚木が何かを悟ったように呟つぶやいた。

「あかねおばさんの言うとおりなんだ！　先輩きっと、洋介のことが好きなんだ……！」

「へいへい、名探偵さまの理り屈くつはわかったよ」

　なんとか母さんの胸から――もといハグから逃れると、俺は麦茶でも取りに行こうかな、などと考えながら頷いた。

「ちょっと、適当に聞き流さないでよ。西にし村むら先輩が洋介のことを好きなんだとすれば理屈は通るわ。たまたまじゃなく、へたれプレイをしている洋介に対戦を挑いどんで、洋介を怒らせるようなプレイをした。洋介は見事にそれに引っかかって何度も再戦をして、それが話のきっかけになった……」

「俺が一回でやめて帰る可能性は考えなかったのかよ」

「洋介、普段のゲーセンでの行いを振り返ってみて、その状況だったら帰ると思う？」

「うぐ……」

　帰らない。間違いなく俺は対戦を挑んで、自尊心を満足させるためだけの一勝をもぎとるまでコインを入れ続けたことだろう。

　しかし、あのフリル部長が、そこまで計算して物事を行うものだろうか？

　というかそれ以前に、あのフリル部長が俺を好きだなんてことがあるものか？

「……うん、そうよ。全部計算で、洋介との距離を縮ちぢめるために近づいてきた……そういう可能性だってあるわよね……」

　柚ゆ木きは口元に手をあてながら、何やらぶつぶつと呟つぶやいている。どうやら自分の考えに没頭してしまったようだった。俺おれは嘆たん息そくし、

「おい、推理はいいが、話がおもいっきしズレてることには気づかんのか」

　柚木は弾はじかれたように顔を上げて、

「――え？　あ、そうだ。私を推すい薦せんしてくれないか、っていう話だったわね」

「いつからそんな話になったんだか知らんが、要するにそういうことなんだな？」

　俺が言うと、柚木は再び「あはは」と笑って、

「……えっと、そういうことだから、紹介してくれないかな？」

「俺だってまだ部に馴な染じんでないんだ、いきなり紹介もできんだろ。もうしばらく――そうだな、せめて一週間くらいは待ってくれないか？」

　俺が言うと、柚木はいつの間にか取り出していた薄うす桃もも色いろの眼鏡めがねケースをふりふりと振ってこちらに見せると、

「うん、それじゃあよろしくね――と、それはいいんだけど、コンタクト痛くなってきちゃったから眼鏡に変えてくるね」

　言い残し、洗面所へと消えていった。

　と、先ほどから黙だまっていた母さんが、にやにやしながら俺を見ているのに気づく。

「何だよ？」

　尋たずねる。するとにやにや笑いを口から消さないままの母さんは、

「いやあ、洋ようちゃんはモテるわねー」

　心なしか小声で言う。まるで柚木に聞こえるのを避さけているかのように。

「何がだよ？　なんかどこに行っても都合良く利用されてるだけに感じるんだが」

「柚木ちゃんも？」

「……あいつはまさに俺を利用しようとしてるだけだろ？　頼み事があるたびに俺のところに来て、頼んでもない料理を作って、恩を着せて言うことをきかせようとする。まったくもっていい迷めい惑わくだ」

「女の子はね、好きな男の子には頼りたくなっちゃうものなのよ？」

　母さんがそう言って、こたつの上に上体を載のせたところから横へ一回転寝返りを打った。そんなに広くはないこたつである。母さんの体はぼすんと俺の膝ひざの上に落ちる。

「えへへー、ひざまくらー」

「ええい、重いからどけ、子離れできないバカ親め」

「あー、ひっどーい、洋ちゃんお母さんのこと重いって言ったー」

　傷つくのはそこなのか。

「にしても、こんなところ柚木に見られたら何を言われるか解わからないぞ。どけ」

「……お父さんが死んじゃってから、甘える相手がいないんだもん。洋ようちゃんお父さんに似てきたし、甘えるのには一番なんだもん。それに柚ゆ木きちゃんなら」

「もう見てるわよ、ばっちりと。っていうか写真撮とっちゃった」

　振り返れば眼鏡めがねっ娘にクラスチェンジした柚木がいて、携帯を片手に笑みを浮かべていた。こいつ……いや、見慣れない顔を見ているせいだと思うが、改あらためて考えるまでもなく顔の造作がいいんだよな。眼鏡をかけると妙に可愛かわいさが際きわだつというかなんというか――

　と、余計な方向に逸それ始めた思考を中断し、

「見られたのはいいが、写真は消せ！　今すぐ携帯を貸しやがれ、くそ、母さんが邪じや魔まで立てないだろうが！」

　こたつの中から俺おれが嘆きの叫さけびをあげるが、それは聞き入れられることなく。

「ま、こんなことしなくても洋よう介すけは先輩に紹介してくれると思うけど。とりあえずネタとしてもっておくわね。消されても大丈夫なように、自宅ＰＣアドレスに送信、っと」

「あああああ」

　俺は膝ひざの上に母さんを載のせたまま、逆さまになった視界で柚木が自宅のアドレスに写真を送付するさまを見せられた。確認の表示と、撮った写真を眼前に突きつけられる。横から撮ったために母さんの顔は写っていないが、俺だとはっきり解わかる人物が女性を膝の上に寝かせている構図がばっちり撮れてしまっている。

「さて、そんなわけでそろそろ私はおいとましようかな。二人の邪魔になっても何だし」

「二人の邪魔って何だ、二人の邪魔って！　つーか、この時間に一人歩きなんかさせられるかよ！　家まで送ってくからちょっと待ってろ！」



「洋介も過か保ほ護ごよねー、今時夜の十時なんて、高校生は普通に出歩く時間よ？」

　夜の住宅街。アスファルトとコンクリートの壁と街がい灯とうだけが主人公となった世界の中を、俺と柚木は並んで歩いていた。藍あい園ぞのは治安のいい町だ。等間隔に並んだ街灯がその役に立っているのかどうかは知らないが、周囲の住宅から漏もれる光もあるので、あたりは充分に明るい。生活習慣病にでもかかったのか、夜だというのにどこか遠くで数匹の蝉せみが鳴いていて、それらに時折スクーターや車のエンジン音が混ざる。総じて言って平和な夜だ。見上げてみれば、かすかな星空の中に月が綺き麗れいに浮かんでいるのが見える。

「今日は星が綺麗だな」

　俺が言うと、柚木も空を見上げる。

「ほんとだ。夏の大三角がくっきり見えるね」

「んー、夏の星座は詳しくないんだよな。――いやまあ、冬だって詳しいってほどは知らないんだけど。柚木、なんか他ほかの星座、解るか？」

「さそり座くらいかな」

　と言って、柚ゆ木きは人差し指で空を指さした。

　その先を追っていくと、赤く輝く星が見える。二つ。

「赤い星があるでしょ？」

「ああ……だが、似たような星が二つ並んでるな。どっちだ」

「……どっちかがさそり座のアンタレスで、どっちかが火星」

「わかんないのかよ」

「わかんない。天文部員の人とかなら解わかるのかもしれないけど、『見分けるのが難しい』って、昔どこかで読んだ気がするし」

「なんて中途半端な知識なんだ……気にならないか、そういうの」

「ううん、別に」

　俺おれはそういうのはどうも気になって調べてしまうタチなのだが、柚木はそうでもないらしい。まあ、もともとオタク気き質しつはないヤツだし。そんなものかもしれない。

　関係はあまりないのだが俺はふと思い当たって、

「なあ、ゲーム好きって言ってたけど、格ゲーもやるのか？」

「え、と――う、うん。ちょっとだけだけどね」

「女の子ゲーマーにしちゃ珍めずらしいよな。今度対戦やろうぜ」

「う、うん」

　と答えたあと、三秒ほどの間を置いて、柚木は続けた。

「――私、えっと、一人用しかしたことないから、弱いかもしれないけど」

「漫画とかで多いパターンだと、そういうヤツに限ってマニアックなコンボとかが異常に上う手まくて、主人公を叩たたきのめしたりしちゃうんだよな」

「そ、そうなんだ。私はホントに下へ手ただから、手加減してくれると嬉うれしいかな……」

「了解了解。楽しみにしてるよ」

「うん、私も、洋よう介すけとゲームするのは、楽しみかな」

　柚木は何な故ぜか照れたように、小さな声でそう言った。



　俺がその言葉だけは本当だったと知ることになるのは、翌日のことである。



    

  
    
      


３　バージン・ダスト





　――翌日。

　蒼あお子こさん、委員長、みどりちゃん、桃とう香かちゃん、俺おれが揃そろったところで、部室右奥の机つくえ――部長席に座っていた部長が、全員を部室中央の机に招集した。

「と、いうわけで――」

　部長が言いながら、背後に置かれたホワイトボードにマジックで殴り書きする。

　祝・部員六名達成。

「めでたく、我が女子電脳研は研究会から部に昇格する資格を得たのよっ！」

　誰だれもが注視しているホワイトボードを、部長はてのひらでばんと叩たたいた。

「正式に電脳研が部として認められれば、部費でゲームが買えるようになるかもしれないわ。そういうわけだから蒼子、今から職員室に行って申請してきてちょうだい」

「部長が行くんじゃないのか？　そういうのは」

　俺の言葉に、部長は「何を言っているんだこのバカは」という顔をして、

「私にとって教師と風紀委員は基本的に敵なのよ」

「……何でだ？　っていうか風紀委員長がここにいるけど」

　委員長は特に何も言わない。部長に関しては我関せずといった様子だ。

「そんなの決まってるでしょ！　この服よ！　服！　私は歩く校則違反って呼ばれてるくらいなんだからねっ！」

　ふん、と胸を張る部長。別に威い張ばれることじゃないと思うが。

「そういやそうだな……あまりにもそれが自然に見えるんで忘れてた」

「ふふん、あんた見る目はあるわね」

「初対面からそれだったからなあ……それで、活動実績とかはあるのか？」

　俺が尋たずねると、部長は怪け訝げんな顔をして、

「ヨースケ、あんたゲーセンに入いり浸びたってた割にはちっとも知らないのね」

　と言って、ちらと目配せをした。無言で委員長が立ち上がり、本棚の陰かげへと消え――すぐに戻ってきた。その手には数冊のジャキョニーナが握にぎられている。

「どれも『激闘』の特集号だ……この情報弱者め」

「激闘の名前くらいは聞いたことあるわよね？　ヨースケ」

　部長の言葉に、それはまあ、と俺は頷うなずく。

　それは七年前から始まった格闘ゲームの祭典だ。そこで優勝した者が、とりあえず公式見解としてはそのゲームの日本一の実力者だということになる――のだが、まあ実力はあっても参加してない人もいるだろうし、割とどうでもいいと俺は思っていた。

「最初の二年はね、出場しなかったのよ。当時小学生だったってこともあるし、それ以前に格闘ゲームは勝ち負けが全すべてじゃないって思ってるから。あなたも格闘ゲーマーなら分かるでしょ、負けても楽しい試合があるってこと」

「……」

　正直に言って、俺おれには同意しかねた。それはよく交かわされる議論の一つだ。

　格ゲーに挑いどむにあたって、二つのスタイルの流れがある。

　ゲームは楽しむためにするものだ、だからクリーンに楽しく戦いましょう、というストリームと、ゲームは楽しむためにするものだ、だからお互いが真剣に本気を出し合って、ゲーム内でできることならなんでもありで勝敗を決める、それこそが本当に格闘ゲームを楽しむということなのだ、というストリーム。

　二つの流れはまさしく平行線上で、格闘ゲームというもので対戦が盛さかんになり始めた時代から十五年ほど、絶たえることなくぶつかり合ってきた。俺はどちらが正しいかなんてなくて両方とも正論であるという二律背反派なのだが、部長は明らかに前者である。

　昨日からさんざん対戦をしてきて、解わかったことがある。

　部長にはポリシーがあるのだ。

　部長は勝負にこだわらない。相手との心理戦が好きで、相手の裏をかいた時が一番いい顔をする。ゲームで勝つんじゃなく、相手との勝負にこだわる――そしてその結果、ゲームにも勝ってしまう。一回使ったフェイントは次にしかけるフェイントへの布ふ石せきにする。同じ引っかけに二度引っかけようとはしない。それがどんなにハイリスクローリターンであっても、相手の裏をかければそれでいい、というプレイをする。

　部長がしていることを一言で言えば――勝敗にこだわらない真剣勝負。

「ちょっと、ヨースケ、聞いてるの？」

　部長に声をかけられて、はっと顔をあげる。一瞬考えに沈しずんでしまったが――話の流れから言って、その部長が「激闘」に出ているというのか？

「四年前から――私は藍あい園ぞの学園中学校からのエスカレーターで藍園学園高校ここにきたんだけど、中学一年の時にゲーセンにいたら、当時の電脳研の部長にスカウトされてね。それから三年間は団体戦の部で優勝。同時に全てのゲームの順位で選ばれるＭＶＰ、激闘王の座についたわ。私が藍園学園高校に入るのと同時に先輩たちは卒業。私はソロで激闘に出て――今に至るまで、激闘王の座に君臨し続けてるの」

　はあ？

　俺は耳を疑う。

　激闘のＭＶＰがここ四年ずっと同じ人物だということは聞いていたが――

　それが、ここにいるちんちくりんなフリルの塊かたまりだなんて。

「誰だれがちんちくりんよ、このバカスケ」

　かつん、とすねを蹴けられる。

「いって、痛いっつーの。つーか今俺おれの心を読まなかったか？」

「先輩……口に出してましたよ」

　今日はしっかりと制服に身を包んだみどりちゃんに言われ、俺はどこから口にしていたのかを考えてみたが――考えて解わかるくらいならそもそも口に出していない。幸い聞かれて困るようなことは考えていなかったが。

「ま、そんなこんなで実績としては充分でしょ？　あとは顧こ問もんの先生を誰だれか捕つかまえてくれば立派に部活として成立よ」

　顧問。

　その言葉で、部室内が静まりかえる。

　おそらく誰にも頼むアテがないのだろう――部長からしてこの服ふく装そうの部活、顧問として見てくれる先生などいるのだろうか。

　そして、それ以前の問題――というか疑問もある。

「なあ、部長」

「なによ」

「一つ聞きたいんだが、正式に部にもなってないただの同好会が、なんでこんな立派な部室を持ってやがるんだ？　特に弱小文化系部は部室長屋の数少ない部屋を取り合うような状況じゃないか。明らかに不釣り合いだろ？」

「ああ――それは私の権限でやった」

　と言ったのは、委員長だ。

「元々はな、現代……視覚、いや、原子だったか？　まあいいが、中身は私たちと同じような活動をしている部の部室だったのだ。だが、今から一年ほど前、たまたまその部の連中がタバコのにおいを振りまきながら私の横を通り過ぎた。当時から風紀委員会に属していた私は部室にガサ入れに向かい、喫きつ煙えんが発覚してその部は強制解散――停学処分さえも無しにしてやったのだから、感謝して欲しいほどの寛かん大だいな措そ置ちだな。空あいた部屋に入りたがっていた部はたくさんあったが、私の権限で『風紀委員会差し押さえ』とした。そして部室を欲しがっていた白しろ音ねに提供したわけだ」

「……」

　俺は再び、委員長には逆らうまい、と胸に刻みつけることにした。

「だから今のウチの部は、風紀委員の差し押さえ部屋を勝手に乗っ取ってることになってるわけよ。そこで正式な部として認められれば、この部屋を今度こそ本当にウチの部のものにできるってわけ」

　部長は晴れやかな笑顔で言う。俺はそういえば、と思い当たり、

「――ああ、本棚にゲームと関係なさそうな文庫本が並んでるコーナーがあったけど、その部の遺い産さんか何かなのか？」

　尋たずねると、部長はあっさりと答えた。

「ああ、それ、蒼あお子こ」

　部長が言うと、蒼子さんは少し照れくさそうにして、

「えっとな、あれはライトノベルっていうて――あー、なんていうたらええんやろな。まあ、読みやすい小説や。うちのお薦すすめを置いてあるんやけど、今までは誰だれも読んでくれへんかったんよ。ヨースケくん、読みたいのがあったら借かりていってかまわへんからな？」

「ああ、聞いたことはあるし、興味はあったんだ――今度借りてみるよ」

　俺おれが言うと蒼子さんは無む邪じや気きな笑みを満面に浮かべる。

「嬉うれしいな。ヨースケくんの感想、楽しみにしとるでー」

「――ふうん、今までは放置してたけど、私も読んでみようかな」

　と、横から口を挟んだのは部長だった。

「蒼子のそれだけじゃないわ。私はこの部をただのビデオゲーム部のままにしておくのはもったいないかなって思ってたのよ。……そうね、他ほかのみんなも何かこう……お薦めの私物っていうか、そういうものを持ってきなさい。部長命令よ、一人最低一品ね」

　部長が言うと、みどりちゃんが嬉しそうな顔で、ぱん、と手を合わせた。

「あたし、非電源のゲーム、いっぱい持ってるんです。みんなで遊べたらいいなってずっと思ってたんですけど、部室に置いておけば遊べる機会も作れますよね」

「桃とう香かも、秘ひ蔵ぞうの桃香コレクションを持ってくるですの」

「……どんなものか不安だけれど、楽しみにしてるわね……と」

　と言って、部長はぱんぱんと手を叩たたいた。

「話が逸それたわね。閑かん話わ休きゆう題だいよ……って、何の話をしてたんだっけ？」

「顧こ問もんの先生の問題だ」

　俺が答える。

「――そうだったわね。で、誰か心当たりはないの？」

「あったらとっくに言ってるよ」

「あったらとっくに言っとるで」

　偶然発言のタイミングがあった俺と蒼子さんに盛大なため息をつき、部長の視線は委員長へと向けられる。

「いいんちょは？　なにか弱み握にぎってる先生とかいないの？」

「どうして私だけそういうアプローチなのだ……まあいるにはいるんだが、そのあたりはもうおおむね利用中だ。これ以上の圧力をかけるとパンクしかねないな」

　部長は最後に桃香ちゃんを見て――

「はあ」

　と再びのため息を吐ついて、部長席へと戻った。

「桃とう香かはっ!?　どうして桃香には聞いてくれないんですのっ!?」

「私は無む駄だな労力を消費したくないの」

「桃香には先生の中に友達だっているんですの！」

　その言葉に、部長は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめながら、一応という感じで尋たずねる。

「誰だれ？」

「淀よど川がわ先生ですの」

「聞くんじゃなかったわ」

　と言って、部長は頬ほお杖づえをつく。

「？　だめなんですか？」

　この場でただ一人事情を知らないみどりちゃんが聞いてきたので、俺おれは答えてやる。

「淀川――なんつったっけな。名前は忘れた。化学の担当だから、来年はみどりちゃんも授業を受けることになると思うけど――ありゃあ化学なのかね。少なくとも公立の学校では認められない授業だと思うよ」

「どんな授業内容なんです？」

　興味津々といった様子のみどりちゃん。

　ごめんよ、俺は恐らく今から君を落らく胆たんさせる。

「あれは――正しくは『魔術史』の授業になるんじゃないかな。魔術の起源がどうたらとかから始まって、魔術結社の話やら錬金術の話なんかも交まじえながら、どこの国でどうやって魔術が発展してきたかを延えん々えんと教え込まれてる。例えば先週は、愚者から始まって世界で終わる、タロットカードの大アルカナの持つ意味の説明をされた」

「うわ、うさんくさいですね」

　というのが、例えばにおける俺の中の理想的なみどりちゃんの返答例だった。が。

「うわあ、そんな授業があるんですかっ？　あたし、タロットに興味があって……そんなのを授業で聞けるなんて夢みたいですっ」

　みどりちゃんは本当に楽しみで仕方がないというように目をきらきらさせている。

　タロットなんて言ったから悪いのだろう。テスト用の勉強でシャーマニズムがなんたらとかヘルメス文書がどうたらとか――なんとか時代の主要な魔術師とか、そんなものを覚えなければならないのは苦痛というより虚むなしさのほうが大きいのだが。

「まあ、あのタロットの解かい釈しやくは一面でしかあらへんかったけどな。みどりん、もし興味があるんやったら、うちが教えたるでー？　うち、占いに関してなら確実に淀川先生より詳しい自信あるわ。タロットだけやあらへんで、トランプを使うた簡単なものから、占星術、易学、四柱推命に奇き門もん遁とん甲こう、九星学や数秘術、風水、手相、人相とか――まあそもそも占いっていうんは東洋では主に三種類に分けられるんやけどな？」

「三種類ですか？」

「そうや。命めい、卜ぼく、相そうって言うてな、順番に説明していくと……」

　なんかスイッチ入っちゃった蒼あお子こさんに、みどりちゃんだけが食いついている。

　その二人を放置したまま、部長は何事も無かったかのように、

「それ以外で顧こ問もんの先生ねえ……まあいいわ。ちょっとヨースケ、担任のとこに六人揃そろった旨むねを伝えがてらに、相談してきてくれない？」

「なんで俺おれなんだよ……」

「みどりんを抜いたら一番の下したっ端ぱでしょ？」

「……しゃあねえな。まあ、うちの担任は学年主任もやってたはずだし、なんかいいアイデアくれるかもしれないからな。行ってみるか」

　と言って、俺が立ち上がった時だった。

　すっかり二人で話し込んでいた蒼子さんが、ふと思い出したかのように振り返って、

「あー、そうや、今日は桃とう香かちゃんが行ったほうがええねん」

　その言葉に、一瞬室内が静まりかえる。なんでだ？　俺が疑問に思っていると、

「――ひょっとして、蒼子さん占いでそう出たの？」

「そうやー。今日の交渉ごとは桃香ちゃんが吉やて」

　蒼子さんはそう答えると、またみどりちゃんと占いの話に戻ってしまった。

　すると部長はあっさりと意見を変えて、

「それじゃあ桃香、行ってきてくれない？」

「……桃香、教員室に入るのは緊きん張ちようするから嫌なんですの」

「桃香なら、先生の許可を得てくるっていう大役だって無事に果たしてくれるって思ったんだけどな。桃香くらいできる子なら、顧問の問題を解決して先生たちの許可を得てくるのだって簡単でしょ？　桃香は優秀だからそれくらいできるわよね？　まさか桃香ほどの子が、できないなんて言わないわよね？」

「そ、そうですの。桃香ならそれくらい楽勝ですの」

「それじゃあ、今から教員室に行ってきてくれる？」

「お任せですの！」

　あっさりと言いくるめられる桃香ちゃんをよそに、俺はとりあえず聞いておく。

「なあ、蒼子さん占いって何だ？」

「蒼子はね、毎朝『蒼子さん占い』っていう占いをやってから学校に来てるのよ。具体的にどんな占いなのかは知らないんだけど、蒼子がそれを口にしたとき、その内容が外れた例を私はまだ知らないわ」

「……部長と蒼子さんの付き合いって長いのか？」

「去年の春からよ。藍園学園高校うちって、学年ごとのクラス替えが無いじゃない？　去年から同じクラスになって、研究会に誘って――まあ、短い仲じゃあないわね」

「それで何回くらい『蒼あお子こさん占い』の恩おん恵けいに与あずかってるんだ？」

　部長は両の手を組み、目を閉じて、ぼそぼそと口の中で、えっと、あのときと……試験は毎回だし……などと回想し、

「三十数回ってところかしらね。おかげで試験のヤマは当たるわ、持ち物検査には引っかからないわ、体育のマラソンはサボれるわで言うことなしよ」

「……悪用しかしてないな、その占い。だいたい持ち物検査に引っかからなかったって、引っかからないのはおかしいだろ、ンな服着てやがるんだから」

「これは洋服であって、持ち物じゃないもの。制服は鞄かばんに突っ込んで来てたわ」

「……屁へ理り屈くつと膏こう薬やくはどこにでも付けられる――よく言ったもんだな」

「先輩って、国語の先生みたいですね」

　いつの間に占い談義を終えたのか、みどりちゃんが口を挟んできた。

「……俺おれをあの鼻メガネと一緒にしないでくれ」

「鼻メガネ……って、パーティグッズのあれですか？」

「ああ。現国教師のあだ名が鼻メガネって言ってね、」

　俺が説明しようとしかけたところで、みどりちゃんが目を輝かせながら、

「メガネと言えば、先輩は眼鏡めがねはかけないんですか？　コンタクト派ですか？」

　……なんか若干興奮気ぎ味みなのが、さっきの蒼子さんを思わせて嫌な感じだ。

「いや、俺は裸ら眼がん視力両方１・５をキープしてるんだ。だからどっちもしてないけど」

「もし目が悪くなったら、絶対に眼鏡にしてくださいね？　先輩は絶対に眼鏡が似合うと思うんです。あ、眼鏡は黒縁のハーフリムでお願いしますね」

「……眼鏡、好きなの？」

　俺が尋たずねると、みどりちゃんは元気よく頷うなずいた。

「はいっ。もしいつか彼氏ができたら、伊だ達てでもいいから眼鏡をかけてもらおうって思ってるくらいです。あ、伊達は邪道かもしれませんけれど――」

「いや、それはどっちでもいいや……うん」

　なんだか長くなりそうなフェチ話を無む理り矢や理りに打ち切って、ふと気づくと、部室から桃とう香かちゃんの姿が消えていた。

「あれ、部長、桃香ちゃんは？」

「とっくの昔に教員室に向かったわよ」

「ああ――そうなのか。無事に顧こ問もん問題が解決するといいな」

「そうね。……ただ待ってるのも暇だから、対戦するわよ。そっちの椅い子すにかけなさい」

　部長に言われ、俺が移動しようとした時だった。

　こんこん、と扉とびらがノックされる。

「？　誰だれだか知らないけど、入ってきていいわよ」

　遠えん慮りよがちにそろりと扉とびらを開けて部室に入ってきたのは、柚ゆ木きだった。

「おじゃまします。えっと、入部希望なんですけど……」

「……柚木、結局自分で来たのか」

「柚木ちゃん」

　俺おれとみどりちゃんが声をあげると、部長が怪け訝げんそうな顔をする。

「誰？　知り合いなの？」

「ああ、俺の従妹いとこだ」

「あたしのクラスメイトです」

　二人の言葉のどちらに反応したのか、部長は両の腕を組み、柚木のことをじろじろと――足の先から頭のてっぺんまで、なめ回すように見やる。

　そのせいか、柚木が一瞬だけ不ふ機き嫌げんな顔になった――気がする。

　部長の表情も険しくなったように見えたが、くしゃみでも我慢していたのだろうか、それはすぐにいつもの偉えらそうな顔へと戻った。

「……ヨースケの親族、みどりんのクラスメイトっていうなら歓かん迎げいしないわけにもいかないわね。ま、そこの椅い子すにかけて。みどりん、お茶」

　みどりちゃんがいそいそとお茶を淹いれ始めるのを横目に、柚木は俺の隣となりに腰を下ろす。

　部長はごそごそと部長机づくえの中を漁あさりながら、

「――電脳文化研究部がどんなところかは解わかってるわよね？　まあ、要するにビデオゲーム部なんだけど、えーと、柚木ちゃん？　柚木でいっか。好きなゲームとかあるの？」

「え？　え、あ――そ、そう、か、格闘ゲームとか」

　みどりちゃんがここで「はい柚木ちゃん」と言って、客用の湯飲みで柚木の前に茶を置いた。みどりちゃんは続けて俺と部長の前にも茶を置くと、いそいそと去っていった。

「そうね……じゃあ、ここにいる誰を相手にしても構わないわ。ストⅣで対戦しなさい。見事な結果を見せつけてくれれば、入部を許可するわよ」

「え――入部テストがあるんですか？」

「そうよ。悪い？」

　入部テストと来たか……なんでンなことやるんだ？　っていうか、昨日柚木のやつ対戦経験はないとか言ってた気がするが、大丈夫か？

「いえ、そ、それじゃあ、相手は洋よう介すけで」

「わかったわ。それと、この部では洋介じゃなくてヨースケって呼ぶこと。いい？」

「――わかりました。相手は洋介で」

　部長が手を突っ込んだままの机の中から、ぐしゃり、と紙を握にぎりつぶすような音が聞こえた。同時に部長が柚木を睨にらみ付けているのだが、柚木は素そ知しらぬ顔だ。……なんでこの二人、初対面なのにぴりぴりしてるんだ？

　ともあれ。対戦相手に指名されたからには、やらざるを得まい。

「あー、了解。本気で行くぜ」

「こ、こっちこそ」

　キャラ選択画面で、俺おれはジャガーットを、柚ゆ木きは散々カーソルをあちこちに動かしてから、ラウをチョイスする。ダイヤグラムにして１位と２位の、文字通りの好敵手同士。

　なのだが。

　試合は十秒ほどで終わった。

『ＫＯ！　パーフェクト！』のシステムボイス。

　もちろん勝ったのは俺である。

　柚木に対戦経験がないのが分からないように、速攻で倒しに行ったのだが――まさかここまで早く試合が終わるとは思わなかった。

「……」

　呆ぼう然ぜんとする柚木の手から、部長はスティックを回収する。

「はい、お疲れさま」

「え、あ、でも、これって二本先取なんじゃ、」

「勝負は途中でも、入部試験は終わりよ」

　部長はきっぱりとそう言って、手にしていたくしゃくしゃの紙の玉を無造作に机つくえの上に放ほうり投なげると、柚木に人差し指を突きつけた。

「あなた、格闘ゲーム好きなんて嘘うそでしょう！」

「――そ、そんなことありません！」

「今、操作がまるでわからない風だったじゃない。格ゲーやったことないんでしょ？」

「それは、その、あっという間に攻めてきたから――そ、それに、下へ手たの横好きって言葉だってあるじゃないですか！」

　立ち上がり、部長と正面きってぶつかり合う柚木。

　部長はやれやれと溜ため息いきを吐ついて、

「そういうレベルじゃなかったわよ。操作方法すら解わからないんじゃ」

「……それは、ええと、そう、今のゲームが初めてだったんです！　格闘ゲームは好きだけど、今のゲームは初めてだったから、」

「ごく一部の例外を除いて、２Ｄ格闘ゲームでレバーを後ろに入れればガードなんていうのは常識なんだけど？」

「う、だ、だから一回ガードできたじゃないですか！」

「たまたまでしょ？　……まあ、じゃあ百歩譲ってストⅣシリーズが初めてなんだとするわ。それじゃあ格ゲーの中では何が好きなの？」

「……う、」

　言葉に詰つまる柚ゆ木き。……どうやら格ゲーは全くやったことがない、という部長の指摘がずばり当たったようだ。これは、味方してやるべきか？

「あー、その、なんだ。部長、柚木は確かに格ゲーはやったことないようだが、入部試験ってのもあれじゃないか？　俺おれの時にはそんなのなかったんだし――」

「何よヨースケ、この子の肩持つの？」

　む、と思いっきり不ふ機き嫌げんな顔を見せる部長。

「そ、そうですよ。洋介は無理に入部させたんでしょう？　だったら私を入れてくれてもいいはずです！」

「ははーん」

　と、部長は顎あごをひと撫なでし、

「あなた、この部に入る目的は、ヨースケでしょう」

「――う、く、ええと、そう、みどりんが！　そう、みどりんから部活の話はいろいろ聞いてて、前から興味があったんです！　で、そこに洋よう介すけも入ったって言うから――」

「女子だけの中にヨースケが一人なのが気になった、と」

　怒りのためか、柚木の顔が真っ赤になった。

「ち、違いますっ！　とにかく、これをっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　と、柚ゆ木きは先ほど部長が投げた、くしゃくしゃの紙の玉を奪うばい取った。ひろげて見て、柚木は口元に笑みを浮かべる。

「やっぱり入部届だった。これを顧こ問もんの先生に提出すれば問題ないわけですね」

「あ、ちょっとずるいわよっ！　っていうか、顧問はまだいないから、私が認めなければ入部は認められな――」

　部長が言いかけた時だった。

「ただいま戻ったんですの！」

　桃とう香かちゃんが、満面に笑みを浮かべながら部室に帰ってきた。

「部として認められたんですの！　桃香のお手柄ですの！」

　いかにも誉ほめて欲しそうに部長を見ながら桃香ちゃんは言って――それからようやく柚木の存在に気づき、

「と、お客様ですの？」

　柚木は今度はいかにも社交的な様子を見せて、微笑ほほえみと共にぺこりとお辞儀をした。

「入部希望の葉は村むら柚ゆ木きです」

「葉村……？　どこかで聞いた苗みよう字じですの」

「……まあそれはともかく、よくやったわ桃香。で、顧問の問題は解決したの？」

　桃香ちゃんはこほんと咳せき払ばらいをし、

「顧問は桐きり山やま先生。ただし名前のみ、となったんですの」

「桐山って、美術の桐山？　美術部の顧問もやってるんじゃないの？」

　部長の問いに桃香ちゃんは大きく頷うなずいて、

「だから名前だけなんですの。桃香の担任の藤ふじ島しま先生と学年主任の竹本先生と桐山先生がその場にいたんですけど、『風紀委員長が属してる部なら問題も起こらないでしょうし、私が美術部の片手間に見ますよ、それでどうですか』と桐山先生が言ってくれたんですの。竹本先生の許可が下りたので、藤島先生も当然ＯＫ――ということで、うるさいことは言われないまま、部として成立したんですの」

　それを聞くなり柚木は、

「ナイスタイミング！　さっそく桐山先生のところに行ってくるわ！」

　と言い残して、入部届を手に部室を出ていった。

　部長はそれを渋い顔で見送って、

「なし崩くずしに入部されちゃう感じだけど――まあいいか。どうせゲームに慣れさせるため――とか言って格ゲー百戦ノックでもやらせれば、音を上げてやめるでしょ」

　などと不ふ穏おん当とうなことを言い、それから机つくえに片かた肘ひじついて、

「それにしてもさすが蒼あお子こさん占いね……バカにでもやらせてみるものだわ」

「へ？　お姉さま、今なんて言ったんですの？」

「さすが桃とう香かね、って言ったのよ」

「えへへー、お姉さまに誉ほめられたですの」

　と言って桃香ちゃんは俺おれを見つめる。誉めてよ光線全面照射といった感じだ。

「あ、ああ、凄すごいな桃香ちゃん。あとで甘いものをあげよう」

　上う手まい誉め言葉が見つからず、俺は適当なことを言ったのだが、

「え？　ほんとですの!?」

　きらきらした瞳ひとみで見つめられてしまう。

「あ、ああ……うん、えーと、なんかこう、飴あめとかでいいか？」

「わーい、ご褒ほう美びまであるですの！　ヨースケさんは優しいですの！」

　ぴょこぴょこと飛び跳ねて喜びを表現する桃香ちゃんは、誰だれがどう見ても小学生だ。

「お散歩の時になめることにするですの。楽しみですの」

「それならうちも誉めてやー」

　と、横から声をかけてきたのは蒼あお子こさんだ。

「うちの占いが当たったんよ。凄いやろー？」

「……ああ、信しん憑ぴよう性せいは高いみたいだし、期末試験前には世話になることにするよ」

「せやな、一日分ごとに小春屋のあんみつ一杯でどうやー？」

　俺は少しだけ考えたが、期末試験の日数×五百二十五円（税込）で試験のヤマが分かるのならば、高い買い物ではないだろう。何しろ二年生からの成績は、藍あい園ぞの学園大学へのエスカレーターにも関かかわるしな。

「ＯＫだ、交渉成立だな」

「やったで、うちもご褒美げっとやー」

　ぐ、と両手でガッツポーズをとってみせる蒼子さん。

「でも、毎日そんなに甘い物ばっかり食べてると、太るぞ。桃香ちゃんくらい運動してればいいんだろうけど――」

「う――それは盲もう点てんやったー。あかんなー、どうすればええねんやろ」

　蒼子さんが思考に沈しずんだところで、部長が桃香ちゃんに向かって尋たずねた。

「そういえば、さっき散歩がどうのって言ってたけど、あんた犬でも飼ってるの？」

　桃香ちゃんはお日様のような笑顔を浮かべ、

「ええ。ミニチュアダックスフントですの。かっわいいんですのよ？」

「あんたとダックスっていうのも、似合うような似合わないような組み合わせねえ」

「頭がいいところといい可愛かわいいところといい、やっぱり飼い主に似るんですの。桃香のお母さんなんかは、まるで姉し妹まいみたいねって言うんですの」

「たしかに、ちょこまか動き回る様子なんかは似てそうだけど……あんたの頭が良いっていうのはちょっと信じられないわね」

「白しろ音ね、桃とう香かの頭は良いほうだ――少なくとも勉学の成績においては」

　委員長がぽつりと漏もらすように言った。

「風紀委員をやっていると、それなりの理由で各クラスの成績情報などが入ってくる。桃香は先日の中間試験の総合結果で、Ａ組の中で上から三番目だった。だから桃香は――勉強ができる者を頭が良いというのであれば、頭の良い方に入るはずだ」

　部長は目を丸くしたあと、桃香ちゃんを見やって、

「ふうん、なるほど……勉強ができるバカなのね」

「？　お姉さま、よく聞こえなかったですの」

「文武両道じゃない、見直したわ。って言ったの」

「くふふ。今日は誉ほめられまくりですの」

　部長はご機き嫌げんな桃香ちゃんに適当に手を振って、

「ん、まあ、お疲れさま。――それで、予算はもらえるの？　会議とかあるのよね？」

「部活動予算会議は一年に一度、春に行われるだけだ……今更そんなことに気づくのか、白音も愚ぐ鈍どんだな」

　委員長が答える。部長は途と端たんに語ご気きを荒あらげ、

「何よそれっ！　電脳研の火を絶たやさぬように日々活動に励はげみ、ついには研究会から部へと昇格させたスーパー部長のこの私が、電脳研の予算には来年一年しかあやかれないっていうの……!?」

　だん！　と部長机づくえに右手をついて立ち上がると、部長は華か麗れいに告げた。

「それはなぜだ！」

「なぜも何もないだろ」

「そこは『ボウヤだからさ』って言っておけばいいの。行くわよ！　今から生徒会に！」

「いや、だからそりゃ無む茶ちやだろ」

　俺おれが言うと、委員長もその横で頷うなずいた。

「中途での成立部に予算が回されないのは、活動実績がないからでもあるし――仮に来年度、部長の全国一位を活動実績として報告したとしても、もらえる予算は数千円といったところだろう。文化系の部への冷遇は伝統のようなものだからな」

「……むう」

　部長は腕組みをして椅い子すに腰を落とし――

「ま、今日のところは部に昇格しただけでいいとしておくわ。ヨースケ、対戦！」

「んな、犬を呼びつけるみたいに言うんじゃねーよ」

　と言いながらも、スティックを握にぎり直して対戦の再開に備える俺。

　そこで部室の扉とびらががらりと開いた。

「行ってきたわよ！　ちゃんと受理してもらえた！」

　はあ、はあ、と息を切らしながら柚ゆ木きが戻ってきた。

「――ち、顧こ問もんが決まるタイミングが悪いのよ」

　と部長は舌打ちし、

「まあいいわ、今日のところは認めてあげる。その代わり、うちの部の看板に恥はじぬよう、少なくともゲーム好きにはならせるからね！」

　部長に指を突きつけられて、柚木はおでこの汗をぬぐいながら、

「楽しみにしています」

　なぜか挑戦的な笑顔で答えた。





　かくして、藍あい園ぞの学園女子電脳研は全七名を擁し、部としての活動を始めたのであった。





　――ああ、俺おれと柚木が帰りにスーパーに寄った時、袋入りの飴あめは忘れずに買った。というか、桃とう香かちゃんが買い物についてきたんだから、忘れようもなかったんだが。



    

  
    
      


４　ブルジョワと犬





　翌日。

　六限目終了のチャイムから五分と経たたずに、柚木が俺の教室へやってきた。

「おじゃましまーす」

　などと言いながら、周りが先輩ばかりだというのにまったく物もの怖おじせず、堂々と俺の席に向かって歩いてくると、

「洋よう介すけ、行こ？」

　と言ってのけやがった。

　周囲でざわざわとざわめきが起こる。――葉は村むらの彼女？　――そんなことあるわけないだろ。――どこ行くんだよ、どこ。

「ええい、うるさい、外野！」

　俺は席から立ち上がると、ぐるりと周囲を見回して言った。

「これは俺の、一つ下の従妹いとこだ！」

　――なんだやっぱりそんなかよ。――でもでも、従兄妹いとこって結婚できるんじゃね？　――つーかあの子可愛かわいくない？　――それでどこ行くんだよ、どこ。

「だー！　行くぞ、柚ゆ木き！」

　柚木の手を取ると、逆の手に鞄かばんを持ち、教室からの脱出を敢かん行こうする。

　ひゅーひゅー、と周囲から歓声があがるが、そんなの知ったことか。なぜか野や次じ馬うまたちに笑顔で手を振っている柚木をむりやりに教室の外に連れ出して、

「あんな登場の仕方があるか！」

「……迷めい惑わくだった？」

　そんな風に言われると、俺おれも少し気勢をそがれてしまう。

「いや、あー、だってあれじゃまるで、気心の知れたカップルみたいだろ？」

「……私とカップルだと間違えられると嫌なの？」

「いや、まあ、そういうわけでもないんだが――」

　などと廊下で言い合いをしていても、俺はともかく柚木は人目をひく容よう姿しをしている。周囲を行き交かう連中のうち、主に男子からの視線が集まっている。

「……人目が気になるな」

「気にしなければいいのに」

「気になるんだよ！　……とにかく部室に行くぞ。あと、今後は俺の教室に来るな」

「ぶー」

　不満そうな柚木と共に部室へと移動する。

「ちはーす」

「こんにちはー」

　挨あい拶さつと共に部室に入ると、蒼あお子こさんが座ってライトノベルを読んでいる目の前、中央机づくえの上に、見慣れないものが置かれていた。

　木製の棒で組まれた塔、という表現でいいのだろうか。実物を見るのは初めてだったが、俺でも知っている有名なゲームだ――と思う。

　その横でにこにこしているみどりちゃんに向かって、

「ヂェンガ？」

　確認すると、みどりちゃんは嬉うれしそうに頷うなずいて、

「はい、そうですっ。比較的メジャーで、ルールも簡単で、七人でも遊べるものを選びました。これでみんな揃そろいましたし、一緒にやりませんか？」

　やりませんかも何も、ここまで組み上げてある物とみどりちゃんの笑顔、それにご褒ほう美びを待つ子犬のようにタワーを見つめている桃とう香かちゃんまでを前にして「いや、俺はちょっと」なんて言えるはずもない。

「ヨースケは初めてなの？」

　部長席に座っている部長が、心なしか嬉しそうに言う。背後で柚木が「……私は無視ですか」などと小さく呟つぶやいたのが聞こえたが、怖いので聞こえなかったことにする。

「ああ、部長はやったことあるのか？」

「うちの家族、ビデオゲームは完全禁止なくせに、こういうゲームは好きでね。知育玩がん具ぐの延長線上にあると考えてるんだと思うけど、よく遊んだものだわ」

「……ビデオゲームが完全禁止？」

　そこが気になって、俺おれは尋たずねる。

　中学一年で激闘を優勝しちまうくらいだ、子供のころから格闘ゲーマーとして育てられたとか、てっきりそういうものかと思っていたのに。

　部長は苦い顔をして、

「うちの母親がね、考え方が古いのよ。ゲームは目が悪くなる。過激な暴力シーンに慣れちゃって暴力沙ざ汰たを起こす。アダルトゲームは性犯罪を引き起こす。私に言わせれば――まあ目が悪くなるのは置くとしても、漫画やアニメやラノベやゲームに影響されて犯罪を犯すような人間は、ほっといても犯罪を犯したに違いないわ。なのに世間はそんな戯ざれ言ごとを信じてアキバ系娯楽に規制ばっかりかけて、ムカつくのよね。大体その手の事件が起こるとアキバ系の本ばっかり槍やり玉だまにあげられるけど、例えば犯人が『異常社』とか『太平洋の季節』とかに影響されてやりました、なんて言ったらゾーン規制するわけ？　っていうか二次元の児童ポルノまで規制しようとしておいて、どうして池口満寿夫とか大江山健三郎とか石川淳は全年齢フリーのままなのよっ！」

　だん！　と部長が机つくえに拳こぶしを落とし、その衝しよう撃げきで木製のタワーは哀れにも崩くずれ落ちた。みどりちゃんが小さく「あう」と悲痛な声を上げた。

「時事問題は風化が早――じゃなくて、途中から見事に話が変わってるが、まあ事情はわかった。しかし最後に出た人物名を俺は一人も知らないんだが、誰だれか解説してくれ」

　言いながら委員長の答えを期待して俺は周囲を見回すが、姿がない。と思うと、委員長の声は部屋の奥、本棚の向こうから聞こえてきた。

「共通点１、全員が芥あくた川がわ賞しよう受賞者。２、全員が『ロリ好きにお勧すすめの文学を教えてくれ』スレッドに名前が列挙されている。どっちだと思う？」

「よーくわかった」

　俺は脱力のため息をつき、

「……どうして西にし村むら先輩はそんなの知ってるんです？」

　柚ゆ木きが声に出した疑問は、言うと蹴けられそうだから言わなかったが、俺も考えていたところだ。一瞬のショックから立ち直ったのか、みどりちゃんが塔を組み立て始めた。

　部長は柚木を一いち瞥べつし、

「こないだいいんちょと児ポ法の改正案について話してた時、教えてくれたのよ」

「ロクな話をしてねえな……」

「まあいいわ。それより昨日、部費が出ないって話になったじゃない？」

　――と言いながら、部長はおもむろに財布から一万円札を取りだした。

「仕方ない、私が自腹を切るから、ちょっと付き合いなさい」

　と言って、奥のパソコンへと歩いて行く。

　俺おれと柚ゆ木き、それに蒼あお子こさんがとりあえずそのあとに続き、先ほどパソコンをいじっていた委員長はそれを迎むかえるかたちになる。

「って、何を買うんや？」

「アーケードゲーム基き盤ばんを買うの。いいんちょ、適当な基盤屋を検索して」

「基盤だけあってもしょうがないだろ？　電源とコンパネがないと」

　俺が言うと、部長は自信満々に、

「筐きよう体たいだけ手に入れるなら、テーブル型筐体が山と余ってるはずなのよ。今のミディタイプが全盛になる前は全部テーブル型だったんだから」

「それ十何年前の話だよ。むしろ残ってるところを探すほうが大変だろ？」

　確かに幼心に見たことがある。ゲーセンの裏口なんかに捨ておかれたテーブル型筐体の姿。しかし今はあんなものどこにもないだろう。常識がそう教えてくれている。

　――と、

「あの、筐体なら」

　みどりちゃんの弱々しい声が聞こえてきた。その声を聞き逃すまいと皆が静かになると、かちゃ、かちゃ、と木の塔を組み立てている音が聞こえてきて、何ともいえない風情だ。

「うちにあります。あたしが生まれる前、ＶＦ２がはやったころに父が買ったものらしいんですけど……今は６ボタン仕し様ようになったまま、埃ほこりをかぶってます。電源もコントロールパネルも生きてますから、部の財産にしてもらえるなら筐体も喜ぶと思います」

　いや、それは悪いよ。

　俺が言うより先に、

「ナイスみどりん！　それなら後は、ホントに基盤を買うだけじゃない！　っていうかみどりん家ちの筐体は何が入ってるの？　６ボタン仕様に変えたってことは、何かの格ゲーが入ってるのよね？　基盤すら買わなくても済むかもしれないわ！」

　部長が嬌きよう声せいをあげる――が、みどりちゃんは弱々しい声で、

「ストⅡレインボーです」

　答えた。部長と俺が同時に微妙な笑みを浮かべる。

「ぎゃ、逆に希き少しよう価か値ちがあるんじゃないかな！」

　みどりちゃんを慰めるつもりだけではなく、俺はそう言った。確かにゲームバランスは破は綻たんしていたが、今では滅めつ多たなことでは見ることのできない改造基盤の俗称レインボーは、そのはちゃめちゃさ加減ゆえに、ある意味で面白いと言えなくもないからだ。

「まあ、そうね、ヨースケの言うとおりかもしれない。笑いながらプレイする分には面白いからいいんだけど、どうせなら真面目まじめに対戦できるヤツが欲しいじゃない？　――ということで、いいんちょ、基き盤ばん屋やを」

「もうとっくに表示している。ちなみに通販も考えに置いてはいるが、この『チャレンジ』という店は清し水みずにあるらしいから、電車で三十分も行けば着くことができるな」

　委員長はそう言って、俺おれたちにモニターがよく見えるよう椅い子すごと脇わきへとどいた。親切なことに、格闘ゲームのページが開かれている。

「うんうん、いいんちょグッジョブよ」

「それで、どのあたりを選ぶんだ？　ほとんどのゲームは今部室で遊べるだろ？」

「そうね……すぐに思いつくようなゲームは、あらかた手持ちの家庭用ゲーム機コンシユーマーに移い植しよくされてるし……」

「おかげでゲームセンターは不ふ況きようなわけやなー。大変やー」

　蒼あお子こさんの言葉を無視して部長は、

「うーん、コンシューマーで出てないソフト……何かないかしら」

　と、しばし考え、

「あー、ブシスピシリーズなんかはいいんじゃない？　探せば家庭用になってないのとかありそうな気がするけど」

「ああ、３Ｄのやつはなってないかもな。なんつったっけ」

「ラセツ斬ざん魔ま伝でんと……新しい方は忘れたわ。あれはいいわよ、パスパス。私は天草と真スピができれば満足」

「そういえば、ヨースケさんがこの部に入るきっかけになったのって、たしか零ぜろスピじゃなかったですの？」

　――と、さっきまではヂェンガの横で待機していた桃とう香かちゃんが会話に加わった。

「そうね。ただし無印の方。こいつ、対戦で無限コンボとか使おうとしてきたのよ？」

「安心しろ、もうやらねーよ。無限コンボで勝っても嬉うれしくない」

　言ってから、俺はふと思いついて続ける。

「零『ＳＰＥＣＩＡＬ』は値段書いてあるか？　確か残ざん虐ぎやく表現の問題で、ネオゲオ以外の家庭用ハードでは出てなかったはずだ」

「ん……二万千円だ。まあ良心的な値段だが、予算はオーバーしているな」

「あー、それにやな、ＳＭＫのそのへんのゲームは、たしかＮＶＳ基盤を買うて、ソフトはロムで差す感じやったろ？　ＮＶＳ基盤はいくらくらいするんや？」

　蒼子さんの問いに、委員長が画面をスクロールさせる。

「……何やら種類がいろいろあるようだが、安い物でも七千円はするようだな」

「？　ＮＶＳ基盤って何？」

　と聞いてきたのは、先ほどからずっと黙だまっていた柚ゆ木きだ。

「あー、コンシューマー、えっと、家庭用のゲーム機ってあるだろ？　ＰＳとか凶箱まがつばこみたいな。ああいうものだと思ってもらえばおおむね問題ない。そのうえに遊びたいロムを差して遊ぶ感じなんだ」

「ふーん」

　分かったんだか分からなかったんだかよく分からない返事をする柚ゆ木き。まあ、もともとゲーム好きでもないんだから、これくらいの温度なのだろう。ともあれ、

「ま、合計で三万近くいっちまうし、普通の零ぜろでいいよな？　ＰＳ２で出てるし」

　部長に確認すると、

「……いや、それは欲しいわ！」

　だん！　と、部長はパソコンデスクのスペースを拳こぶしで殴りつけた。

「残ざん虐ぎやく表現の問題で出てない、ってところがいい。決めたわ！　ターゲットはブシドースピリッツ零ＳＰＥＣＩＡＬよ！」

「せやから、予算を大幅にオーバーしてるやんかー」

　一人で盛り上がっている部長に蒼あお子こさんが冷静にツッコむと、部長はもう一度鞄かばんの中から財布を取りだして、一万円札を二枚、俺おれに渡してきた。

「予算の追加よ。合わせて三万円、清し水みずまで往復の交通費と込みでも足りるでしょ。あんたと……そうね、桃とう香かの二人で買いに行ってくれる？」

「うー、めんどくさいですの」

「……部長、なんでそんなにお金持ってるんだ？　あと、その人選は何だ？」

「いっぺんにいくつも聞かないでくれる？　お金を持ってるのは家が金持ちだから。人選は――桃香、あなたは問題なく行ってくれるわよね？　こういう時に頼りになるのが桃香だもの。多少行き来が面倒でも気にしない器の持ち主だもんね？」

「も、もちろんですの！　任せて欲しいですの」

　いい加減俺にも把は握あくできていたが、桃香ちゃんの扱い方は昨日俺が蒼子さんから借かりたライトノベル『僕は歯がない』のマリア先生と同じでいいようだった。

「それに俺がついていく必然性はどこにあるんだ？」

　俺が言うと、部長は当たり前のように、

「ヨースケなら基き盤ばんを間違えないでしょ？　――じゃなくて、えーと、桃香が心配だからよ。いくら強いとは言っても女の子なんだし」

「……まあ、今からなら特売までに戻って来られるか。買い物には付き合って、帰りは直帰しちまってもいいか？　部室まで届けるのは桃香ちゃん一人でもいいだろ？」

「ん――まあ仕方ないわね。じゃ、ヨースケは帰っちゃって構わないわ」

「それで、俺たち以外のメンバーは何してるんだよ？」

「決まってるでしょ？　今からみどりんの家に行って、筐きよう体たい持ってくるのよ」

　と、当然のことのように言う部長。俺おれは嘆たん息そくし、

「んなの迷めい惑わくじゃないのか？　いきなり押しかけて筐きよう体たいもらってきまーす、なんて……」

「あ、それなら別に、気にしなくてだいじょぶです。ホントに、うちでも邪じや魔ま者扱いで、粗そ大だいゴミに出すにしてもお金かかるから、ってことで押し入れ部屋に置いてあるだけですし――あ、押し入れ部屋っていうのは死んじゃったおばあちゃんの部屋なんですけど、持っていってくれるってことだったら、喜んで、って話になると思います」

　そこまで言ってから、みどりちゃんはふと気づいたように、

「あ、でも、持ち運びはどうしましょう。いくら五人でも、手で運ぶのは無理ですよ？」

「そんなの、うちから車を出させるからいいわよ」

　と、部長が軽く言う。

「……部長、ホントに金持ちなんだな」

「まあね。私が凄すごいわけじゃないから、誉ほめなくていいわよ」

　言いながら、携帯電話を鞄かばんから取りだす部長。

「……何見てるのよ、あんたたちは早く基き盤ばんを買いに行きなさいよ。ああ、おつりはちゃんと返しなさいよ？」

「あいよ、そいじゃ――」

　言いかけると、委員長が一枚の紙を俺の前に突きだした。

「これを持っていくといい」

　委員長が示しめしたそれは、いつの間にプリントアウトしたのか、清し水みず駅からその基盤屋へ行くための地図だった。

「ああ、ありがとう、委員長。そうだよな、いくら何でも地図なしじゃ行けない」

「うむ。気をつけて行ってこい――というか、地図くらい自分で要求しろ、この愚ぐ鈍どんが」

　また委員長が何かを呟つぶやいた気がしたが、今はそれを聞き返す時間ももったいない。

「それじゃ、行ってくる」

　パソコンデスクの上に置いてあった一万円も回収し、計三万円を預かった俺と桃とう香かちゃんは、二人そろって部室を後にした。

「……ちょっとぎりぎりの時間だな」

　ポケットから携帯電話を取りだし、液晶画面に表示されている時間を見て俺は呟く。

「？　何がですの？」

「スーパーいなりやの閉店時間だよ。あそこ、夜七時には閉店しちまうからな。まあ、そのおかげで六時あたりからがご奉仕価格になるわけだけど――」

　校門を後にし、住宅街の通りを商店街方面に向かって歩く。本当なら早足で行きたいくらいのところなのだが、何分コンパスが短いので桃香ちゃんの歩く速度はそれほど速くなく、歩調を遅らせなければならないのがもどかしい。

「あの、ヨースケさん？」

「ん？」

「こないだから思ってたんですけど、ヨースケさんって一人暮らしなんですの？」

　下からのぞき込むようにして桃とう香かちゃんが聞いてくる。

　俺おれは頭かぶりを振って、

「いんや、母さんと二人暮らしだよ。父さんは俺が小学校三年の時に死んだ」

「あ……そうなんですの」

　桃香ちゃんがちょっと気まずい顔をしたので、俺は笑って、

「父さんは警察官でね。殉職したもんだから、少なくとも母さんが慎つつましく暮らしていくのには一生困らないくらいの金が入ったよ。ただ――それが原因ってわけでもなく、うちの母さんは家事が全くできない人でね。父さんが生きてた頃ころは父さんがやってたんだけど、その後を俺が引き継いだ、ってわけだ」

「じゃあ、仕方なくやってたら好きになった感じなんですの？」

「まあ、そんなとこかな。当時は何より父さんの死を悼いたむ母さんを喜ばせたくてね。それで料理から始めて、母さんが美お味いしいって言ってくれて――家事をすれば母さんが喜ぶ、と思った俺が、だんだん手を広げて行った感じだな」

　俺の話を静かに聞いていた桃香ちゃんは、へええ、と感心の声を上げ、

「ヨースケさんはお母さん思いなんですのね」

　そうなのかもしれないが、真正面から言われると照れくさい。俺は桃香ちゃんから視線を逸そらし、鼻の頭をかりかりとかきながら、

「いや……必要に駆られてって側面のが強いだろ。誰だれでも一人暮らしするようになりゃ炊事洗濯掃そう除じなんかはするようになるんだし――まあ、そのクオリティの高さに関しちゃ人に自じ慢まんできる程度だと自じ負ふしてはいるけどな」

「ね、ね、ヨースケさん」

「うん？」

「ヨースケさん、お昼はお弁当ですの？　学食ですの？」

「弁当に決まってる。コストが違いすぎる」

「じゃあじゃあ、今度桃香にもお弁当作ってきて欲しいですの。ヨースケさんの腕が本物かどうか、テストしてあげるですの」

「とか言って、昼飯代浮かせたいだけだろ？」

「むう。そんなことないですの。Ａランチと同じ、五百円払ってもいいですの」

　俺は桃香ちゃんの顔を見る――嘘うそを吐ついているようには見えない。

「……わかったよ。一回だけな。あと、代金はいらない」

「やったーですの！」

　ツインテールを揺らしながら、ぴょんぴょん飛び跳ねて全身で喜びを表す桃とう香かちゃん。……まあ、そこまで喜んでくれるなら作り甲が斐いもあるってもんだが。

「なあ、代わりと言っちゃなんだが、一つ聞いてもいいか？」

「なんですの？」

　と、満面の笑みのまま振り返る桃香ちゃん。俺おれは聞いてもいいものかどうか少し迷ったが、結局好奇心が先に立った。

「桃香ちゃんと部長の関係って、なんなんだ？　カポエラでは桃香ちゃんの方が九年先輩なんだろ？　なんで部長のことをお姉さまなんて呼んでるんだ？」

「……」

　俺の質問のあと、わずかな間があった。

　その笑顔がわずかに陰かげった気がして、俺は付け加える。

「いや、答えたくないならいいんだけど、ちょっと気になったからな」

　さらに数秒の後、返答があった。

「……助けてもらったんですの」

　ぽつりと。小さな声で、桃香ちゃんは漏もらす。

「去年、桃香がカポエイラの教室から帰る途中の出来事だったんですの。桃香が、同じ教室の男子二人に襲われたことがあったんですの」

「……襲われた？」

　穏便じゃない言葉が飛び出したことに驚いて、思わず尋たずね返してしまう。

　マズったかとも思ったが、桃香ちゃんは先を続けてくれた。

「桃香、自分で言うのもなんですけど、教室内でも指折りの実力者なんですの。それで、その日の組み手でも、相手の男の子に圧勝しちゃったんですの。そしたら報ほう復ふくにあって――夜道で後ろから襲いかかられるのってホントに怖いんだって、あのとき初めて知ったんですの。怖いけど悲鳴を上げることもできないこともあるんだって、初めて知ったんですの。でも、そのとき」

　会話をしながら、住宅街からアーケードの商店街へと入る。別段冷房が効いていたりするわけではないが、直射日光がないおかげで幾分か涼しい。

「丁度街がい灯とうの下だったのがラッキーだったんですの。桃香には何が起こったのか分からなかったけど、気づいたら二人の男子が倒れてて、その後ろにはフリルのワンピースを着たお姉さまが立っていて――『大丈夫？』って声をかけてくれたんですの。お姉さまはバイオリン教室の帰りで、その日はたまたま迎むかえの車が来るのが少し遅れたとかで、その道を歩いてたんだそうですの。事情を聞かれたから答えたら、『それじゃあ私もそのカポエイラの教室に通うことにするわ。前から何か少しマイナー気ぎ味みな格闘技をやってみたかったのよね』って言ってくれて。その時から、お姉さまは桃香の『お姉さま』なんですの」

「――それで二人がカポエラ繋つながりなわけか。なるほどな」

　ただ助けて終わりにしない。自分がいることで――今度は自分が標的になるかもしれないというのに――桃とう香かちゃんを守っているのだ。

「あの部長にも良いトコあるじゃねえか。少し見直したよ」

「お姉さまは見直すまでもなく、素晴らしい人なんですの。ヨースケさんは、お姉さまのことが異性として気になったりしないんですの？」

「いや、別に俺おれは――」

　言いかけて、言葉を飲み込んだ。

　いや、別に部長のことが気になるわけじゃないが、柚ゆ木きの言葉を思い出したからだ。

『先輩きっと、洋よう介すけのことが好きなんだ……！』

　だが、俺はそれはやっぱり間違いだろうと考えていた。

　ここまでお節介な部長であるし――昨日一昨日と散々対戦した感想としてもそうだ。

　結局部長は一勝も譲ってはくれなかったが、そのプレイングには明らかに接せつ待たいプレイが混ざっていた。それも単に手加減したわけではない、まるで俺に手本を示しめすかのような、それでいてイヤミには感じないプレイだった。

　だから俺も二日続けて、二時間あまりもの時間をあっという間に、楽しみながら過ごしてしまったのだ。

「なあ、部長って実はもの凄すごく他人に気を遣ってたりしないか？」

　俺が言うと、桃香ちゃんは少しびっくりした顔をして、

「……ヨースケさん、お姉さまと知り合ったのは三日前ですのよね？」

「ああ、そうだけど」

「びっくりしたですの。ヨースケさんの好感度がまた少しあがったんですの。ぴんぴろりろりん、ですの」

「？　そりゃまた何でだ？」

「たった三日で、お姉さまのこと、そこまで見抜いたからですの」

　そう言って、桃香ちゃんは嬉うれしそうに笑った。

　そこで駅に到着して、桃香ちゃんはてててと券売機の前まで走り、くるりと振り返る。なびくツインテールがそれに遅れてついて行く。

「ふふ、なんかキップ買うのって久しぶりですの」

「あー、そうか。キップじゃないとジャストで部長に返せないもんな」

「うんうんですの。えっと――清し水みずまでの料金はいくらですの？」

　運賃表を見ながら桃香ちゃんが言う。

　俺もそれを見やり、すぐに清水を発見する。

「んーと、２９０円だな。二枚買うよ？」

「はいですの」

　俺おれは部長から受け取った一万円札を券売機に入れると、２９０円キップを二枚購入し、一枚を桃とう香かちゃんに手渡した。

「はい、桃香ちゃん」

「ありがとですの。……へへー」

「……何が嬉うれしいんだ？」

　尋たずねると、桃香ちゃんは両手で持ったキップで口元を隠しながら、頬ほおを赤く染めた。

「えとね……なんか、デートみたいだな、って思ったんですの」

　上うわ目め遣づかいの視線で言ってくる。

「桃香、こういうのに憧あこがれてたんですの。誰だれかが自分の分も何かを買って、渡してくれるっていうの。だから、凄すごく嬉しいですの」

「あ、ああ――そうなんだ」

（……いかん、一瞬可愛かわいいとか思っちまった）

　俺は頭かぶりを振って、桃香ちゃんを伴ともなって駅へと入って行った。



    

  
    
      


５　猫とテリトリー





　桃香ちゃんと電車に乗って三十分、清し水みず駅にたどり着き、改札を出たところで俺たちを待っていたのは思いもかけない人物であった。

「なんとか先回りできたみたいね」

　それは、部長たちと一緒にみどりちゃんの家に行ったはずの柚ゆ木きだった。

「柚木？」

「柚木ちゃんですの！　どうやって先回りしたんですの!?」

「……別にいいでしょ」

　俺は少し記憶を漁あさり、

「特急に乗れば十五分位でここに着く。んだが――わざわざ特急料金三百円だか払ってまで先回りする意味があったのかよ」

「べ、別にいいでしょ」

　柚木は少し怒ったように言うと、俺たちに背を向けた。

　顔だけで振り返り、

「――二人だけだと心配だから来たのよ」

「何が心配なんだよ」

　俺おれが言うと、柚ゆ木きは何な故ぜか慌あわてて、

「へ、変な意味じゃないわよ？」

「変な意味？」

「――わ、解わからなければいいの！　ほら、早く行くわよ！　いなりやの特売に間に合う時間には帰るんでしょ!?」

　柚木は顔を真っ赤にして歩き始める。

「おい、柚木」

「何よ？」

「俺たちが行く店は、逆だ」

　委員長がプリントしてくれた地図と、駅前に付きものの周辺地図を照らし合わせながら俺は言う。柚木はそれを聞くと、どすどすと音でも立てそうな足取りで戻ってきた。

「早く言ってよ」

「何も言わないうちから歩き出すからだろ。……つーか、俺たちと会えなかったらどうするつもりだったんだよ。地図も無しで」

「改札が一つしかないんだから、会えると思ってたわよ。実際会えたし。それに、もしそれでも会えなかったら携帯があるでしょ？」

「だったら初めから携帯にかけて、駅で待っててとでも言えばよかったじゃねーか。わざわざ特急料金なんか払って――一食のおかず分に充分な額がくだぞ？」

「洋よう介すけの財布は生活費が入ってるのかもしれないけど、私が使ってるのは自分のお小遣いなんだからいいでしょ」

「だからって、無む駄だ遣づかいは気になるんだよ」

「私のお金の使い道が無駄かどうかは、洋介が決めることじゃないわ。私は無駄じゃないと思ってる。だからいいでしょ？」

　――正論だ。そう言われてしまうと返す言葉がない。

「地図、見せて」

「……あいよ」

　俺が地図を渡すと、柚木はそれを周辺地図の看板と同じ向きに回転させて、

「ん。駅から近いんだ」

「ああ。さっさと行くぞ」

　と、俺と柚木のやりとりをずっと眺ながめていた桃とう香かちゃんが一言、

「なんだかヨースケさんと柚木ちゃんは、夫婦みたいですの」

「……いや、従兄妹いとこ同士で幼おさななじみだから、息が合ってるだけだ」

「あ、その、従兄妹同士で幼なじみだから、息が合ってるだけですよ」

　俺おれと柚ゆ木きの声が偶然にも見事にハモる。

「ちょ、なんで同じこと言うんだよ」

「知らないわよ、どっちのせいでもないでしょ？」

「……まあ、そりゃそうなんだが……なんかこう、気き恥はずかしいだろ？」

「私だって恥ずかしいわよ、もう」

　言いながらも柚木は楽しそうだった。顔を赤くして照れ笑いを浮かべている。

　と、

「……むう」

　なぜか唇くちびるを尖とがらせて桃とう香かちゃんがうなり、

「前言撤回ですの。ちっともそんなふうには見えないですの」

　と言って、俺の腕を抱きしめてきた。

「と、桃香ちゃん？」

「早く行くですの。お姉さまに頼まれたからには、きっちりと買い物を完遂させないといけないですの」

「いや、それはいいんだけど、腕にしがみつく必然性は――」

「迷子になったら大変ですの。こうしていれば、はぐれる心配がないですの」



    

  
    
      



    

  
    
      　桃香ちゃんが言うと、

「そ――そうね、はぐれたら大変だもんね、私も念のため、私が迷子になるなんて無いはずだけど、念のために、手をつないでおくことにするわ」

　と言って、柚ゆ木きまで反対側の手をとって歩き始める。

　俺おれは、あの有名な『捕つかまった宇宙人』の写真のリトルグレイはこんな気分だったのだろうかと考え、ただひたすらに衆しゆう目もくを集めながら、基き盤ばん屋や『チャレンジ』へと向かった。



　　　＊



　アーケードゲームの基盤を売っている店というのはどんなところなのだろう。

　そんなことを思いながら地図に従したがって歩いていくと、ほどなくして二階の高さに『チャレンジ』と書かれた看板が掲かかげられている雑居ビルにたどり着いた。

　が、どこから二階へあがればいいのか解わからない。

　俺たち三人はしばし辺りをうろうろして、結局のところ見つかったのはコンクリートむき出しの狭せま苦くるしい階段の前に置かれた『チャレンジ　２Ｆ』と書かれた看板だけだった。

「こ、ここでいい……のかな？」

「地図で言えばここなんだが……これ、本当に営業してるのか？」

「……不安ですの」

　ううむ。こういう時に先導してこその男だろう――などと思うのだが、いかんせん俺にしても不安で仕方がない。こうなると、部長が桃とう香かちゃんか俺の片方だけをここに来させなかったこと、プラスして柚木が来てくれたことがありがたく思えてしまう。

「とにかく、上ってみよう。マズかったら謝ればいいだけのことだ」

　俺がそう言うと、二人は再び俺の腕をロックした。

　恐る恐るコンクリートの階段を上っていく――

　と、階段が折り返したところで、二階から明かりが漏もれてきているのが解った。左右の壁にはゲームのポスターが貼はられていて、この先にあるのが紛れもなく基盤屋であることを示しめしているようだった。

　急せいて階段の残りを上り終え、明かりのついた室内へと入る。

　まず目についたのは、入り口の真ん前に置かれていたミディタイプの筐きよう体たいが一台。レトロなグラフィックのゲームが稼働していて、ゲーセンと同様にコインを入れれば遊べるようになっているようだった。

　そして周囲を見やれば、教室ほどの大きさの店内に、衝しよう撃げき緩かん衝しよう材ざいに包まれた基盤の群、群、群。実物を見るのはこれが初めてだが、思っていたよりも大きい。物によってサイズが違うのはもちろんだが、だいたいコピー用紙にしてＡ３大ぐらいの物が多いだろうか。それぞれが棚の中に収まっていて、ゲーム名と制作メーカー、それから値段が書かれた紙がこちらに見えるように貼はられている。

　カウンターの向こうには若い男性店員が二人いて、一人は何やら電話をしている最中、もう一人はちょうど今まさに基き盤ばんを買おうとしている男性と話をしているようだった。

　とりあえず自分たち以外にも客がいたことに安あん堵どし、

「あー、とりあえず二人とも、もう離れてくれるかな？」

　言うと、柚ゆ木きと桃とう香かちゃんは一瞬視線を合わせたあと、同時に手を放してくれた。

「……」

「……」

「えっと、とりあえず、お目当ての基盤があるか探すことにしよう……な？」

「はいですの」

「そうね」

　二人同時に返答をして、再びお互いを見やる柚木と桃香ちゃん。

「今日、お姉さまに聞いたんですの。柚木ちゃんにはゲームの知識がないって。零ぜろスピがどこのメーカーから出てるか分かるんですの？」

「う……い、いいわよ。その零スピって書いてあるのを探せばいいんでしょ？」

　柚木はなぜか悔しそうな顔をしたあと、一人で棚の前に立ち、片っ端から探していく作業に入ったようだった。

　……っていうか、正式名称は『ブシドースピリッツ零ＳＰＥＣＩＡＬ』なのだが、それは解わかっているのだろうか？

　いまいち心配なので柚木に声をかけようとしたのだが、

「ヨースケさん、格ゲーはあそこらへんにまとまってるみたいですの」

「あ、ああ、そうみたいだな」

「早速見に行くですの」

　桃香ちゃんに手を引かれて、格闘ゲームばかりが集められた一角へと向かう。

「おーおー、いろいろあるな」

　まず目に入るのは、ショーケースの中でも目立つように平で置かれたゲームである。そこには俺おれにもお馴な染じみのストⅣやメルブラ、アルカナなどといった最新の格闘ゲームが並んでいた――が、値段はどれも二十万円以上、到とう底てい手の届く金額ではない。

　それらの周辺を順番に見ていく。

　プレイしたことのあるゲーム、名前だけは知っているゲームから全く知らないゲームまで多種多様に揃そろっているが、肝心のＳＭＫ（零スピを制作したメーカーの名前だ）のゲームが見あたらない。

　だがまあ、やはり俺は生きつ粋すいのゲーマーである。何かこう、並んでいる基盤を見ているだけでわくわくしてくる。――まあ、これ欲しいな、と思うようなものは大抵コンシューマーに移い植しよくされていたり、安くても三万円以上はしてしまうのが現実なのだが。

「んー、見あたらないですの」

　と桃とう香かちゃんが言ったところで、背後から柚ゆ木きが小走りにやってきた。

「洋よう介すけ、今店員さんに聞いたんだけど、並んでるのが全部じゃないんだって。このチラシに値段表が載のってるものは店員さんに聞けばいいみたいよ？」

　と言って、何やら細かい字がいっぱい並んだ紙を手渡してくる。

「おー、サンキュ、柚木。で……まあ、基本的にはさっき部室で見たのと同じラインナップだな。メーカー別に並んでるから……Ｓは、と」

　メーカーの部分だけ黒い太字になっているので、その中からＳＭＫを探す――までもなく、あっさりと見つかった。ずらりとＳＭＫのゲームがラインナップされている中から零ぜろスピを探すと、部室で調べたとおり二万千円との表記がある。

「むー」

　自分が見つけられなかったのが悔しいのか、桃香ちゃんがむすっとした顔をしている。何かフォローをしようかと思ったが、ちょうどカウンターの中にいた店員さんと目があってしまったので、そちらに声をかけることにした。

「あ、すみません。ブシドースピリッツ零ＳＰＥＣＩＡＬはありますか？」

「はい、ございます。少々お待ちください」

　店員さんはそう言い残して、カウンターの奥にある棚の陰かげへと消えていった。そしてすぐに衝しよう撃げき緩かん衝しよう材ざいに包まれた黒いロムを持って戻ってくる。

「と、あ、二度手間ですみません。ＮＶＳ基き盤ばんの、七千円くらいのも欲しいんですけど」

「いえいえ、七千円ですとＮＶ－｜１ＦＳになりますが、よろしいですか？」

　うぐ……事前に予習してこなかったから、それで零スピが動くのかどうか分からない。

　俺おれは少々恥はずかしかったが、こういう時は素直に聞くことにしている。『聞くは一時の恥はじ、聞かぬは一生の恥』っていうのはかなり的を射ている言葉だと思う。

「あー、えっと、それでこの零スピは動きますか？」

「はい。――お客様、基盤のご購入は初めてですか？　もし初めてでしたら、他ほかにコントロールパネルなども必要になってきますけれど、そちらは大丈夫ですか？」

「あ、はい。それは大丈夫です」

「かしこまりました。それではただいまお持ちします」

　と、再度棚の陰に消え、すぐに戻ってくる店員さん。今度も衝撃緩衝材に包まれたブツを持っているが――

「……おっきいですの」

　桃香ちゃんが呟つぶやいたのも無理はないことで、店員さんが持ってきたそれは、縦横こそ他の基盤と同程度のサイズであるものの、厚みが10センチくらいあるように見えるブツであった。……これ、基き盤ばんとロムの両方を持たせて桃とう香かちゃんを放ほうり出していいものだろうか。と、心配になってしまうボリューム感だ。

「それでは、動作確認をしますのでご覧になっていてください」

　店員さんが言って、手早く基盤をコンパネに接続して電源を入れた。カウンターの上に置かれたモニターがＳＭＫのゲームが稼働した旨むねを示しめし、店員さんがゲームをスタートさせる。キャラクターをしばし操作し、ゲームが正常に動作していることを確認して、

「以上、動作確認となります」

　店員さんは電源を落とすと、もう一度ロムと基盤を衝しよう撃げき緩かん衝しよう材ざいに包みなおした。

「それでは、お会計が二万八千円となります」

　ふう、と俺おれは内心で胸を撫なで下おろす。

　まあ俺が手持ちから出して後で部長から徴ちよう収しゆうすればいいだけの話になるのだが、消費税が込みなのか否か分からずにいたからだ。

　俺は二万八千円をぴったり支払うと、基盤とロムの入った紙袋を受け取った。



　それから後は特に語るべきこともなかった。

　藍あい園ぞの駅で下車した後、俺はたぶん初めて自分から柚ゆ木きに夕飯の仕度を頼み、そのための買い物にも行ってくれるように頼んだ。

　もちろんお金はあとで払うぜ？

　この基盤とロムが、桃香ちゃんには大きすぎる荷物だと思ったからなのだが――

　それを頼んだとき、柚木が嬉うれしいような怒ったような微妙な表情を見せた理由に関しては、俺に思い当たるフシは無かった。



    

  
    
      


６　それぞれの問題





　電脳研に入って四日目の放課後。とりあえず柚ゆ木きが俺おれの教室に迎むかえに来ることはなく、それにほっとして油断していたのかもしれない。

　俺が部室に入っていくと、みどりちゃんがテニスウェアを脱ぬごうとしていた。

　いや、正確に言えば、もうほとんど脱いでいた。テニスウェアがめくりあげられ、白と水色のストライプのブラがはっきりと視認できるうえ、スカートは脱ぎ捨てられており、アンダースコートではなくブラとお揃そろいのショーツが見えていて――

「……」

　ばたん、と俺は扉とびらを閉めた。

　しばしの間、室内からどたんがたんと音がした後、扉が開く。

　慌あわてて出てきたのは、顔を真っ赤に染め、制服を身につけたみどりちゃんだった。

「ヨースケ先輩っ！　すみませんっ！」

　と、勢いよく頭を下げるみどりちゃん。

「いや、ノックをしなかった俺に非がある。ごめん。――だけど、この部には俺が入ったんだから、鍵かぎもかけずに中で着替えるのは今後はやめてほしいかな」

「はい……そうですよね」

　しゅん、と落ち込んでしまうみどりちゃん。

　俺は話題を変える意味も込めて、

「それより気になってたんだけど、なんでたまにテニスウェア着てるの？」

　ようやく尋たずねることに成功した。みどりちゃんは一瞬黙だまり込み――答えたのは部屋の奥で（多分）パソコンに向かっていた委員長だった。

「ヨースケは本当に情報関係に疎うといな。鞠まり野やみどりといえば、二年連続で全国中学生テニス選手権大会で優勝に輝いた実績の持ち主ではないか……やはり情報弱者だな」

　みどりちゃんは居い心ごこ地ちが悪そうに机つくえの上に脱ぎ散らかしてあったテニスウェアをたたみ、スポーツバッグへと収めていく。その顔はけっして晴れやかなものではない。

　委員長は続ける。

「それゆえにテニス部から強い勧誘を受けて、兼けん部ぶでも構わないのなら、という条件で入部した。三ヶ月前の出来事だ」

「兼部って……」

「言うまでもないが、テニス部と我らが電脳研の二つだぞ？　――貴様が愚ぐ鈍どんだから注釈を入れておいてやるが」

「そんな、もったいない」

　俺おれが思わず言うと、

「……って、みんな言うんです」

　みどりちゃんはスポーツバッグをテーブルの下に置くと、浮かない表情で、

「私は中学の頃ころ、テニプリに憧あこがれてテニスを始めただけなのに。なのに、なんだか……上う手まくなっちゃったのがいけないんですよね。本当にやりたいこと、みんなでゲームをしたり、おしゃべりしたりして楽しく遊ぶことからは遠く引き離されて、テニスの専属のコーチをつけられて、文字通り朝から晩まで、練習漬けの日々を送ってきたんです。高校に入ればそのしがらみも無くなるかな……なんて思ってたけど、エスカレーターじゃ当然ですよね、先輩たちはもう一度私の先輩になって――私をテニス部に入れたがりました。そこを助けてくれたのが、白しろ音ね先輩なんです」

　そう言うと、みどりちゃんは沈ちん鬱うつだった表情に笑みを浮かべた。

「私がテニス部の部長と顧こ問もんの先生から強引な勧誘を受けていたとき、廊下をダッシュしてきた白音先輩が『イジメ・はんたーいっ！』って叫さけびながらジャンプして――両足をこう、先生と部長の首にひっかけて、二人の頭をぶつけあわせたんです。それで二人とも気を失って……私が事情を話すと、白音先輩は『だったらウチの研究会に入らない？　みんなでゲームするだけの気楽なとこよ』って。私、一も二もなく飛びついて――でも、テニス部の人たちは諦あきらめてくれなくて、結局兼けん部ぶっていうことで折れてくれたんですけど……」

　と、みどりちゃんは再び顔を曇らせる。

「電脳研なんか辞めてテニスに専念してくれないか、って何度も先生に言われてます。今回、研究会から研究部に格上げされたことで、それも終わらないかなって期待していたんですけど、効果はありませんでした。仕方なく、週に一～二回はテニス部にも顔を出している状況なんです」

「……なるほど、それでテニスウェアだったのか」

　入部初日からの疑問が氷解し、なんとなくすっきりする。と、

「まあその話はそれくらいにして、ちょっと来てくれないか？」

　パソコンに張り付いている委員長から、珍めずらしく呼び出しがあった。

「俺か？　みどりちゃんか？」

「二人ともだ」

　声に従したがって本棚通りの奥へ向かう。

　委員長は椅い子すに座ったまま、パソコン画面が俺たちに見えるように横にどいていた。

　画面には、一組の男女が桜の下で見つめ合っているＣＧが表示されていた。ポップな感じの可愛かわいらしい絵柄で、一見して普通の美少女ゲームに見えるのだが、委員長がパソコンでプレイしているということはアダルトゲームなのだろうか。

「ちょっと聞いていろ」

　委員長はそう言うと、キーボードのエンターを押した。

　画面下に開いていた文字ウィンドウが１ページ進み、画面の中の男はこんなことをボイス付きで言いやがった。

「みどりちゃん……」

　俺おれの陰かげから画面をうかがっていたみどりちゃんが「え？」と小さく声をあげた。

　委員長は無言でもう１度エンター、

「……ヨースケくん」

　……何か今幻げん聴ちようが聞こえたような気がする。

「今まで、そんなの簡単だろってずっと思ってた。でも、いざ言うとなった今、めちゃくちゃ緊きん張ちようしてる。生まれて初めて言う。一回だけしか言わない。聞いてくれ」

「……うん」

　ごくり、と俺は唾つばを飲んだ。というナレーションの一行が入った。

「誰だれよりも君が好きだ。付き合って欲しい」

　一いつ拍ぱくの間まが空あいて、

　画面の中のみどりちゃんは、幸せそうに微わ笑らった。

「……喜んで。私も大好きだよ、ヨースケくん」

　そして画面の中の二人は、抱き合ってキスをし――



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれはそこで委員長の手からキーボードを奪うばい取った。

「なんだよこれはっ！」

「昨日発売のアダルトゲームだ。たまたま主人公が陽介で漢字は違うが読みは一緒なうえ、ヒロインがみどりだったから買ってみた。今のところシナリオは80点をあげてもいいくらい良い出来だし、ＣＧも私好みでいい感じだ。まあ多少セリフ回しはクサいが――このメーカーはこれが初めての作品になる。今後も注目していこうと思う」

「これを俺たちに見せる必要性が解わからない」

「そうだな……真っ赤になっているみどりはもちろん、少しだけだが赤くなっているヨースケも見られたし、収穫はあったんじゃないかと思っている」

「……」

　俺は軽い頭痛のようなものを覚えて、額に手をやりながら溜ため息いきを吐つき、

「いつもならこういうのは部長が『ヘッドフォンをしてやりなさいっ！』って怒ど鳴なり散らしにくるはずなんだが――」

「白しろ音ねちゃんなんやけどな、今日は休みなんよ」

　――と、いつの間に部室に入ってきたのか、蒼あお子こさんが背後から話しかけてきた。

「休み？　そりゃまた珍めずらしい。鬼の霍かく乱らんってやつか？」

「ならええんやけどな」

　そう言って、蒼子さんは俺たち三人を順に見やり、

「桃とう香かちゃんと柚ゆ木きちゃん以外は揃そろうてるみたいやから、その件について話そうと思うんやけど、あっちのテーブルに集まってくれへん？」

　蒼子さんに先導される形で、部室の中央にある机つくえへと移動する。いつ誰だれが決めたわけでもないが席順は決まっていて、俺が本来一番偉えらい人が座るべき「お誕生日席」にいるのは部長とゲームがしやすいからで、そこから時計回りに柚木、蒼子さん、桃香ちゃん（桃香ちゃんの席が俺の向かいになる）みどりちゃん、委員長という並びになっている。

　まあともあれ。

「白音ちゃんやけどね、今、ハンストしとるんよ」

　蒼子さんが話を切り出した、その時だった。

「とうちゃーっく、ですの！」

　ばたん！　と扉とびらを開けて桃香ちゃんが入ってくる。

「？　みんなで机に集まって、何のお話ですの？」

「白音ちゃんがハンストしとるんよー、って話を始めたとこや」

「？　？　パンスト、ですの？」

　疑問符を顔いっぱいに浮かべる桃香ちゃんに、

「パンストじゃなくてハンストだ」

　一応ツッコむ俺おれ。

「なんですの、それ？」

　目をぱちくりとさせる桃とう香かちゃん。俺は脱力と共に嘆たん息そくする。

「ハンガーストライキの略だ。簡単に言えば、自分の要求が通るまで食い物を一切食わないぞ、という抵抗方法のことだな」

　俺は説明を終えると蒼あお子こさんに向き直り、

「すまん、続きを頼む」

「昨日帰宅してからやから、もうじき開始二十四時間ってところやな。部屋に閉じこもって一歩も外には出てへんってメールで言うてた。うちは白しろ音ねちゃんの体が心配やけど、白音ちゃんの意見は通してほしいから、水分だけは摂とるようにってメールを送ったんよ。そしたら『それじゃハンストにならないからダメ。心配かけてごめん』って返事がきよった」

「部長は誰だれに対して何を要求してるんだ？」

　俺がたずねると、蒼子さんは視線を軽く落とし、

「お母さんに対して、ビデオゲームの解禁、ただそれだけや」

「バレたのか？　――まったく、どこから足が付いたのかは知らないが、不用心だな」

　委員長は冷たく言い放ったが、蒼子さんは頭かぶりを振った。

「やー、白音ちゃんのお母さんは、近所づきあいの立ち話で知ったらしいんよ。どうもその話し相手の家の子がジャキョニーナの読者らしくてな？　激闘の特集号を読んで、自分の学校にそんな凄すごい奴やつがおるんやーって知って、お母さんに話したらしいんよ。で、そのお母さんがそれを知って、白音ちゃんのお母さんに――って感じやな。それも、四年連続ＭＶＰっていうとこまで全部やて」

　全員が、あちゃー、という顔をした。

　それで部長が、少なくとも四年間は親に隠れてゲームをしていたことがバレてしまった、ということになる。

　昨日、部長自身が言っていた。母親は時代錯誤のゲーム嫌い人間なのだと。その娘が、こともあろうにアーケード対戦格闘ゲームの全国一位だという。それは一ひと悶もん着ちやくが起こる火種としては充分だっただろう。

「……それで、俺たちはどうすればいいんだ？」

「どうもこうも、家庭の問題だからな。私たちが出る幕ではない」

「でも、あたしたちの部長なんですよ？　何とかしたいじゃないですか」

　冷静に言い放った委員長にみどりちゃんが食い下がる。味方をしたいところだが、残念なことに委員長の言っていることが正論だ。

「――とにかく、我が部としては副部長が代理を務つとめるという形で活動していくしかないと思う。部が発足して間もないというのに、部長が自主休校しているからという理由で活動をしないのはマイナスだからな――蒼あお子こ、今日の活動について指し針しんを頼む」

「え？　うちが決めてええの？」

「何しろ副部長だからな。部長不在の際には代理として最も適任だろう」

　委員長に言われ、蒼子さんは少し上を見上げるようにしながら瞳ひとみを閉じ、

「んー、五人っていう人数がむつかしいなー……」

　蒼子さんは少し考えてから、

「そや、結局昨日はやれへんかったし、みどりんのヂェンガをやるんはどうや？」

　みどりちゃんはまだ不服そうだったが、不ふ承しよう不ぶ承しようと言った感じで立ち上がった。

「やるんでしたら、用意しますけど……」

「それじゃみどりん、準備しててくれへん？　うち、お茶を淹いれてくるで」

　と言って、席を立とうとする蒼子さん。

「いや、みどりちゃんの手が空あいてないなら、俺おれがやるべきなんじゃ――」

「ええんや、たまにはうちのお茶も飲んだってや」

　――などと言って、その日はそれなりに平和に過ぎて行った。

　明日にはフリル部長が戻って来ることを、俺は心のどこかで信じていたのかもしれない。

　しかし――



　日曜を挟み、月曜になっても、部長席は空席のままなのであった。
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　そんな、部長が部に来なくなってから四日目の火曜日、

「蒼子さん」

　俺は部室に入り、彼女の姿を認めるなりそう言った。

「何や、ヨースケくん。怖い顔しよって」

「頼みがあるんだ」

　俺が言うと、蒼子さんは口元に微苦笑を浮かべた。

「言われんでも予想がつくわ。白しろ音ねちゃんの家の場所を教えろー、て言うんやろ？」

「……ああ、その通りだ」

　蒼子さんは少し困った顔で、

「だめや。今のヨースケくんが行ったかて、白音ちゃんのお母さんを怒らせるだけになりかねへん。ハンストは四日目や、水分をとらない限界ってとこまできとる。それは白音ちゃんのお母さんかて解わかってるやろから、明日まで様子を見るべきやと思うな。たぶん、明日には何かしらの動きがあるはずや」

「……そうか」

　俺おれは力なく、いつもの自分の席に腰を下ろした。

　どうやら今日は、蒼あお子こさん以外には誰だれも来ていないようだった。もしくは、誰もが一度部室を訪れて、既すでに帰ったあとなのか。

　などと思っていると、ことん、と目の前にお茶が置かれた。

「あ……悪い、俺が淹いれる役なのに」

「ええよ。それよりヨースケくん、こないだ『六月二十四日はＵＦＯの日』借かりていったやろ？　あれ、どうやった？」

　何のことだか一瞬解わからなかったが、俺が先日ライトノベルコーナーから借りていった本のことだとすぐに思い出す。

「ああ、面白かったよ。内容もいいんだけど、文章が好みにあった感じかな。表現とかも勿もち論ろんいいんだけど、それ以前に句読点とかがさ、ここだ！　っていうトコに入っててくれるのが、読んでて凄すごく気持ちよかった」

　俺が答えると、蒼子さんはもの凄く嬉うれしそうな顔をして、

「ヨースケくんもそう思うた？　実はうちも、あの文章のファンなんや」

　それから蒼子さんは自分のために淹れたお茶を一口飲んで、

「……他ほかに誰もおらへんから、言ってまおかな。ヨースケくんとうちだけの秘密やで。あ、笑うんもやめてや？」

　俺が何と返答するよりも早く、少し興奮した様子の蒼子さんは続けた。

「実はうちな、ライトノベルの投稿をしようと思て、執しつ筆ぴつ中なんや。その時に――なんていうたらええんやろな、うちの目指す最高の文章の書き手が、あの作者さんなんよ。だから、ヨースケくんがあの文章好きやって言うてくれて、嬉しいねん。……別に、うちの文章が誉ほめられたわけでもあらへんのにな」

　そう言って、蒼子さんは柔らかく笑った。

「執筆？　ライトノベルを？」

　俺が尋たずねると、蒼子さんは少し恥はずかしそうに、

「せや。恥ずかしいから、あんまり大きな声では言えへんのやけどな」

　蒼子さんは言ったが、俺は頭を振った。

「そんなことない。俺みたいにふらふらとテキトーに大学行ってテキトーに就職して……なんて考えてるより、ずっと夢があって素敵だと思う」

　俺は、冗談でもなんでもなく、そう言った。

　いやまあ、立派な主しゆ夫ふになりたかったりもしているんだけど、それは置いておいて。

「で、お約束の質問はしとかないとな――どんなの書いてるんだ？」

「絶対聞かれると思とったでー。でも、教えへん。恥ずかしいやんか」

　蒼あお子こさんは無む邪じや気きに笑う。俺おれも意地悪く笑って、

「恥はずかしいって、もしプロになったら五ケタ単位の人間に読まれるんだぜ？」

「それとこれとは話が別や」

　蒼子さんは笑みを浮かべたまま言って――

　そして、続けた。

「まだ、白しろ音ねちゃんにも話したことのない、うちの夢や。今回の件が無事に片付いたら、白音ちゃんにも話そうと思ってるんやけどな」

「応援してるよ」

　俺は親指を立てて見せ――それからふと思いついて、

「……なあ、聞きたいんだが」

「ん、なんや？」

「蒼子さんて、いつごろ藍園こつちに来たんだ？　その訛なまり、大おお阪さかの方だよな？」

「せやなー、うち、転校が多くてな。もともと生まれたんは藍あい園ぞのやったんやけど、お父さんの仕事に合わせて、幼稚園のころから関西圏を中心に転校を繰り返しとったんで、なんやいろんな方言が混ざったよう解わからへん訛りになってもうたんや」

「ああ――なるほど」

「でも、中学校に入ってからは、あんまり転校させるのもなんやて考えたらしくてな、お父さんが単身赴任になって、藍あい園ぞのの実家に戻ってきたんや」



    

  
    
      



    

  
    
      「……大変だな、それも」

「それを言うたら、ヨースケくんかて大変やんか。お父さんが亡くなってて、家事は全部自分でやっとるて聞いたけど……お母さんは何しとるんや？」

「あー、なんというか……自宅警備？」

「？」

　蒼あお子こさんは宙を見上げながら少し考えて、

「……ヨースケくんの住んどるへんは治安が悪いん？」

「いや、皮肉だよ、皮肉。いわゆる無職ってやつだ」

「あー、なるほどなー」

「ま、俺おれが主しゆ夫ふ体質だったのが幸いしたな。それもまあ、元はといえば父さんに家事を任せてた母さんが原因ではあるんだが」

「はー、なんだか大変やな」

　と、話題がうちの話になってしまったので、俺はまた話題を切り替えることにする。

「それはともあれ、また話は変わるんだけどな」

「うん？」

「みどりちゃんちから筐きよう体たいとってきたんだろ？　どこにあるんだ？」

「ああ、あれやね。給湯コーナーの前、本棚通りの真ん中に置いてあるで。委員長が邪じや魔まや邪魔や言うてたけど、置く場所他ほかにないねんもんな。――で、そや、ヨースケくんに頼みたいことがあったんや」

「頼みたいこと？」

　こくり、と蒼子さんは頷うなずいて、

「こないだ、あの筐体からストⅡレインボーを外して零ぜろスピを入れたんやけどな、うまく動かへんかったんよ。桃とう香かちゃんから聞いとるけど、基き盤ばんの方は動くの確認してきたって話やし、みどりんの家で放置されとった間に筐体の方がどうにかしたんやないかー、って結論になったんやけど、誰だれにも直されへんかったんよ。下へ手たに触って壊したらあかんて思たしな。ヨースケくん、あれ、どうにかできへんかな？」

「いや……俺も基盤に触るのなんてこの前が初めてだったし、筐体の内部構造なんて知らないんだけど……まあ、見てみるか」

　俺は仕方なしに本棚通りへと向かった。奥にパソコンを控ひかえた、けして広くはないその通路のど真ん中に、アストロポリス筐体が鎮座している。

「……たしかに、委員長にとっては邪魔だろうな、これは」

　と同意したあと観察してみると、基盤などに触れるために開けなければならない前面パネルの鍵かぎ穴あなにキーが差しっぱなしになっていた。

　キーを使って前面パネルを開ける。中には先日俺おれが清し水みずから学校まで運んできたＮＶＳ基き盤ばんと、それに突き刺さったロムとが見て取れる。

「ん、これ、今電源コードつないでるのか？」

「いや、外したはずやで。まあ、基盤にさわる前に確認しといたほうがええかもしれへんな。んーと、こっから伸びてるコードが――」

　蒼あお子こさんが床を這はうようにしてコードの先を追っていき、ほどなくして、

「お、大丈夫やで、差さってへん」

　という声が返ってきた。俺はそれに了解すると、前面パネルの中を潜もぐるようにしてのぞき込んだ。――と思った次の瞬間、

「っくしょん！」

　くしゃみが出た。

　いや、原因なんか確かめなくても分かる、埃ほこりのにおいが中に充満している。

　たしかＶＦ２が発売されたのが１９９４年の末。ストⅡレインボーの方がそれよりは発売されたのが早かったはずなので、まあその１９９４年末以降に買ったとして、ＶＦ２に飽きてストⅡレインボーを購入して、それにも飽きて見切りをつけるまでの期間を長く見積もってみても、十年以上は確実に物置の中で眠っていた品ということになる。中に埃がたまるのも自然な話だろう。

「これ、中の掃そう除じとかしないで基盤つけちゃったのか……精密機器が埃に弱いってことくらい、誰だれでも分かるだろうに」

「掃除したら直るん？」

「んー、埃のせいで基盤がショートしちゃってたりする可能性もあり得るからなあ……とりあえず基盤外して中の掃除して、それからもっかい起動テストって感じだろうな。この部室、雑ぞう巾きんなんかあるかな？」

「雑巾？　埃とるんやったら、掃除機とかの方がええんちゃうの？」

「いや、細かい埃は掃除機で吸ってもほとんどが排気口から噴出されて、部屋の中に埃をまき散らしちゃうんだ。掃除機を使うとしても、濡ぬれた雑巾で拭ふき取ってから大きい塊かたまりだけ吸うぐらいにしないと駄目なんだよ」

　言いながら俺はパソコンデスクのほうへ歩いていって、窓を開け放った。心ここ地ち良い風が室内に吹き込んでくる。

「でもって、雑巾がけでも細かい埃が多少は舞っちゃうから、空気を入れ換えながらやるのがいいんだ」

　俺が話している間に、蒼子さんはどこからか雑巾を持ってきて、給湯コーナーで濡らしていた。ぎゅう、と絞しぼったそれを俺に手渡してくる。

「これくらいでええ？」

「ああ、ありがとう」

　受け取った雑ぞう巾きんで筐きよう体たい内部を拭ふき始め、すぐに俺おれは続けた。

「しかしこれは狭せまいからあれだな……蒼あお子こさん、この部屋に菜さい箸ばし――はないだろうから、いいや、ボールペンでもなんとかなるだろ」

　俺は筐体の中を拭く作業を一時中断して、鞄かばんからボールペンを取りだし、そこに濡ぬらして絞しぼったハンカチをかぶせて輪ゴムでとめる。

「あー、もしかして、それで掃そう除じするん？」

「まあ言っちまえば松まつ丼どん棒ぼうみたいなもんだ。一時期やたらとテレビでやってたろ？」

　言いながら、筐体の中の細かい部分を掃除していく。とりあえず基き盤ばん周辺の掃除ってだけならこれで充分か、と思えるぐらいまで埃ほこり除去の作業を行ってから、

「あー、操作系統のとこも掃除しとくか」

　ゲーセンでボタンがへこんだまま戻らなくなってしまった時などに、店員さんが筐体を扱っていた様子を思い出す。たしか……

「このへんに鍵かぎ穴あながあるんだっけか……っと」

　下からのぞき込むと、レバーやボタンなどの下部分に鍵穴があった。そこにキーを差し込んで回し、開きそうなところから開いてみると、各ボタンから無数のコードが伸びて機械に接続されている部分が露あらわになった……のはいいんだが。

「っ――」

　俺はごほごほと咳せきをして、

「すっごい埃だな……ていうか、そうか、配線が外れたら戻し方がわかんないな。説明書が欲しいところだが――帰ったらネットで調べておこう」

　コードが外れないように留意しながら、見えるかぎりの埃を完かん璧ぺきに除去したところで、俺は基盤とロムを元の場所に設置し、筐体内部から伸びているハーネスに繋つないだ。

「とりあえずこれで電源を入れてみて、どうなるかだな」

「ん。じゃあさっきのコンセント、差してくるで？」

「ああ、よろしく。……これ、本体の電源も切ってあるのかな？」

　誰だれに聞くでもなく言いながら、筐体の裏に電源スイッチを発見。

「ん、コンセントおっけーや」

「それじゃ、電源オン、と」

　すると、モニターにまず知らない会社のロゴが出たあと、続けてＳＭＫのロゴが表示される。あらかじめ設定がフリープレイになっていたらしく、インサートコインの表示の代わりにスタートボタンを押せという旨むねの英語が点滅する。

「おーおー、そっか、ＮＶＳはロムだけだから読み込み速いんだな」

　そして画面は零ぜろスピのデモ画面になる。武士道が云うん々ぬんというボイスが流れ出すと、まだコンセント付ふ近きんにいた蒼あお子こさんが小走りに戻ってきた。

「おー、動いとるやん。……ヨースケくんは、あれや、やっぱり男の子やなー」

「？　なんだ、それ？」

　俺おれが聞き返すと、蒼子さんは花が咲くように笑った。

「頼りになるってことや」

「……」

　なんだか正面からそう誉ほめられてしまうのも気き恥はずかしいものがある。

「と、と――動作確認しないとな」

　俺は床に膝ひざ立だちになってスタートボタンを押すと、適当なキャラを選択してゲームを開始、レバーとボタンが全部きちんと作動することを確かめてから、電源を切った。

「ま、今日はこれぐらいでいいだろ――っと、零ぜろスピのムック借かりて帰るか」

　俺が言うと、気のせいか、蒼子さんは少しだけ残念そうな顔をして、

「もう帰ってしまうん？」

「んー、ここんとこ部活で遅くなってたから、時間のかかるメニューは夕食から外してたんだよな。たまには少し凝ったものでも作ろうかと思って」

「どないなん作るんや？」

「いや……売れ残ってる見切り品を見てから決めるから、まだ何とも言えないんだけど。母さんが牛肉食べたいって言ってたから、それを中心に何か考えたいところかな」

「はー、ヨースケくんは凄すごいなー。もう立派に主しゆ夫ふとして通用するで」

「いや、まだまだ年月を積んだ本物には敵かなわないよ」

「しかも謙虚や……あかん、うち、ヨースケくんに勝てるところがあらへん」

　と、じっと両手を見つめる蒼子さん。

「いや、蒼子さんの文章は読んだことないけど、作家を目指してるんだろ？　こんな言葉があるの、知ってるかな。何かの本で読んだんだけど――『研けん鑽さんを積む者にとって、月日は流れるものではない。積み重なるものだ』って。そっちの分野で努力してる蒼子さんと文章能力で勝負したら、俺は絶対に勝てないよ」

　蒼子さんは、しばし何やらぽけーっとした顔で俺を見て――

「ええな、それ」

　とだけ言った。

　なんだかよほど衝しよう撃げき的だったらしく、それから蒼子さんは両の手をぐっと握にぎりしめて、俺に視線を合わせた。

「うん、なんや、がんばろ、って思たわ。ヨースケくん、ありがとな」

「いや――別に、感謝されるようなことは言ってない。むしろ俺の方が礼を言いたいくらいだよ。さっきまで落ち着かない気分だったのが、だいぶ落ち着いたからね」

　俺おれの言葉に、蒼あお子こさんはきょとんとした顔をする。

「？　うちは何もしてへんで？」

「いいんだ。俺が楽になったんだから。――それじゃあ」

「？　まあええか、ほななー」

　俺は蒼子さんに軽く手を振って、部室を後にした。



　　　＊



　蒼子さんと別れ、昇降口から校庭へと出ようとしたところで、思いがけない人物を見かけて俺は立ち止まった。そこにいたのは――教室と部室以外の場所で会うのはもしかしたら初めてかもしれない、委員長であった。

「委員長。どうしたんだよ、こんなところで。部室に来ないなんて珍めずらしいじゃないか」

「む、ヨースケか。――なに、私にだって気まぐれで帰宅したい気分の時はある――ヨースケの家は商店街方面だったな？　途中まで一緒に下校しようではないか」

「……まあ、別に構わないけど」

　委員長と二人だと、正直に言って話題に困るんだけど。などと思っていると、

「ヨースケ、お前は藍あい園ぞの学園には高校からの入学だったな？」

　歩き始めながら委員長が聞いてきた。俺はその横に並んで歩き始めながら、

「ああ、そうだけど」

　答えると、ふむ、と委員長は頷うなずいて、そのまま二人の間には沈黙が降り立った。

　しばしそのまま、俺たちは学校を後にして、住宅街の道を歩いていたのだが――

　ふと、委員長が言った。

「――少し、昔話をしたい気分だ」

「昔話？」

　俺が聞くと、委員長はこくりと首肯して、

「まあ、私の独ひとり言ごとのようなものだと思って、あまり気にしないで聞いて欲しい。あれは今から三年前の、春のことだ――





　藍園学園中学には「風紀委員」という名の役職は存在せず、代わりにあったのが「自治委員」だった。まあ中身は同じだと思ってもらって概おおむね問題ない。

　そして私は、二年生の前期から三年生の後期まで、およそ二年間にわたって自治委員会の委員長を務つとめたのだが――ともあれ。中学二年生だったその頃ころ、私は白しろ音ねとクラスメイトではあったものの、ろくに話もしたことがなかった。

　私は誠実に自治委員としての活動を行い、文字通り学校の治安を維持することに努めていた。その功績もあって――かどうかは知らないが、学校生活は極めて平和だった。

　――その日までは。



　その日、白しろ音ねは制服ではなく、フリルいっぱいのワンピースを着て登校してきた。



　当然、教師よりも先に注意をしたのは私だった。

　というか、我が母校の教師陣は誰だれ一人としてこの問題に首を突っ込もうとしなかった。昨今のニュースを見ていれば、多少のＤＱＮドキユンがいたところで放置しておくのが得策だと思ってしまうのも無理はない。だから私は教師たちを責めはせず、自ら注意に乗り出したわけだが――

　凄すごいけんかになった。

　後から聞けば、男子同士のケンカには『先に泣いたら負け』という暗黙のルールがあるらしいのだが、事は女同士のそれだ。先に泣いたら、どころの騒さわぎではなかった。

　ケンカを止とめる者は誰もいなかった。

　筆箱から教卓まで、およそ教室にある物全すべてが武器となり、防具となった。

　立ってる者は親でも使え、とは若干意味が異なるが、側にいる人間全てを巻まき添ぞえにして、私と白音はこれでもかというケンカを繰り広げた。

　そして――気がつけば、私は保健室のベッドに寝かされていた。

　私が身を起こすと、その気配に反応してか、隣となりのベッドに寝かせられていた人物――白音もまた、目を覚ましたのが解わかった。

　そのままカーテン越しにぽつりぽつりと会話をして、私は白音がどういった理由で私服登校をしてきたのかを知った。

　当時はギャルゲー――と言ってもアダルトではない、恋愛シミュレーションをはじめとする健全な美少女ものだ――が専門だった私だが、それを禁止されたらと考えると、味方をせずにはいられなかった。

　翌日、私はいつも通りに登校したのだが、既すでに私は校内で暴れ回った前科者というレッテルを貼はられていた。誰も私に挨あい拶さつを返してくれなくなり、私が近づくと会話の輪がほどけるような、そんな立場に追いやられていた。

　――そして、それは白音も一緒だった。

　クラスの中であぶれ者と化した私たちは、それからどちらからともなく行動を共にするようになった。

　それが――現在まで続く、私と白音の関係の始まりだった。





　――まあ、だからどうした、という話ではあるな」

　委員長は語り終えると、軽く肩をすくめて言った。

　その表情が、どこか優しげに見えたのは気のせいだろうか。

「……いや、なんつーか、部長が中学の半ばまでは普通に制服着てたって事実とか、二人の馴なれ初そめとかは興味深かった。のはいいんだが、どうしてンな話を？」

「さあ、どうしてだろうな。……まあ、単なる気まぐれという奴やつだろう」

　そう言って、委員長は口元だけでかすかに笑った。



　気がつけば、スーパーいなりやの前に到着していた。

　俺おれがいなりやに寄っていくことまで計算の上だったのだろうか。委員長は、

「長々と付き合わせてすまなかったな。それじゃあ、また明日」

　と言い残すと、後は振り返ることもなく歩み去っていった。

「……」

　思うところは多かったけれど。

　俺は夕食のための買い物をして、自宅へと帰ることにした。



    

  
    
      


７　雨のち雨





　果たして蒼あお子こさんが言ったとおり、翌日になって部室に行くと、そこには久々に見る部長の姿があった。

　――ただ、フリルのワンピースではなく、制服を身につけてはいたのだが。

　今は机つくえに頬ほお杖づえをつき、右手の人差し指でとんとんとんとんと机の上を叩たたいている。機き嫌げんの悪さマックスという感じだ。他ほかの部員は、既すでに部長となにがしかの会話をしたあとなのか、皆一様にそれぞれの遊びに没頭していた。蒼子さんとみどりちゃんは机の上にトランプを広げてなにやら占いのようなことをやっており、桃とう香かちゃんは少女漫画雑誌を読んでいて、柚ゆ木きは何かの文庫に没頭し、委員長はアダルトゲームに興じていた。

「来たわね、ヨースケ」

　部長が頬杖をついたまま、俺を見やって言う。

「来たわねって、そりゃこっちのセリフだ。何日心配かけたと思ってるんだ」

「心配してくれてたんだ」

　部長は少し悪戯いたずらっぽくそう言ったあと、凶箱まがつばこのスティックを投げてよこした。

「って、おい、危ねえな」

　凶箱まがつばこのスティックは鈍器として使えるほど重い。それをなんとか受け止めると――先ほどからずっとデモが流れていたモニターのストⅣがキャラクター選択画面になって、部長はキャミ子を選んだ。――部長がキャミ子をとるのは、本気の証あかしだ。俺おれも負けまいとジャガーットをチョイスする。

　ボコられた。

　今まで、部長がどれだけ手加減してプレイしていたのかが解わかる、圧倒的な強さだった――だけではない。部長のポリシーによるところの、同じ二択を続けない、とか、コンボはなるべくカッコいいものを、とか、そういった全すべての甘さを排除した、部長のプレイとは思えない、圧倒的に「強い」プレイングだった。

　俺は早々に負けを認めようと思ったのだが、部長は画面から目を離さず、試合が終わるとすぐに次の試合を開始する。ほとんど部長に強制されるようなかたちで俺はストⅣをプレイさせられて、部活の終わるまでの二時間で一四二連敗という記録を打ち立てた。

　部活の終了時間を知らせるチャイムが鳴ると、部長はコントローラーを半ば投げるように定位置に戻し、

「今日の部活は以上。帰るわ」

　と言い残して帰ろうとしやがった。

　いくら俺でも、それを止とめずにはいられない。

「おい、待てよ部長。なんか事情があるんだろ？　制服を着てきた理由とか、俺たちにぐらいは話してくれてもいいんじゃないのか？」

「……」

　部長は立ち止まり、振り返ると、やれやれと言った様子で長い黒髪をなで上げた。

　そして、

「本当は、今日もゲームはやるなって言われてたわ。ゲームも禁止、校則違反のワンピースも禁止。それはハンストなんてしたことの罰――完全に裏目に出たわ。……ごめん、ヨースケ。今日の対戦、つまらなかったでしょ？」

「いや、そんなことはどうでもいい。俺は部長の母親と話がしたい」

「私が呼んだ交渉人は全員仕事に失敗したわ。そんなところにあなたが出てきたところで、事態が好転するとは思えない――悪いけれどね。気持ちだけはありがたく受け取っておくわ。――それから、心配してくれてありがと」

　違う、俺はそんな言葉を聞きたいんじゃない。

　俺がやりきれない思いでうつむいていると、横から声を出したのは委員長だった。

「本当にバカだな、お前は。あの時、保健室でお前が言った『好きな言葉』を忘れたのか？　それとも、あれはその場しのぎで言っただけで、大した意味は無かったのか？　だとしたら――私は、お前のことを過大評価していたのかもしれない」

　珍めずらしく――声を小さくすることもなく、委員長が正面から言ってのけた。

　部長は、実に部長らしくなく、小さな声で答える。

「……覚えてるわよ」

「じゃあもう一度言ってみろ。今、この場で」

　委員長はいつにない迫力を見せながら、本棚に背を預けている。対する部長は部屋の入り口に立ち、何な故ぜか彼女には似合わないように見える制服を着てうつむいたまま、

「……為なせばなる、為さねばならぬ、何事も」

　変わらぬ小声で言った。

「ちなみに私の好きな言葉は『無理が通れば道理は引っ込む』だ。――さて、とりあえず宣戦布告に行こうじゃないか」

　委員長が言って、俺おれたちに視線を向ける。俺は頷うなずき、

「俺たちの、無理を通して道理を引っ込めさせるんだ。部長、無理にでも付いてくぜ」

「今日の蒼あお子こさん占いでは、集団行動は吉、と出てたでー」

「あっ、あたしも、何もできないかもしれないですけど、一緒に行きますっ」

「もちろん桃とう香かも行きますの！」

「……私は別にどっちでもいいんですけど。でも、そういうパワハラみたいなのって嫌いなんですよね。――勘違いしないでくださいよ、西にし村むら先輩のためじゃないですから」

　柚ゆ木きまでもがそんなことを言うのには驚いたが、どうやら部員の総意は決まったようだ。

　部長はそれらの言葉を受けて目を丸くし――我慢しきれない、と言った様子で口元に笑みを浮かべて、おかしそうに言った。

「さすが、私が見込んだバカたちだけのことはあるわ！　それじゃあ招待するわよ、我が西村家の、無む駄だにでっかい虚きよ栄えい心しんの塊かたまりみたいな屋敷にね！」

　部長に先導された俺たち六人は、そのまま振り返ることもなく部室を後にした。



　　　＊



「って、リムジンじゃねえかよ……」

　校門の前に堂々と止とめられたそれに、俺たちは呆ぼう然ぜんとしていた。

　黒くて長い、見慣れない車が止まっている。部長はそれを見て、

「母の差し金なの。帰りに寄り道――ゲーセンとかに――しないようにって」

「部活は大丈夫やのん？」

　蒼子さんが尋たずねると、部長は頷いて、

「電脳文化研究部というのは、電気製品全般に関しての研究部だって話になってるわ。だから、その時間だけが今の私に許されたゲームの時間、ってわけ。あ、大おお庭ば、今日は私の友人を我が家に招くことにしたわ」

　車から降りて来た男性に部長がそう言うと、

「かしこまりました。それではお乗りくださいませ」

　初老にさしかかるあたりだろうか、白ヒゲの男性は恭うやうやしく礼をすると、後部座席の扉とびらを開けた。中には小さなテーブルがあり、それを囲んで何人も座れるようなソファが備え付けられていた。天井にはささやかなシャンデリアまである。

「うへえ、こりゃ別世界だな」

　俺おれがその車に乗り込みながら言うと、後ろからみどりちゃんが、

「うわうわ、車の中に部屋がありますっ。あたし、こういうの初めてですっ」

　部長は慣れた様子でソファにかけたが、俺たち六人はどうしていいか解わからずにうろうろしてしまう。呆あきれたように部長が、

「ほら、早く座る座る。……そんなに広いわけじゃないんだから、カラオケで席取るときと同じ要領で、入ってきた順に座っちゃえばいいのよ」

「あー、靴は履はいたままでええん？」

　蒼あお子こさんの言葉に、部長は嘆たん息そくする。

「いいのいいの。ほら、早く座って」

　全員がソファに腰を下ろすと、リムジンはゆっくりと走り出した。

　窓から見える景色が流れて行くために移動しているのだと解るが、車の揺れはまったく無く、とてもではないが車に乗っているという気はしない。

「まったく、ウチの親もここまで来ると親バカっていうよりバカ親よね。私とゲームを完全に断絶させるために、学校と家以外の場所には行かせないようにしてる。高校生にもなった私をなんだと思ってるんだか」

　などとごく普通にくつろいでいるのは部長と委員長だけだ。俺と柚ゆ木きと桃とう香かちゃんはそわそわと周囲を落ち着きなく見回し、みどりちゃんと蒼子さんは固まってしまっている。

「まあ、それも親の愛情の形なんだけどな――それにしても、フリルのワンピースはお嬢様っぽいとは思っていたが、部長は本当にいいトコのお嬢様だったのか？　いや、金持ちだってのは前にも聞いたけどよ」

　俺が言うと、部長は薄く笑って、

「……まあね。っても由緒ある家系とかじゃなくて、戦後のごたごたで成り上がった成金なんだけど。だから、私の大嫌いな成金趣味があちこちに見られる、本当にいい家よ」

　部長は腕組みをして言ったが、なぜかいつものような貫かん禄ろくが感じられないのはやはり服ふく装そうのせいなのだろうか。それとも、部長自身が弱っているせいなのだろうか。ハンストを続けた翌日ともなれば、栄養剤の点滴でも打ちながら静養していてもおかしくはない。

「さて、そろそろ敷地内に入るわよ」

　部長の言葉に、全員が窓の外を見やる。すると、巨大な鉄の門が音も立てずに左右に開いていくところが目にできた――のだが、普通の家ならば門に入ればすぐに車を止とめるところが、車はさらに奥へと進んで行く。周囲にはこの辺りでも珍めずらしい緑の数々。夏の陽光をめいっぱいに浴びて、その枝葉を思う存分に伸ばしている。

「って、車庫はどこにあるんだ、車庫は」

「屋敷の隣となりよ。この辺りは前庭だから、特に気にすることはないわ」

　前庭って。俺おれは心の中でツッコむ。

　俺の家にもささやかな裏庭がくっついちゃいるが、この「前庭」の中に、その裏庭は何百個入っちまうんだろうね。この分だと多分中庭とか裏庭とかもあって、藍あい園ぞの駅からほど遠くないこの辺りの地価がいくらくらいなのかは知らないが、それだけでこの家の金持ち具合が解わかるってものだ。

　――やがて車が森の小道のような前庭を抜けると、それはいっぺんに目に入ってきた。

　まずは、四階建てぐらいだろうか、アメリカあたりのおしゃれな学校の校舎のような建物が木々に囲まれて建っていた。それが母おも屋やなのだろうか、その左右にも似たような建物が並んでいて、二階あたりと四階あたりの二カ所で、空中廊下で中央の建物とつながっていた。

　それらの建物に囲まれるようにして大きな噴水があり、俺たちが走ってきた道はぐるりとその周りを回って、玄関前に小さなロータリーを形成していた。

　車はやはり音も立てずに屋敷前に停車すると、自動的に扉とびらが開いた。

　やはり車内は相当防音が効いていたのか、車から降りると途と端たんに周囲に響き渡る蝉せみの声がやかましいほどに降り注ぐ。同時に全身に汗が噴き出しはじめたのは、いうまでもなく冷房の効いた車内から外に出たためだ。

「ほら、降りて降りて」

　部長に急せかされて車から降りながら、とりあえず俺は、

「ありがとうございました」

　と言って運転手の――名前は忘れたが、運転手さんに頭を下げながら言った。

「防音ガラスだからそんなこと言っても聞こえないわよ」

　部長は言い放ったが、頭を下げた俺が見えたのだろう、運転手さんは優しげな笑みで俺に頭を下げ返してきた。同じように部長以外の全員が口々に運転手さんにお礼を言って車を降り――俺はここでようやく、目の前に立ちはだかる屋敷の正面扉の前に、一人の女性が立っていることに気がついた。

「おかえりなさい、白しろ音ね。お友達をご招待するのなら、前もって言って欲しかったわ」

　部長の母親だと思われるその女性は、部長とそっくりの目鼻立ちの、はっきり言って美人だった。ただし、目の鋭さから少し冷たさを感じるのは気のせいだろうか。今は白いスーツに身を包み、腕を組んで、扉とびらに背を預けている。

「急に決まったことだったから。……それに、どうせ大おお庭ばから連絡は行ってたんでしょ？　玄関で待ちかまえてるなんて」

　つんつんとした態度を隠しもせず、玄関へと上る階段を挟んで母と対たい峙じする部長。

　睨にらみ合いのような数秒の間まを置いて、部長の母は言い放つ。

「あなたが寄り道をしないかどうかの目付役も兼ねての出で迎むかえよ。あなたを学校前で拾ったら連絡するようにと言ってあったの。で、そちらのお友達は、例の――」

「電脳文化研究部の部員たちよ」

　そう言われて俺おれたちは慌あわてて頭を下げ、順に名を名乗り、挨あい拶さつをした。

「学校のことなんて滅めつ多たに話してくれない白しろ音ねだけれどね、ついこの前、少しだけ話してくれたのよ。今までずっと研究会としてがんばってきたのが、ようやく部になる、って。ただ、活動内容についてはよく知らないのよね。例えば昨日は何をしたのかしら？」

　部長母の質問に、みどりちゃんが元気よく答える。

「部長がお休みでしたので、レクリエーションとしてヂェンガなどをやってました」

「……懐かしいわね。あれは頭の体操になるのよね」

「はい。ちょっとした力学の勉強にもなると、副部長も仰おつしやってました」

「うちの子もね、小さい頃ころは一緒にやってくれたものなんだけれど――小学校高学年くらいからは、やっぱり友達と遊ぶほうがいいのね、相手をしてくれなくなっちゃったわ」

　部長母が少し寂しげに言う。それからようやく部長へと視線を戻して、

「――まあ、暑あつい中で話しているのもなんだし、上がってもらいなさい」

「あんたが通せんぼしてたんでしょ」

　部長は言うと、母親の横をすいと通り抜けた。それから俺たちを振り返り、

「さ、あんまり暑い中にいると熱中症になるわよ。あがって」

　そう言って、部長は扉を開けて俺たちに中に入るよう促うながした。

　なんとも居い心ごこ地ちの悪い空気の中、俺たちは部長母に会え釈しやくをしながら屋敷に入る。

　そこはもう本当に「漫画に出てくるようなお屋敷」であった。

　玄関ホール。一体何畳ほどの広さがあるのだろうか、外観にふさわしい立派な造りで、全体の色調は白で統一されている。吹き抜けの天井には豪ごう奢しやなシャンデリアがかかっており、夜でもないのに室内を薄く照らしていた。

「私の部屋に行くわよ。はぐれて迷子にならないようにね」

　部長が冗談交まじりに言うと、委員長がぽつりと、

「ち、これだからブルジョワは……」

　などと呟つぶやいたが、聞かなかったことにした。

　玄関で靴を脱ぬいで、これをどうしようかと迷っていると、すぐに一人の、三十前後と見られる女性が走ってきた。これほど解わかりやすい記号もないものだが、ヴィクトリア調の質素なメイド服に身を包み、頭にはホワイトブリムをつけている。これは部長の母がやらせたものなのか、はたまた部長がおもしろがってやらせたものなのか――

「おかえりなさいませ、お嬢さま。それに、ご学友の方々、ようこそいらっしゃいました。常つね日ひ頃ごろからお嬢さまがお世話になっております。履はき物でしたら脱ぬいでそこに置いておいてくだされば、私がきちんと整えておきますので、こちらのスリッパに履き替えてお上がりください」

「いや、それは悪いから――」

　俺おれが言いかけると、委員長に後ろから肘ひじを食らった。

「それが彼女の仕事なんだ。邪じや魔ましないでやれ」

「あ――ああ、そういうものなのか」

　全員がスリッパに履き替えると、部長に先導されて、俺たちはゆるやかな孤を描えがく階段を上った。階段にはぴっちりとした折り目のついた赤い絨じゆう毯たんが敷しかれており、この屋敷が広さだけではなく手入れの良さでも自じ慢まんできるものであることが解る。

「うわー、うわー、タイタニックの中ってこんなじゃなかったでしたっけ？」

「確かにこんな感じやったけど、そないなこと言うたら不吉やんかー」

　みどりちゃんと蒼あお子こさんが言うと、委員長がぼそりと呟つぶやく。

「西にし村むら家の隆りゆう盛せいと没落……」

「いいんちょ、勝手に没落させないで。――まあ、私が跡あと継つぎになったりしたら、没落もするかもしれないけどね」

「……跡継ぎって、部長の家って何の商売やってるんだ？」

　俺が尋たずねると、一同がしんと静まった。

「って、え、ヨースケ先輩って、ヨソから引っ越してきたとかですか？」

「いや、生まれも育ちも藍あい園ぞのだけど……」

「だとしたら、例のあれだな……この男、自分の周囲の状況というものを把は握あくする能力に著しく欠けている面が散見される情報弱者なのだ。……生きている価値もないな」

「いや、そこまで言わなくてもいいと思うんですけど……」

　柚ゆ木きが苦笑いをしながら言う。

「あー、情報弱者で悪かったな。それでも知ったかぶるよりはいいだろ？　で、答えは？」

　答えの前に、藍園という土地柄について少し話をしておこう。

　俺たちの住む藍園市は、西端を海に面した街である。と言っても、普段俺たちが暮らしている住宅地は市内のだいぶ東側にあるので、潮しおの匂においがしたりはしない。

　萌もえ深み線藍園駅を中心に、東側はごく普通の街である。一般住民向けの繁華街があり、アーケードの商店街があり、住宅街があり、その住宅街の中に藍園学園高校は位置している。もちろん俺おれの住む家もこちら側だ。

　しかし駅を挟んで反対側、藍あい園ぞの市のほぼ半分は、藍園ディスティニーランドというテーマパークに土地を占められている。全部のアトラクションを回るには三日はかかる、というくらいの巨大な遊園地であるため、世間の人々にとっては「藍園と言えばディスティニーランド」というのが普通の認識なくらいだ。だから藍園市は海の街であるのに海がない、などとも言われている。海岸線は全すべてランド内に収まってしまっているからだ。

　――さて。俺はこれから驚きよう愕がくの事実を聞かされることになる。

「その藍園ディスティニーランドの創立者、オーナーが、西にし村むら太た一いち郎ろう――つまりは部長の祖父にあたるわけだ。まったく、モグリどころの騒さわぎではないな。私は無知は罪ではないと考えるが、恥はじではあると思うぞ」

　委員長の辛しん辣らつな言葉にも、俺はまったく反論できなかった。

「それにしても」

　と、人差し指を顎あごに当て、小首をかしげながらみどりちゃんが言う。

「ディスティニーランドの創立者さんは、父方のお祖じ父いさんなんでしょうか？」

　別に誰だれに聞いたわけでもないような口調であったが、部長は答える。

「ううん、母方よ。――意外でしょ？」

「うむ……ディスティニーランドの創立者といえば、いわば藍園におけるエンターテインメントの王様だ。その孫がエンターテインメントを規制されているというのは……」

「そうやったんや……うち、てっきり父方のお祖父さんなんやとばかり……」

　蒼あお子こさんまで知らなかったところを見ると、部長がそのことを話題にするのも滅めつ多たにないことなのだろう。

　――と俺が考えたところで、部長が一つの扉とびらの前で立ち止まった。

「ここが私の居間になるわ。我が家のようにくつろいでいいからね」

「とりあえず聞いておくが、私の居間って言うからには、寝室は別にあるってことだな？」

　俺が聞くと、

「まあ、この部屋にベッドが無いんだから、解わかるでしょ？」

　ンな当然のように言われても、自室が二部屋以上ある奴やつなんて部長が初めてだ。そんなことを思いながら案内された部屋は、部長の部屋とは思えないほど整然と片付いていた。

　広さに驚くのはもうやめておこう。

　二十畳ほどのフローリングの室内の、右奥には部長の勉強机づくえとおぼしきものが置かれていて、部屋の中央には白いテーブル――何人で使うのを想定しているのかは知らないが、かなり大きなものだ。勉強机の後ろには巨大なテレビ。最後に、部屋の左側には本棚が置かれている――この配置に、俺は既視感のようなものを覚えていた。一体どこで、と考えていると、委員長がぽつりと呟つぶやいた。

「……ほぼ、部室と同じ配置だな」

「ああ、なるほど。俺おれも今、どこかで見た配置だな、と思ってたんだ」

　委員長の言ったとおり――改あらためて見るまでもなく、右手奥に部長席、その背後にテレビ、部屋の中央にテーブル、左手に本棚という構成は、部室のそれとまったく同じであった。

　ぽん、とみどりちゃんが柏かしわ手でを打つように手を合わせた。

「ひょっとして部長」

「……何よ？」

　ぎろり。みどりちゃんは睨にらむような部長の視線にもたじろぐことなく、

「枕まくらが変わると眠れないタイプですか？　繊細なんですね」

　部長は勉強机づくえの椅い子すへと腰を下ろし、

「悪かったわね！　どうせ修学旅行の時、枕持っていって笑われたわよ！　散々悩んだのよ、持っていって笑われてでもいいから安眠するべきか、持っていかないで寝不足のまま京都を見て回るか。でも私、京都には見たい場所がいっぱいあったし……」

　ぷい、と頬ほお杖づえをついたまま明後日あさつての方向を向いてしまう部長。

　……ちょっとだけ可愛かわいいと思ってしまったのは俺だけか？

「京都はいいところだ……神社仏閣はもちろんのことだが、私としては夕暮れの鴨かも川がわのほとりなどをプッシュしてみたい。――バカップルウォッチングに最適だ」

　委員長が言うと、部長は不意に思いついたかのように、

「そうだ！　合宿に行くわよ！」

　などと言いだしやがった。電脳文化研究部が、か？

「場所は京都！　何で？　なんていうモグリがいたら今すぐ名乗り出なさい、私の蹴けりで眠った頭を醒さましてあげるわよ！」

　俺はかなり胡う乱ろんな顔をしながら、

「もしかして、もしかするんだが、Ｎ天堂があるからとか言わんだろうな」

「あったりまえじゃない！　オフコースよ！　そんなの、見学しに行かないわけにいかないじゃない！」

「しかしＮ天堂のオフィシャルホームページによると、見学は受け付けていない、とあるようなんだが」

　部長は無言で足下にあったＰＣの電源を入れた。オフィシャルホームページでそれを確かめると、液晶モニターを両手でつかみ、

「ちょっとこの花札屋、少しくらい家庭用ビデオゲーム機の火付け役になって、それから三十年もの間第一線で活躍してるからって、いい気になるんじゃないわよ……？」

「誉ほめてるんだか脅おどしてるんだかわからんが、それはＮ天堂代表ではなくただの液晶モニターだ。何も答えは返ってこないと思うぞ」

　俺おれが冷静にツッコミを入れていると、みどりちゃんが横から、

「でもでも、それを知っているってことは、ヨースケ先輩もＮ天堂の見学について調べたことがあるってことですよね？」

「ああ、中学の修学旅行の時にな。つっても、こいつみたいにマジメ……なのかどうかはしらんが、もっとお遊び的な雰囲気だったけどな。京都って何あるよ！　Ｎ天堂！　ぐらいの勢いで、調べてみたら見学はできんと書いてあった」

「……まあ、いいわ」

　部長はｗｅｂブラウザを早々に閉じ、足を組んでこちらを振り返った。

「なんでもいいけど、なんであんた達いつまでも立ってるのよ。ちゃんと座布団も敷しいてあるでしょ？　ほら、蒼あお子こはいつもの位置に座ってるじゃない」

「あ、ああ……って、いつもの席順で座るのか？」

　しかしここは狭せまい部室ではない。

　いつものように俺が座ると、部長の学習机づくえは俺の左後方に位置することになり、部屋主に思いっきり背中を向けることになる。

「テーブル、部室のよりでかいし、俺は桃とう香かちゃんの隣となりに行けばいいんだな」

　そう言って、テーブルの丁度対面に腰を下ろす。桃香ちゃんが少しよけてくれたのが右だったので、俺の左隣にみどりちゃんが来ることになったのだが――

「みどりちゃん？　なんか顔が赤いみたいだけど、熱でもあるのか？」

　そう言って俺が顔を覗のぞき込こむと、みどりちゃんはワンテンポ遅れて、

「ひゃん！」

　と、まるで電流でも流されたかのように、びくんと跳ね上がった。そして、

「あ、えと、ヨースケさん……」

　と言って、両手をもじもじさせながらうつむいてしまう。

「？」

　俺は少し考えて――

「ひょっとして、委員長」

　委員長は素そ知しらぬ顔をして、

「言っておくが、私から無理に勧すすめたりはしていないぞ？　今日の部活中、お前と白しろ音ねが対戦をしている間、暇だったのだろうな、あのゲームをやらせてくれないかと言い出してきたのはみどりのほうだった。まあ、私がそれを歓かん迎げいし、どの選択肢を選べばみどりの望むエンディングに辿たどり着けるか指南したのは確かだが」

　みどりちゃんは慌あわてて両の手をぱたぱたと振って、

「ち、違います。あ、あたしは、その、ヨースケさんとあたし――じゃなくて、ミドリが迎むかえるハッピーエンドが見たいって言っただけなんです。それなのに、」

「幸福なことではないか。互いに肉欲を貪むさぼりあう仲になるというのは」

　俺おれは、はああああ、と深いため息を吐ついた。

「委員長、みどりちゃんをおかしな色に染めないであげてください。お願いします」

「ふふん。朱に交まじわって赤くなるようなのは、所しよ詮せん自分を持っていない人間だぞ？」

　などと俺たちが会話していると、部長が勉強机づくえに置かれていたファミレスの店員呼び出し機のようなものを押した。すると程なくして、

　こんこんこん。

　扉とびらがノックされ、俺たちは会話を中断して姿勢を正した。ただ一人横柄な態度の部長が足を組んだまま、

「開けていいわよ、めぐみ」

　と答えると、ゆっくりと扉を開けて、先ほどのメイドさんよりも十歳ほどは若い、可愛かわいらしいメイドさんが現れた。――と感じてしまったのにも理由があって、今度のメイドさんは先ほどのメイドさんが着ていたような正統なメイド服ではなく、フリルのついたエプロンドレスにミニスカート、オーバーニーソックスを身につけた「萌もえメイド」の典型のような姿をしていたからだ。

「お呼びですか、白しろ音ねさま」

「めぐみ、たしかドラゴーネのパウンドケーキを買ってあったわよね？　チョコレートのを、七人分に切って持ってきて」

「はい。かしこまりました」

　ぺこりと一礼した胸元からブラが丸見えになっていて、俺は視線を外す。このメイド服、なんだか知らないがやたらときわどいラインで体を包むようになっている。誰得だ。

　めぐみさんが部屋を出ていくと、委員長がにやりと笑った。

「顔が赤いぞ、ヨースケ？」

「……一応言っておくが、俺はああいうやたらと扇せん情じよう的てきな格かつ好こうより、厚着で可愛く着飾ってるほうが好きなんだ。委員長こそ、ああいうメイドに無む茶ちやな命令するようなゲームとかやってるんだろ？　間違ってもめぐみさんにおかしなこと言うなよ？」

　俺が言うと、委員長は盛大にため息をついて、

「私は確かにアダルトゲーム好きだが、どちらかと言えば純愛ゲーム志向なのだ。その手のゲームに触れた事は数えるほどしかない。――それに付け加えれば、ゲームの世界と現実の世界を混同するほど人間終わってるつもりもない」

　俺たちの会話を聞いていた部長が、呆あきれた様子で割り込んでくる。

「……なんでもいいけど、今のが私専属のメイド、めぐみよ。あとで自己紹介もさせるつもりだけど」

「専属のメイド……俺たち庶しよ民みんとは暮らしからしてまったく違う感じだな」

　俺おれが言うと、部長は苦い顔をして、

「まあね、ほら、成金だからさ。美しいお金の使い方ってものを知らないのよ、私の両親も、私自身もね」

「それを言うたら日本人はみーんな美しいお金の使い方なんて知らへんって、何かの本で読んだことあるで。基本的に日本なんて戦後成金の国やから、ヨーロッパあたりみたいにお金持ちの文化が根付いてあらへんのやって」

「……今更なんだが、なんつーか、蒼あお子こさんは普段の言動はマトモなんだよな」

「へ？　なんや？　うち、どこかおかしいん？」

「いや、ライトノベル好きってのは分かるし、そこから派生する感じで占いに詳しいっていうのがいいとしても……」

「蒼子さん占い、ってのが胡散臭いんですよ」

　と、柚ゆ木きが俺の発言に乗っかる形で続けた。

「オリジナルの占いってだけでもアレなのに、それで的中率百パーとか言っちゃうんですから……実際、蒼子さん占いってどんなのなんですか？　蒼子先輩」

「それは秘密やー。でも、そや、それで思い出した。今朝の占いで、ヨースケくん、今日はいつもと変わったことはせんほうがええて出てたんや。多分やけど、その席にいるのはやめといたほうがええんとちゃうかな」

「……やけにピンポイントな占い結果だな」

「蒼子さん占いには従したがっておいたほうがいいわ。こっちに来なさい」

　部長に促うながされて、俺は柚木と委員長の間の席に移る。その直後、

　こんこんこん。

　扉とびらがノックされた。

「いいわよ、めぐみ。入ってらっしゃい」

「はい、失礼します」

　と、扉を開いてから、めぐみさんはワゴンに載せたトレイを二つ、再び手の上に載のせて室内へと入ってこようとした。

　その時だった。

　めぐみさんは何の拍子にか、バランスを崩くずした。

　トレイの片方が手から滑り落ちて、それを空中でキャッチしようとしたことが事態を悪化させた。伸ばした指先がトレイの端はしをかすめ、回転モーメントを与えた。結果としてトレイはくるりと前方回転をしながら孤を描えがいて宙を飛び、つい先ほどまで俺が座っていた席に落下した。ティーカップやソーサーは割れて粉々になり、そして何よりもたっぷりと熱ねつ湯とうの入っていたティーポットが砕けて、座布団をべしゃべしゃに濡ぬらした。

「ひゃっ」

「きゃん」

　桃とう香かちゃんとみどりちゃんは咄とつ嗟さに左右に避よけたため、被ひ害がいはなかったようだった。

　――もしも俺おれがあの席に座っていたら、と思うとぞっとする。熱ねつ湯とうをかぶるのはまぬがれなかっただろうし、運が悪ければポットが頭に直撃していたことすら考えられる。

「あ、す、すみませんっ！　どなたもお怪け我がはされていませんか？　お湯はかからなかったですか？　今すぐに片付けますので、少々お待ちください」

　と、慌あわててめぐみさんが飛び散った欠片かけらを拾い集め始める。

　蒼あお子こさんがやんわりと微笑ほほえみ、

「よかったでー、さっき思い出しとって」

　と言って、部長はそれがまるで自分の手柄のように、

「ほらね？　蒼子さん占いは絶対当たるんだから」

　などと言った。

　――謎なぞは深まるばかりである。



　　　＊



　さらに幸いなのは部長の部屋がフローリングだったことだろうか。ティーカップやらソーサーやらの大きな破片を拾ったあと、掃そう除じ機きで細かい破片を吸い取り、水みず拭ぶきとから拭きを一回ずつするだけで床も綺き麗れいになった。ただ、座布団だけは水浸しになってしまったので、先ほど洗濯のほうに回されたが。

「わ、このパウンドケーキ、美お味いしいですねっ」

　各人に二きれのパウンドケーキが載のった皿と紅茶とが行き渡ると、みどりちゃんが早速パウンドケーキを口に運び、思わずといった感じで声に出した。

　俺も試しに食べてみる――これは美味しい。そしてまた、それに添えて出された紅茶のうまいこと。やっぱり金持ちの家の紅茶は違うのか？

「なあ、この紅茶って、何て茶葉なんだ？」

　きっと聞いたこともない名前を言われるんだろうけどな――

　そう思って尋たずねたのだが、めぐみさんが花がほころぶように微笑んで、

「ダージリンのストレートティーです」

「ダージリン……って、午後ティーとかのあれですか？」

　柚ゆ木きがたずねると、背後から声がかかった。

「いくらソフトドリンクとしてあれが美味しいとしても、きちんと淹いれた紅茶にかなうものではないわ。もしも美味しいと思ったなら、めぐみを誉ほめてあげることね。……それと、その生チョコのパウンドケーキも美味しいでしょ？　ドラゴーネっていう天然酵母のパン屋のなんだけど、最近のお気に入りで、週に一度は買ってきてもらってるの」

「ああ、正直俺おれは甘い物はどっちかっつーと苦手なんだが、これならいけるな。……まあ、めぐみさんの紅茶のおかげもあるんだろうけど」

「そんな、もったいないお言葉です」

　めぐみさんが照れ笑いを浮かべる横で、委員長がぽつりと言った。

「それはいいんだが、今日ここに来た目的が一切果たされていないのだが」

「そうだった！」

　俺は拳こぶしを固めて立ち上がった。

「どうだろう、まずはめぐみさんから味方に引き込んでみるのは」

「めぐみならとっくの昔から、私がゲームやってること知ってたわよ」

　部長は当然のように言う。

「っていうか、めぐみも相当なゲーム好きだからね。ＤＡＮＰＥＹダンペイのためだけにワンダーダック買って、結局専用機のまま終わっちゃったくらいだし」

「ああ、それは解わかる。俺もＤＡＮＰＥＹのためだけにワンダーダックを買ってもらったクチだからな。んで、結局他ほかのソフトっていうと、何も買わなかった」

　初めてＤＡＮＰＥＹをプレイしたのは友達の家だったが、夢中になって何時間もプレイして、友達との仲が微妙になったほどだ。で、それが自分の手元にないのが辛つらくて辛くて、誕生日プレゼントを四ヶ月も先取りして買ってもらったのだ。

　しかし、それに対して部長の場合は、自分のものにするどころか堂々とプレイすることすらできなかった。それがどれだけキツいことかは、ゲーマーの俺にはよく解る。

　と、みどりちゃんが小さく挙手をして、

「あの、ＤＡＮＰＥＹって、なんか折れ線グラフみたいなゲームですよね？　あたしやったことないんですけど、なんであれがＤＡＮＰＥＹって名前なんですか？　漢字で書くとしたら団兵とか段平とかですけど、丹下さんとかは関係ないですよね？」

　この場でこの発言をして許されるのは、みどりちゃんと柚ゆ木きくらいのものだっただろう。もしも俺が口にしていたら問答無用で蹴けり倒されそうな言葉だが、部長はため息をついただけだった。

「みどり、ゲーマーボーイの生みの親の名前ぐらい覚えておきなさい。ＤＡＮＰＥＹっていうゲームはね、偉大なるゲームクリエイター、横井団平さんの遺作なのよ。そこで制作陣が団平さんに敬意を表して名付けたってわけ」

「ふむむ、そうなんですか」

　みどりちゃんは頷うなずいて、それからすぐに頭かぶりを振った。

「って、じゃなかったです。部長のゲーム禁止令を解とくために、あたしたちはここに来たんじゃないですか！」

「いや、だからそう言っているではないか……」

　委員長が呆あきれたように言って、

　部長は何か思うところありそうに長い髪をかきあげた。

「それじゃあ、会ってみる？　うちの母親に、もう一度」



    

  
    
      


８　前哨戦





　俺おれたちがめぐみさんに部長の母親への面会を申し出ると、わざわざ応接間へと通された。

　学校の教室ほどの広さの部屋の中央には十人以上も席に着けそうな長テーブルがあり、一応はお客様であるところの俺たちは窓側の席、上座へと回された。ただ一人部長だけが入り口から見て右手にある席に座る。

　改あらためて室内を見回す。

　金持ちの家の金持ちらしい部屋。――委員長が言っていた言葉を思い出す。日本人は金持ちに慣れていないのだ、と。だから右向け右で同じような部屋になってしまうのだろうか。絨じゆう毯たんはなんらかの獣のものらしく、入り口には頭の部分があったし、照明は相変わらずのシャンデリアで、壁から鹿しかの頭が生えていたりする。

（……ここまで来るとむしろ笑えるな。どっかの金持ちの家の応接間の写真でも見せて、その通りに作れって建築家にお願いしたんじゃねえか？）

　などと思っていたのも数分のこと、部屋の扉とびらがノックされて俺たち六人は身構える。

　が、扉から現れたのは最初に屋敷で挨あい拶さつしたヴィクトリアンメイドで、一瞬空振りしたのかと思った俺たちにかけられた言葉は、

「野の菊ぎくさまをお通しします」

　だった。そして大きく扉とびらを開くと、そこには既すでに、先ほどの白いスーツに身を包んだままの部長母――西にし村むら野菊が立っていた。瞳ひとみをふせがちに、俺おれたちと相対するようにテーブルの反対側へと座る。それからちらと部長の方に視線を投げた後に、

「なるほど、用件は解わかりました」

　と言いきりやがった。部長が立ち上がり、

「ちょっと、みんなはまだ何も、」

「あなたは黙だまりなさい」

　言いかけたところをぴしゃりと先制される。

「どうせビデオゲームの件なのでしょう？　白しろ音ねがあなたたちに説得を頼んだの？」

「違います」

　俺はきっぱりと言った。

「部長からはどうして休んでいたのかだけ、むりやり聞き出しました。それで、同じゲーム好きとして黙っていられなくてやってきました」

　俺の言葉に、野菊さんはちらりと部長を見る。部長は再び椅い子すに腰を下ろし――足も組まず、腕も組まず、そろえた両足の膝ひざに手を載のせていた。

　その様子から何を見てとったか、野菊さんは、

「なるほど、嘘うそはないようね」

　と、尊そん大だいな口調で言った。

「それじゃあ聞くけれど、あなたたちが好んでいるようなゲームが若者の暴力傾向を助長して陰惨な事件を起こしていることについて、どう思うのか聞かせてくれるかしら？」

　決めつけてきやがった。

　俺は今すぐにでもテーブルを叩たたいて立ち上がりたいところであったが、それを察したのか、委員長の手がすっと伸びてきて俺に抑おさえるようにと示しめした。なるほどそうだ、今ここで暴力の片へん鱗りんのようなものを見せれば、それこそ向こうの思うツボだ。

　答えたのは、蒼あお子こさんだった。

「まず、その関連性が証明されておらへん。例えば、うちはあなたの言うようなゲームやアニメや漫画が好きやけど、そないに暴力的に見えますか？」

　野菊はちらりと蒼子さんを見やったが、それに答えることはしなかった。与くみしやすきは俺とみたのか、ただじっと俺に視線を合わせている。俺はそれをあくまでも冷静に睨にらみ返しながら、何も言わない。

　野菊は静かに続ける。

「実際に、五十年前と比べて日本の殺人事件の件数は減っているのに対し、中学生、高校生による暴力事件が増えているということは知っているわね？」

　蒼あお子こさんが再び割って入る。

「確かに知っとりますけど、それとゲームやアニメや漫画などとの間に関連性が見えへんやないですか。今、この話に対して出すのに適した事例やとは思えません」

　しかし野の菊ぎくはそれに反論をしない。

　仕方がないので、俺おれが付け加えることにする。

「ではあなたは、俺たちがいつ犯罪を犯してもおかしくないような連中だと思っているんですか？　あなたによって育てられた、あなたの娘であるうちの部長を含めて」

　痛いところをついてやった――そう思ったのは一瞬だけのことだった。

「もし白しろ音ねが暴力沙ざ汰たでも起こしてニュースに取り上げられたら、私はこう答えるわ」

　そして野菊は、口の端はしに勝ち誇ほこったような笑みを浮かべながら続けた。

「もしかしたらと思っていました。うちの娘は、私に隠れてビデオゲームをやっていたんです。悪影響を及ぼすことがあるとわかっていたのに、止とめられませんでした……とね」



　　　＊



「ね、だーから言ったでしょ？　話しても無む駄だだって」

　俺たちは今、各自の家の前まで送ってくれるという部長の言葉に甘えて、再び例のリムジンに乗り込んでいた。

　俺たちは一様に、不ふ機き嫌げんを隠しきれずにいた。

　俺のことは言うまでもない。ただ単に俺たちが犯罪者予備軍として見られていることへの純粋な憤りと、俺たちの話に耳を傾けようともしない態度への怒りだ。

　みどりちゃんは健けな気げにもいつもの笑みを浮かべていたが、それが無理をして作っている笑顔であることがなんとなく感じられた。

　蒼子さんは怒って当然だった。

　あの場で唯ゆい一いつ冷静に野菊に対応していた蒼子さんであるが、その全すべてがことごとく無視された。確かにあれならば野菊は論破されない。なにしろ議論をしていないのだから。

　柚ゆ木きはこちらサイドでただ一人ゲームやアニメに触れていない立場であったが、やはり野菊の態度自体に不満があるのか、むすっとした顔をしていた。

　そして、静かではあるが、最も怒りを燃やしていたのは委員長だった。

　なんでも委員長の言によると、アダルトゲームの自主規制はもう始まっているらしい。日本にはアダルトゲームの流通経路に備えられた二つの倫理機構があるそうなのだが、その片方が、特に過激なゲームの表現をなるべく柔らかくしようね、という態度をとっているらしいのだ。

　そして、これも俺は知らなかったのだが――

　漫画やアニメやゲームなどにも、今、規制がかけられようとして実際に審しん議ぎされたりしているというのだ。

　アダルトゲームの問題に怒り心頭の委員長を見て、対たい岸がんの火事のように思っていたのが嘘うそのように、俺おれの中に不安は広がっていく。

　過激な表現を含んだ漫画はたくさんある。

　例えばバトルもの。

　例えば恋愛もの。

　例えば推理もの。

　俺の好きな漫画の中にだって、魔術を使って敵を打うち砕くだくヒーローが出てくるものはあるし、恋愛の結果として性交に及ぶものだってあるし、推理モノなんかはそもそもが死体の登場なくしては始まらなかったりもする。

　それらが規制された時、あとにはどんな漫画が残るのだろうか。

「どうしたの、ヨースケ？　マジな顔で考え込んじゃってるけど」

　気がつけば部長と二人だけになっていた。どういう周回コースを選んだのかは知らないが、リムジンは藍あい園ぞの市内を駆けめぐり、あとはもう俺を送っていけばおしまいというところだった。豪ごう奢しやな車内には、俺と部長だけが残っている。

「いや……さっき委員長が言ってた、例の規制関係のことでな。ゲームとか漫画とかアニメとか、そういったアキバ系文化に偏見を持ってるオジサンオバサンはたくさんいて、適当にそれらを抑圧する政策をでっちあげている政治家の支持率はあがって、それに表だって反対している議員の数は自然と減って、そうなれば――」

「黙だまって」

　部長は静かに告げた。

　その声には冷たい熱がこもっていて、俺は言葉を飲み込む。

「そんなの五年も六年も前から問題になってたのよ。ただヨースケが知らなかっただけ。去年は本気でヤバいとこまで行ったらしいんだけど、結局うやむやに終わったわ。反対層の声も小さくなかったっていうことだしね」

　俺は部長が意外とそういった事情に詳しいことに驚きながら、そういえば、と思い、

「前に桃とう香かちゃんの成績を聞いたことがあったけど、部長はどれくらいの成績なんだ？」

「私の成績？」

　聞かれると、部長はつまらないことを聞かれたという顔をして、

「前に話したの、忘れたの？　蒼あお子こさん占いのおかげで試験は完かん璧ぺきなんだってば。今度の期末で確かめてみるといいわ、蒼子と二人でワンツーフィニッシュ決めてるから。あ、そこにヨースケも混ざってくるとなると、電脳文化研究部は相当な成績上位者の集団になるわね。それって部員募集に使えないかしら」

「それで蒼あお子こさん占いが部員全体に広まったら、情報なんてのはどっかしらから漏もれるもんだからな、多分学校全体にまで蒼子さん占いの結果が流れるぜ？　そうなればあとは素の学力での勝負になるんだが、それを解わかってて言ってるのか？」

　俺おれが言うと部長は、

「――そうね。部員は七人もいれば充分。少数精せい鋭えいよ」

　あっさりと撤回した。

　来年の春にはどんなかたちにせよ新人勧誘ぐらいしておかないと、再さ来らい年ねんの春には部員がみどりちゃんと柚ゆ木きだけになってしまうことは理解できているのだろうか？

　部長はそれから、いつものように組んでいた足を下ろし、急に横を向いて前髪をいじりはじめた。なんだ？

　シャンデリアの明かりの中、軽くその頬ほおが紅こう潮ちようしているように見える。

「あの、さ」

「ん？」

　俺が顔をあげて部長を見ると、部長はますます顔を奥へと向ける。まるで自分の顔を見られたくない、とでもいうかのように。

　そして部長は、気をつけていなければ聞こえないくらい小さく、この車がリムジンではなく普通の車だったら雑音にかき消されてしまうほど小さな声で、

「……ありがと、ね」

　と言った。

　俺は眉まゆ根ねを寄せて、

「なんだ？　礼なんて言われるようなことした覚えはないぞ？」

「したじゃない」

　部長の顔がうつむいていく。

　長い髪が垂れ、現れた耳は真っ赤に染まっていた。

「私の家に友達が来るのなんて初めて。それも、私のために、なんて。……そもそも、みんなが今日うちに来てくれたのは、ヨースケのおかげなんでしょ？　ヨースケが部長の家に行くって昨日から騒さわいでたって、蒼子から電話で聞いてる」

　俺はなんとなく気き恥はずかしい気持ちになって、部長から視線を逸そらした。

「……俺はゲーマーだからな。そりゃ、へたれゲーマーだけどよ……ゲームができない辛つらさってのは解ってるつもりだから、口を出さずにはいられなかった。ただそれだけのことだ。まあ、これが原因で余計に部長の首が締しまるようなことがなければいいな、と、今はそう思ってるよ」

「……」

　部長が黙だまり、俺が黙り。

　リムジンの静かな車内には、沈黙だけがたゆたっている。

　ただ、それはけっして嫌な沈黙ではない――

　なんといえばいいのだろう、この居い心ごこ地ちの悪くない空気は。

　考えて――思い当たる。

　――これは、部室にいる時のあの空気だ。

　俺おれは改あらためて、この電脳研の部長が、ここにいるフリル――今は制服を身にまとっている、フリル部長なのだと思い知った。

　彼女のもとだからこそ、みんなが楽しめるのだ。

　桃とう香かちゃんは天てん真しん爛らん漫まんに振る舞い、

　みどりちゃんはいつでも微笑ほほえんでいて、

　蒼あお子こさんがぼけらっとした口調でみんなの暴走をいさめ、

　委員長は自分勝手なように見えて、いつでも部室の空気を読んでいるし、

　柚ゆ木きだってなんだかんだ言って、早くも部に馴な染じみつつある。

　それらの根こん幹かんにあるのはやはりこの部長の存在で、だからこそ部長がたった数日休んだだけで俺は落ち着かなくなって、部長の家に直じき訴そしに行くべきだと言ったのだ。

　リムジンがゆっくりと停車する。

　いつの間にか窓の外には見慣れたブロック塀べいの道があって、リムジンには似つかわしくないことこの上ないなと思わされた。



    

  
    
      



    

  
    
      「それじゃあ部長……今日はありがとな。また明日、学校で」

「休むんじゃないわよ？　あんたがいないと格ゲーの相手に困るんだから――二十戦ぐらい連敗したあたりでみんなやめちゃうのよ。百戦以上も付き合ってくれるのはあんたぐらいよ。おまけに最近は私の技を盗みつつある発展途上みたいだし、相手をしていて面白いったらないわ」

「へっ、明日こそ一勝ぐらいもぎとってみせらあ」

　俺おれは既すでに開いていたリムジンのドアから道路へと降り立った。

　夏の夕暮れの熱気が、一気に体を包み込む。背後でリムジンの扉とびらが音もなく閉まり、ろくにエンジン音すら響かせずに走り去っていく。

　――俺は今日の出来事を思い返しながら、小さく息を吐はいた。

（西にし村むら野の菊ぎく……か。越えるにはちょっと、キツい壁だぜ？）



    

  
    
      


９　星空と二人





　翌日の放課後。

　部室に行くと、珍めずらしく部長が一人でストⅣをプレイしていた。

　みどりちゃんと桃とう香かちゃんは何やら六角形のパネルを使った非電源のゲームをやっていて、蒼あお子こさんは同じテーブルについてはいるものの何かの文庫（おそらくはライトノベルだと思われる）を真剣に読んでいる最中だった。委員長の姿は見えないが、おおよそ例によってＰＣに向かっているのだろう。

「ん、柚ゆ木きは？」

「あの子ならさっきちょこっと顔出して、今日は早く帰るって言い残して出てったわよ。ヨースケが来るまでの間に鍛きたえてあげようかと思ってたのに」

「ふむ」

　俺はいつもの席に座って部長のプレイを眺ながめる。

　キャラクターはいつも通りのキャミ子であったが、気分転換か何かなのだろうか、普段は使わない通常攻撃をいろいろと試しているところのようだった。

「……いや、確かにあんまり使わない技で牽けん制せいなりするのはアリだと思うけど、コンボの最中にわざわざ総ダメージが低くなるような技を入れても意味が無いんじゃないか？」

　今日もフリルの代わりに制服を身にまとった部長は、

「まあ正論なんだけど……柚ゆ木きと対戦する時に使おうかと思ってね」

「ああ、なるほど」

　つまり、見分けの付きにくい接せつ待たいプレイというわけだ。俺おれになら一発で手加減していると解わかってしまうが、柚木にはまだ解らないだろう。俺はそれに納得してから、

「なんか入部がドタバタに乗じてみたいな感じだったから柚木には悪感情を持ってるんじゃないかと心配してたんだが、やっぱりちゃんと考えてくれてるんだな。俺から礼を言っておくよ――ありがとな、部長」

「べ、別に感謝されるようなことじゃないわよ。私は部長だから、経けい緯いがどうであれ、入部した部員にはなるべく楽しんでもらいたいだけ」

「理り屈くつで言えばそうなんだろうけどな」

　それができる奴やつはあんまりいないんじゃないかと俺は思う。やはり「部長」になるからには、それなりの資質なり能力なりがあるということなのだろう。

「そんなことより、ちゃんとした対戦するわよ。ヨースケ、早く乱入してきなさいよ」

「ちゃんとした、って、俺にももうちょい手加減が必要だと思うんだが。いや、今でも手加減してくれてるのは分かってる。だが、部長とはもう何百戦やったか分からないくらい対戦してるってのに、まだ一勝もできてないんだぜ？」

「それはそうよ。私は曲がりなりにも日本一なのよ？　ラウンドをあげることはできても、勝ちまでは譲れないわ――それに」

「それに？」

　スタートボタンを押して対戦に入り、いつもどおりジャガーットを選ぶ。ラウンドが開始し、俺も部長も開幕と同時にフロントダッシュして、画面中央での攻防となる。

「気づいてないのかもしれないけど、私、ヨースケに１ラウンド取られた時には本気を出すことにしてるのよ？　この部の中で私が本気を出さなくちゃならない相手は、今のところヨースケだけなんだから」

　通常技の当たり判定では圧倒的にキャミ子を上回っているはずの俺のジャガーットなのだが、それでも五分の攻防になるのは部長の腕が圧倒的に俺より上だからだ。――いや、腕というと語ご弊へいがあるかもしれない。部長は敵の次の手を読むのが異常にうまいのだ。そして「もしも読みが外れていたら」という考え方をしない。

　それをじゃんけんに例えれば、相手がチョキを出してくると読んだ時に「パーを出さない」という保守的な考え方をしないということだ。グーを出して勝ちに来る。そして後からよくよく考えてみると、俺はチョキを出したのではなく、出させられたのだということに気づく。部長のプレイはまさにそういうスタイルなのだ。

「……まあ、キャラセレクトの時点でハンデはもらってるからな。ラウンドくらい取れないとおかしいんだ」

　結局ラウンドを２つ続けて取られて、俺おれは敗北する。

「だから」

　と言って、俺はもう一度スタートボタンを押して再戦を挑いどむ。キャラクターセレクト画面で、俺は部長のカーソルが止とまっている場所にカーソルを合わせ、ボタンを押した。キャミ子同士の対戦が始まる。

「俺は同じ土ど俵ひようで勝負することに決めた。行くぜ、部長」

　ラウンド開始と同時に二人のキャミ子は前進し、全く同じタイミングで全く同じ牽けん制せいの立ち中キックを振る。互いのハイキックがぶつかりあって、二人は同時に体勢を崩くずす。

「おもしろいじゃない」

　にい、と部長が笑う。二人は同時に足下を射い抜ぬく回転蹴げりを放ち、ぶつかりあって同時に転ぶ。部長のキャミ子には散々やられてきた俺だ、その戦法を盗むには充分な試合数を重ねたと思う。あとは、部長がどこまで裏をかいてくるかを読み切るだけだ。



　――まあ結果から言っちまえば、それで勝てるくらいなら部長は日本一の称号を四年間も守り続けていなかった、ということになるんだが。

　それでも。

「なんとか防衛戦成功ってところね――楽しかったわよ、ヨースケ」

　部長からその言葉を引き出すことができて、俺は満足していた。

　部長が「部員のみんなに楽しんでもらいたい」と考えているならば。

　その部長を誰だれかが楽しませてやらないとな、と、俺はそんなことを思ったから。



　　　＊



「ただいまー」

　玄関で靴を脱ぬぎながら、すぐに気づく。

　見慣れない水色の可愛かわいらしいミュールが揃そろえて置かれていることに。

　いくら若作りだとはいえ、もし母さんがこれを履はいていたら俺だって引く――ことぐらいは当人でも分かっているだろう。

「柚ゆ木き、来てるのか？」

　俺はまずダイニングキッチンを覗のぞいたが、柚木が料理をしているというようなことはなかった。怪け訝げんに思いながら隣となりにある居間に行くと、こたつに横になって眠っている母さんと、こたつに座ってうつぶせになり、居眠りをしている柚木の姿があった。

　俺おれはどうしようかと考えたが――とりあえず、柚ゆ木きの傍らに置かれているビニール袋に目をとめた。いなりやに寄って来たのだろう、中にはもやしと、30％オフのシールが貼はられたジャージャー麺めん（二人前）の袋が二つ入っていた。ひっくり返して裏面の「作り方」を見ると、お湯で一分茹ゆで、もやしをくわえて更に一分茹でれば完成らしい。

（まあ、これなら手軽に作れるし、楽はできるんだが――まさか麺だからって、それだけで済まそうと思ったんじゃあるまいな？）

　俺はこれに合ったサイドメニューを考える。柚木は辛いものが得意だからいいとして、母さんは辛いものは好きなんだけど弱いというよく分からんことになっている。辛いものの箸はし休やすめになるような何か――

（梅肉を入れたポテトサラダでも作るか）

　と、俺が台所に向かい、早速じゃがいもの皮を剥むいていると、

「て、洋よう介すけ、待って待って、今日は私が夕食の支度するからっ！」

　どうやら物音で目覚めたらしい柚木が、慌あわてて居間からやってきた。

「……どうせお願いがあるんだろ？　こっちにもそれほど余裕はないぞ」

「昨日の事でしょ？　それは分かってるし、今日はお願いもないわよ」

「本当か？　どうにもこう、お前が来ると頼まれごとってイメージしかないんだが」

　俺が言うと、柚木は頬ほおをぷうっと膨らませた。

「むー、だいたい洋介はアレよ、男子厨ちゆう房ぼうに入るべからず、って言葉を知らないの？」

「時代錯誤も甚はなはだしい。そりゃ男女不平等だろ」

「いいから、洋介は休んでてよ。これ、後はどうすればいいの？」

　――まあ、ここまで言ってくれているものを無む碍げに断るのもナニか。

　俺はそう判断すると、

「じゃがいもはこのあと細切りにして、さっと茹でる。茹ですぎは厳禁な。そこに梅肉とマヨネーズを和あえたソースを絡めればできあがりだ。前に食わしたことあったろ？」

「あー、あれね。了解。それじゃ後はこっちに任せて、こたつでくつろいでてよ」

「んじゃまあ、お言葉に甘えるとしますか……」

「♪」

　柚木はなんだか嬉うれしそうに、じゃがいもを細切りにする作業にとりかかった。

　俺はそれを横目に見ながら、居間へと戻る。

「しっかし、年がら年中寝てるな、母さんは」

　俺が言うと、どうやら浅い眠りにいたらしい母さんは目を開けて、

「ん……おはよ、洋ようちゃん」

「午後六時半に言う言葉でもねーな」

　母さんはもそりと起きあがると、乱れた髪を手て櫛ぐしで直しながら、

「……柚ゆ木きちゃんが来た夢見てた」

「夢じゃない。柚木なら今、夕飯の支度してる」

　俺おれがそう言うと、母さんは自分の隣となりの席の座布団をぽんぽんと叩たたき、

「ここに座って座って」

　などと言う。断る理由もないので、俺はその席に腰を下ろす。

　すると母さんは、ぽてりと倒れ込むように俺の足へと頭を落とした。

「へへー、あかねさん、聞いちゃったぞ」

「……何をだよ？」

　最も早はやどかせることは諦あきらめて、それを問う。母さんはにへへー、と笑って、

「こないだも言ったばっかりだけど、洋ようちゃん、ホントにお父さんに似てきたねー。昨日、女の子のために、その女の子の家まで行ったんでしょ？　そういう『やるときはやる』ってところが、もの凄すご～くお父さんそっくり」

　前述のとおり、やるときはやる男だった父さんは、警察官だった。普段は頼りないひょうろくだまだったくせに、コンビニ立てこもり強盗事件の折に人質をかばい、犯人を現行犯逮捕するきっかけにはなったが、結果「二階級特進」した。ろくなことじゃない。

「あかねさん、洋ちゃんに惚ほれ直しちゃいそう～」

「頼むからやめてくれ」

「ぷ～。……なんであかねさんが洋ちゃん帰ってくるといつも寝てるのか、知りたい？」

「……なんでだよ？」

「それは、洋ちゃんが起きて家にいる時間は、ずーっと起きていられるように、なの」

　言いながら、つん、と俺の額をつついてくる母さん。

「……じゃあ帰ってくる時間くらい把は握あくしといて、起きとけよ」

「えへ～、それはあ、洋ちゃんが優しーく起こしてくれないと」

　俺は、はあ、と溜ため息いきを吐つき、

「まあいいが、それよりそろそろどいてくれ。また柚木に見られかねない」

「……って、ホントに仲良いわね、あんたら親子は」

　時すでに遅しであった。ダイニングキッチンから通じている扉とびらを開いた柚木が、呆あきれ顔で俺たちを見ていた。……くそ、またこんなところを見られたじゃないか。

「……子離れのできんバカ親なんだ、勘かん弁べんしてくれ」

「って言っても、悪い気はしないんでしょ？」

　なぜかわずかにトゲのある声で柚木は言って、

「いちゃいちゃしてるのはいいけど、もう夕食の準備できるわよ。あと一分茹ゆでたら、水を切って生卵を落としてできあがり。そろそろダイニングに来てくれる？」

　言い残して、柚木は再びダイニングキッチンへと戻っていった。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれはなおも膝ひざ枕まくらをやめようとしない母さんを無む理り矢や理り床に転がすと、せめて茶を淹いれるくらいはやろうと思い、柚ゆ木きの後を追った。
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　食後、例によって居間で二時間ばかりテレビなど見つつ歓談し、俺がそろそろ帰ったほうがいいんじゃないかと提案するに至って、ようやく柚木はこたつから立ち上がった。

「今日も送ってくれるんでしょ？」

　こないだはいらないと言ったくせに、今日はそんなことを言ってくる。

「……まあ、そのつもりだが」

「それじゃあ、気をつけてね～。また遊びに来てね、柚木ちゃん～」

「ええ、お言葉に甘えさせていただきますね、おばさま」

　珍めずらしくこたつから出て玄関までやってきた母さんに見送られて、俺と柚木は夜道へと歩み出る。外には生ぬるい風が吹いていて、暑あつくないとまでは言えないものの、七月上旬にしては過ごしやすい夜であった。

「んで、どうしたんだ？　今日部活を休んだことと関係があるのか？」

「うーん、関係あるような、ないような」

「なんだよ。気になる言い方だな」

「……多感な年とし頃ごろなのよ。言いにくい話だってあるの」

「そういうことは自分で言うことじゃないだろ」

　俺おれの冗談まじりのツッコみにも、柚ゆ木きはわずかにうつむいて、

「……そうなんだけど、さあ」

　と言うだけだった。

「どうしたんだよ、元気ないな」

「……洋よう介すけは、」

「うん？」

「その……なんていうか。えっと……その」

　柚木がこんなふうに何かを言いよどむなんて、十六年間にわたる幼おさななじみ生活を振り返ってみても初めてだった気がする。

「……なんだよ？　そんなに言いにくいことなのか？」

「んっと……えとね、その、深い意味はないからね。念のために言っておくけど」

　俺が視線で先を促うながすと、柚木はその視線から逃れるかのように目を逸そらした。

「洋介は、今――」

「今？」

「――違う。ごめん、今の無し。テイク２で。お笑いコンビじゃなくて」

「んなこた解わかってる」

「洋介の初恋って、いつだった？」

「……また突然な質問だな」

「ふ、深い意味はないんだからね？」

「それはさっきも聞いた」

　と言って、俺は考える。今までその手の質問をされたことがなかったから意識したこともなかったが、俺の初恋の相手は誰だれなんだろう。

「んー、俺、正直に言って、あんまり小さかった頃の事って憶おぼえてないんだよな。小学校高学年くらいからやっと確かな記憶があるって感じで。でも、幼稚園の時、女の先生が辞めちゃうって聞いて大泣きしたような気がかすかにする。もしかしたら、その先生のことが好きだったのかもな」

「……じゃあ、その次は？　なんていうか……確実に、異性として好き、って思った相手ができたのはいつ？」

「それは言い切れる……かもしれない。これも業ごうが深い話なんだが」

「業？」

「……中二の時。『ラブマイナス』の早はや川かわ林りん檎ごだ。当時はどうして液晶画面の中に入れないのかと真剣に悩んだ」

　柚ゆ木きは、深い深い溜ため息いきを吐ついて、

「……ゲーム以外で」

　というリテイクを出してきた。

「それなら『オズ漫画大王』の阪神春子」

「漫画も抜かして」

「あー、『新世紀のエヴァンジェリスト』の綾時・トリー・スヴャチーチェリャ」

「……二次元以外で」

「……」

「……」

　柚木は、再び深い深い溜息を吐いた。頭痛でもするのか、頭をおさえながら、

「ここまで業ごうの深い話だとは思わなかったわ」

「……奇き遇ぐうだな、俺おれもそう思ってたところだ」

　俺が言うと、柚木は一いつ拍ぱくの間を置いて、

「じゃあ聞くけど、部長のことはなんとも思ってないのね？」

「なんだよ唐突に。じゃあ、って、そんな話してなかっただろ？」

「いいから。なんとも思ってないのね？」

「……頼れる部長だ、とは思ってるが」

　柚木は口元に手を当てて、

「……ふうん」

　なにやら納得したようだった。が、すぐに次の質問を思いついたらしく、

「いちおう聞くけど」

　と続けた。

「なんだよ？」

「二次元コンプレックス……ってわけじゃないわよね？」

「多分な」

「何よ、それ」

「俺だってわからん」

「じゃあ、桃とう香かちゃんは？」

「多分二次元コンプレックスじゃあないと思う」

「いや、じゃなくて、桃香ちゃんのことも、なんとも思ってない？」

「……まあ、妹みたいで可愛かわいいかな、とは思うが」

「それは恋愛感情とは別？」

「だから妹みたいだって」

「世の中にはシスコンって人もいるんでしょ？」

「ああ、まあ――妹属性、とかは聞くけどな。俺おれは多分違うと思う」

「多分？」

「違うんじゃないかな」

「……」

「ま、ちょと覚悟はしておけ」

「誰だれがさだまーしーの話をしてるのよっ！　っていうか『関百宣言』を誰もが知ってるって思わないで！」

「お前がツッコめればそれでいいだろ」

「……まあ、そうなんだけど。それじゃ最後に、みどりんは？」

「……お前が何を聞きたいのかは知らないが、みどりちゃんは面倒見のいいマネージャータイプの女の子で、甲か斐い甲が斐いしくていいな、とは思っている。が、それ以上は無い」

「ふうん」

　柚ゆ木きはそれでようやく満足したのか、それ以上変なことを聞いてくることはなかった。

　そして、なぜか満足げに、その後も機き嫌げん良く家へと帰って行った。



    

  
    
      


10　心の約束





　期末試験開始を一週間と三日後に控ひかえた金曜日。

　俺がそろそろ部活は休みにでもなるのかなー、などと思いながら部室に向かおうと教室を出ると、扉とびらの外で柚木が待っていた。

「柚木。来るなって前に言わなかったか？」

「……だから、教室には入らなかったでしょ？」

「いや、確かにそうなんだが――お前はただでさえ人目をひくんだから、って前に言わなかったか？　俺は目立つのが嫌いなんだよ……部室で待ってればいいじゃないか」

「それは言われてないわよ。……それに」

「それに？」

「洋よう介すけのいない部室に行っても意味無いもん」

　柚木は口の中で何かを言ったようだったが、放課後の廊下は喧けん噪そうに満ちていて、その声は俺にまで届かなかった。

「悪い、よく聞こえなかった。もう一度頼む」

「……やだ」

「気になるだろ？」

「気になる？」

「ああ」

「でも、もう言わない」

　柚ゆ木きは部室へ向かう方向へ歩き始める。

「ほら、早く部室行こ。どうせ部長が待ってるんでしょ？」

「俺おれの練習もいいんだが、部長はお前の訓練もしたがってたぞ」

「今日はダメ。さっきみどりんと、桃とう香か先輩と蒼あお子こ先輩も誘って、四人でヂェンガやろうって約束しちゃったから」

「……まあ、楽しく過ごすってのが一番のような部だから、それでもいいんだけどな。部長はやっぱりビデオゲームを好きになって欲しいみたいだぜ？」

「まあ、電脳文化研究部だからね……私だって興味がないわけじゃないわよ？　でも、部長と対戦したって勝てるわけがないじゃない」

「いやまあ、それはそうなんだが――部長の言葉を借かりれば、負けても楽しい試合ってのはあるもんだと、今の俺は思ってる。この部に入るまでは、思ってもみなかったことなんだけどな」

「ふーん……」

　俺の言葉に興味をひかれたのかそうでないのか。

　柚木の返答から、それを推し量ることはできなかった。
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　部活はいつも通り、何事もなく終わった――のだが。

　他ほかの全員を帰したあとで部室に残れ。

　部長に耳打ちされた俺は、教員室に用があるとか適当な理由をでっち上げて柚木を先に下校させ、部室に戻ってきていた。

　部室内には、部長席に部長が座っている他、誰だれもいない。

　いよいよ盛夏が近づいて来ている証拠か、部室の使用許可時刻を過ぎた今でも日は沈しずみきっておらず、橙だいだい色いろの光が室内に差し込んで来ている。そのオレンジを背負った部長の表情は、逆光となっていてよく見えない。

「……なんだよ、わざわざ残したりして」

　俺が尋たずねると、部長は何かを言いよどんだようだった。

　部長にしては珍めずらしい。まるで、あのリムジンの時のようだ――

　そう考えて、俺は部長と二人きりになるのがあの時以来であることに気がついた。

　俺おれは沈黙に耐たえきれず、

「なあ、なんとか言えよ」

　言葉を促うながしても、部長はなおも沈黙を守ったままだった。

　――数秒の間を置いて。

「ねえ、ヨースケ」

　部長は机つくえに片かた肘ひじついて、窓の外の夕日を眺ながめるようにしながら、呟つぶやくように言った。

「なんだよ？」

　俺が命令待機中のコンピューターのように部長の言葉の続きを待っていると、部長は本当になんでもない世間話でもするような口調で、

「聞いてもいい？」

　と聞いてきた。

「何をだよ」

「……柚ゆ木きちゃんとヨースケは、ただの従兄妹いとこなのよね？」

　なんだか昨日の柚木のようなことを言う部長。

　質問の意い図とをいまいち捕らえ損ねて、俺はとりあえず答える。

「ああ、そういうことになってるな」

「あの子、ヨースケに気があるわよ」

　などと言い切る部長。俺は苦笑して、

「まさか」

　言うのだが、部長の口調は真剣そのものだった。

　部長は一度天井を見やり、それでその会話は一いつ旦たん終了、とばかりにこちらを向いて、

「ねえ、ヨースケ」

「なんだよ？」

「私と組まない？」

「……いまいち意味を捉とらえかねるんだが」

「解わかんない？」

「もし今年の激闘の話だったら、悪いが遠えん慮りよさせてくれ。まだ俺に激闘王と組むだけの実力があるとは思えない」

　俺が言うと、部長は無言で首を左右に振った。

「私ね、大学を卒業したら、ゲームを作る側に回りたいと思ってるの。まだ誰だれにも言ったことがないことだから、秘密にしておいて欲しいんだけど」

「……それをどうして俺に話すんだ？　今後のために言っておくと、秘密の話ってのはどこかから漏もれるもんだぜ？　……ってこないだも似たようなこと言ったばかりだが。もちろん俺は話すつもりなんてないけどよ」

　部長は俺おれの忠告は完全に無視して、

「だから言ったでしょ？　私と組まない？　って」

「……俺に、ビジネスパートナーになれって言うのか？」

　俺が問うと、部長はしばしの間を置いて、

「……そういうこと、かな」

「かな、ってなんだよ……」

　それは、ある意味では魅力的な提案ではあった。

　何よりも「面白そうだ」というのがその理由だ。

　が――そのビジネスに失敗したとしたら。

　金持ちの家の部長は、一生食いっぱぐれないだろう。

　家族との仲が悪い部長がそれをどう思うのかは別だが、少なくとも両親の元でおとなしくしていれば、食うに困ることはないはずだ。

　だが、俺は違う。

　父さんの遺い産さんは多額だ。

　が、今の俺と母さんがそれを順調に食いつぶしているのは確かだし――それ以前に、俺が人生で失敗を犯したのなら、その責任は俺が取らなければならない。自分のケツも自分で拭ふけないようなヤツが、他人と違ったことをやろうなんて思ってはいけないのだ。少なくとも俺はそう思っている。

　だが――

　それでも、と俺は思うのだ。

　一ヶ月前の俺であれば、間違いなく考えなかった選択。

「しかし――面白そうだな、それは」

　部長がどこまで本気なのかは解わからなかったが、俺はそう答えた。

「でしょ？」

　そう言った部長の声は、いつになく弾んでいて――

　シルエットとなった横顔が、まるで子供のように、無む邪じや気きな笑みを浮かべた気がした。



　この時、部長の横顔を見ながら、俺はある一つの決意をした。



　部長のためにできること。

　――大げさなようでちっぽけな、たった一つの決意。





　この日、俺と部長は、

　空から大地へと、太陽が完全に消え去るまで。



　西の空を、眺ながめ続けていた。



    

  
    
      


11　傾向と対策





　翌日。土曜の放課後。

　期末試験を一週間と二日後に控ひかえ、学校中がどこかぴりぴりした空気に満ちていた。

　特に二年生と三年生においてそれは顕けん著ちよだった。

　この成績如何いかんで藍あい園ぞの学園大学にエスカレーターできるかどうかが決まるのだから、まあみんな寝不足になりがちなのも確かなことだろう。

　そんな中――

　部室には、女子電脳研究部の部員、七人全員が揃そろっていた。

　部長は部長席に座り、六人が机つくえを囲んで座っている。俺おれの背後のホワイトボードには明らかな俺の筆ひつ跡せきによって、緊急会議、と書かれていた。

「決めた」

　と一同を集めた俺が言う。

　皆が注視する中、俺は机に片手をついて立ち上がる。

「部長の母さんに、部長のフリル復活、そしてゲームの解放を認めさせる」

　部長は一瞬だけ目を丸くして俺を見つめ――

　気のせいか、ほんの少しだけ嬉うれしそうな顔をしてから、すぐに頬ほお杖づえをついた。

「具体的な方策はあるの？」

「部長」

「なによ？」

「部長の母さんって、スポーツは見ないのか？　普段からテレビでやってるのでもいいし、オリンピックみたいな大々的なものだけでもいい。好んで観戦したりはしないか？」

　部長は溜ため息いき一つ、

「見てるわよ、私がげんなりするくらいね。オリンピックの時なんて電気屋の口車に乗せられて、50だか60インチだかのプラズマテレビを買ってたくらい……ホント、世間に流されやすい日本人の典型って感じだわ」

「そうか。……委員長、蒼あお子こさん」

　俺おれは二人に声をかける。

　委員長はどこか、自分が呼ばれる事を解わかっていたような顔で、

「何かな、ヨースケ。その鳥頭でも何か思いつくようなことがあるのか？」

　と尋たずね、蒼子さんはきょとんとした顔で、

「……うち？」

　と自分を指さした。

　俺は頷うなずく。

「ああ、ちょっと考えがあって、二人の手を借かりたいんだ」

「桃とう香かにできることはないんですの？」

「あたしも手伝いたいです！　先輩！」

「わ、私も！　洋よう介すけ！」

　桃香ちゃんプラス一年生組が慌あわてて協力を申し出てくる。

「んー、じゃあ、柚ゆ木きは今から一緒に来てもらえるか？　桃香ちゃんとみどりちゃんは、とりあえず待っててくれればいい。ブツが完成してから感想をもらえれば、それだけでもありがたい」

「……ブツ？」

　桃香ちゃんとみどりちゃんが声を揃そろえて言った。

　俺は再び頷いて、

「早いとこケリをつけたい。明日のこの時間にここで。――んでもって、本番は明後日あさつてだ」

　そう言って、部長の家のある方角、東の方向を見やった。

　そこにはただ、部室の扉とびらだけがある。

　見えない何かを睨にらみ付けながら、俺は言った。

「――ま、そんなわけで、今日はちょっと早いけど解散でいいか？」

　俺おれの問いに部長が頷うなずいて、本日の部活動は終了した。



　　　＊



　――翌日。日曜日。

　俺と柚ゆ木きと蒼あお子こさんは並んで、委員長の操るパソコンの画面を眺ながめていた。

　……もちろん委員長は、アダルトゲームをやっているわけではない。

　映像編集をやっているのだ。

　一通り映像を眺め終わったあと、委員長が少し緊きん張ちようした面持ちで振り返る。

「どうだ？　私なりによくやったつもりだが」

　俺と柚木とで可能な限り口を出し、残りを委員長が自宅で作業してきてくれたムービーだった。委員長の顔が寝不足気ぎ味みに見えるのは気のせいではあるまい。

「ああ、予想以上のデキだ、グッジョブだぜ、委員長」

「せやなー、あとは細かいとこでちょこっと手をいれたいとこやな。ほんの少しの違いでも、もの凄すごく違った印象に見えることはあるからなー」

　俺と蒼子さんに言われ、委員長は満足げに笑みを浮かべたあと、両の手を振りあげて背中を伸ばした。ぼきぼきぼきぼき、ともの凄い音がする。

「――って委員長、大丈夫かよ」

「いや、これぐらいはいつものことだ。パソコンでの作業が長くなるとどうしても肩から背中にかけてが凝りがちでな。今日は一晩徹てつ夜やしたこともあって、多少身体にも負担が来ているようだ。――ということで、私は保健室で仮眠を取ってくる。その間に修正箇所の相談でもしておいてくれ。それと蒼子、兄上殿に感謝していたと伝えておくように」

　言い残して、委員長は部室を出ていった。

「それにしても、こんなのが出てるのね」

　と、柚木が物もの珍めずらしそうに言う。俺は頷いて、

「ああ――だから作戦を立案できたんだけどな」

　一同の視線は自然とパソコンデスクの上、「激闘」のＤＶＤケースが四本積み重ねられている山に向けられる。激闘は毎回開催ごとに、注目の試合や合間の選手たちの様子などを収録したＤＶＤを販売している。それを蒼子さんの兄が全すべて買っていたのだ。

「にしても、問題は総時間をどうするかだな。今は――二十三分になってるのか。果たしてゲームに興味のない、どころか嫌けん悪お派の野の菊ぎくさんをこの映像に釘くぎ付づけにできるかどうか。……柚木、お前から見て、どうだ？」

「そうね……もうちょっと短くした方がいいかもしれないかな、とは思う。このままでもゲームに興味のある人なら集中して見られるとは思うんだけど……」

「十五分までは縮ちぢめたいなー」

　と蒼あお子こさんは言った。

「十五分？」

「ヨースケくん、小学校の授業って何分やったか憶おぼえとる？」

　蒼子さんは唐突にそんなことを聞いてくる。

　俺おれは少しだけ考えて、

「四十五分だったはずだ」

　と答える。

　蒼子さんは頷うなずいて、

「柚ゆ木きちゃん、藍あい園ぞの学園大学の講義が一コマ何分か知っとるか？」

「え？　えっと、九十分……だと思ったけど」

「その通りや。せやったら最後にもう一つ、一般的に、人間の集中力の限界と言われとるのは何分やー？」

「「九十分」」

　俺と柚木の声がハモった。

「その共通点って解わかりよる？」

　ここはあっさりと答えたいところだったが、

「どっちもさっき言ってた十五の倍数ね。――それで、それに何か意味があるの？」

　即座に答えたのは、いつの間に部室に入ってきたのか、今日も制服を着た部長だった。背後にみどりちゃんと桃とう香かちゃんもいるのは、途中で出会ったのだろうか。

「うん、あるんやー」

　蒼子さんは頷いて、パソコンの画面をバックグラウンドに開かれていたｗｅｂブラウザに切り替えた。委員長が調べ物でもしていたのだろう、ウィキペディアのページが開かれていたが、蒼子さんはすぐに「年齢別」「集中力」「限界」で検索をかけて、一番上にひっかかったページを開いた。そのページ内をスクロールさせていき――

「――あったで。ここを見てくれるか？　人間の集中力には十五分の波がある、って書いてあるやろ？　だから十五分が基準になって、小学生には四十五分の授業をして、大学では九十分の講義を行っているわけや。せやから――」

「最初に集中力が途と切ぎれがちになるのが『十五分』なんですね、蒼子先輩」

　みどりちゃんが後を引き継いだ。桃香ちゃんが疑問顔で、

「……？　よく分からなかったですの」

「要するに、今作っているムービーを、十五分で終わらせるということだ」

　答えたのは、ついさっき仮眠に行くと言ったばかりの委員長だった。

「委員長？　仮眠は？」

　尋たずねると、委員長は先ほどまでより随分とすっきりした顔で、

「とらせてもらった。二十分以上の睡眠になると眠りが深くなってしまうゆえ、仕事の合間の小休止などに寝るのは二十分弱が適度なのだ――まあ、今回は五分ほどしか眠れなかったが。ついでに言っておくと、仮眠の前にコーヒーを飲むのもいい。カフェインが効いてくるのは摂取してから三十分ほど後なので、目覚めるタイミングに合ったりする」

「へえ……さすが委員長、物知りだな」

「まあ、それは構わないのだが――」

　と、委員長は眼鏡めがねを中指で直しながら、

「映像選別の方針ぐらいは決まったか？」

「あ、ええと、まずは何分まで縮ちぢめればいいかを話し合ってたんだ。その結果が今言ったとおり、現状から八分ほどカットしようってことになったんだが」

「八分か。それならばまずは対戦の途中経過などを削っていくべきだな。白しろ音ねのご母ぼ堂どうは、そう言ったものには興味がないだろう」

「ごぼどう？」

　と、みどりちゃんがリピートする。

「中学校の履修範囲やで。他人のお母さんを敬語で『母堂』っていうねん。『ご母堂』っていうんはそれをさらに丁寧にした、二重敬語やな」

　蒼あお子こさんが解説をする。少しバツの悪そうな顔をしているみどりちゃんに、

「まあ、日常的に使う言葉じゃないからな、普通は」

　俺おれがフォローを入れるが、

「一般教養の部類だ。知らぬままでいたほうがよほど恥はずかしい――ということで、よく尋ねることを恥はじと思わずに聞いたな、みどり。今後一生お前はご母堂という言葉の意味を忘れることはないだろう――老人性痴ち呆ほう症しようなりで忘れるのは知らないが」

　委員長がすっぱりと斬きって、

「話を元に戻そう。削さく除じよする画面の選定だったな」

「ああ――まあ、むしろ外せない部分を抽出して、そこに至る過程が解わかるように構築していくのがいいんじゃないかと思うんだが、どうだろう？」

「合理的だな。私もその方法に賛成したいと思う」

　委員長が背中を押してくれた。俺は自信を持って、言い直す。

「それじゃあ、今からみんなでムービーを見て、ここは残すべきだ、っていうポイントを書き出して行こうか。――昨今流行はやりの仕分け作業だ」



　　　＊



　――ムービーを眺ながめながら、俺おれは昨夜のことへと思いを馳はせる。

　蒼あお子こさんの家にＤＶＤを借かりに行って、母さんに飯を作りにいったん家に帰り、そこで柚ゆ木きとは別れて、学校に戻ってきてからの話だ。

　部室内には俺と委員長だけが残っていた。

　やっていた作業自体は今と大差ない。とにかく一度通しでＤＶＤを見て、どのシーンをどういう順番で見せれば効果的か、ということを話し合っていたのだ。

　その時――ほんの少し疲ひ労ろうを覚えた俺が、本棚に寄りかかったのが発端だった。

　ことん、と、何かが本棚から落ちた。俺は何気なく、その落下物――ＤＶＤのトールケースを拾い上げて、ああ、ここは委員長ゾーンだったか、と納得した。そのケースを彩るイラストが、二人の女の子が抱き合っているものだったからだ。

　そして俺は、本当に何気なく、こんなことを言った。

「なんだ委員長、レズもののゲームなんかもやるのか？　腐ふ女じよ子しは同性愛といえばＢＬの方に手が行くんだと思ってたんだが」

　その言葉に、委員長はいつも通り何らかの即答をしてくると俺は思っていた。

　だが、委員長の返答までには長い長い沈黙があった。

　委員長はパソコンの画面を見つめたまま、

「やはりヨースケも、ヘテロセクシャルこそが『普通』であって、同性愛は『異い端たん』であると考えるのか？」

　と尋たずねてきた。

　俺はその答えに三秒ほど迷い――

「何が『普通』かなんて俺には解わからない」

　と答えた。

　冗談や詭き弁べんではなく。

「人間って、どうしたところで『自分が偏差値50の視点』でしかモノが見られないだろ？　俺にとってはこれが普通って思ってることが他人にとってはそうでないことなんて、日常茶飯事であるんだと思う。ただ、それが表面化しないだけで」

　委員長がゆっくりと振り返った。

　俺は拾い上げたアダルトゲームのケースを委員長に手渡し、

「話は逸それ気ぎ味みになっちゃうけど、顕けん著ちよな例を言えば、俺が赤だと思っているその色を、他人が同じように赤だと呼んでいたからと言って、本当に同じ色を同じように見ているっていうことなんて、証明できないんだよな。だから――俺は、俺の普通を信じない。少なくとも信じないようにしようと思って生きてきている」

　その俺の答えをどう受け止めたのか、委員長はうすく笑ったようだった。

　中指で眼鏡めがねを押し上げ、

「なるほど、面白い男だな、君は。白しろ音ねが気に入るのも無理はない」

　と言って、再びパソコン画面に向かい合いながら、

「私がなぜアダルトゲームをやりこんでいるのか、疑問に思ったことはないか？」

　などと質問してくる。

「そりゃあ、あるけど……好きだからとか、趣味だからとか以上に理由があるのか？」

「無論、ある」

　委員長の答えは即答だった。

「ここに並んでいるゲームを見れば分かると思うが――私はアダルトゲームといっても、どちらかといえばライトなカテゴリにあたる、『恋愛の派生として性愛が発生するゲーム』を選んでやっているつもりだ。それが何な故ぜかと言えば――知りたいからだ」

「知りたい？」

　俺おれが疑問の声をあげると、モニターに薄く反射した委員長の顔が、自嘲気ぎ味みに笑った。

「私には解わからないのだよ。なぜ女は男を好きになるのかという、ただそれだけのことが」

「……」

　俺は何と言っていいか解らずに黙だまり込む。

　委員長は続ける。

「だから私は、フィクションの中にその答えを求めているのだ。それで納得できないのならば、こう言い換えてもいい。私はアダルトゲームにのめり込んでいるというキャラを演じることで、白音への想おもいを隠し続けているのだ――愚おろかなことに。と」

「……」

　にわかには信じられないことではあった。

　だが――それが事実だとすれば腑ふに落ちる事実があるのも確かなことだった。

　なぜ風紀委員長という立場にいる委員長が、歩く校則違反である部長に何も言わないのか。いや、それどころか、自分が風紀委員長であることで部長を守っているのか。

「……どうして、俺にそんなことを話すんだ？　俺がこのことを言いふらすかもしれないし――何にせよ、委員長に得があるとは思えないんだが」

「秘密というのはな、抱えていると重くなるのだよ。君に話をさせてもらったおかげで、私は随分楽になった。――それに、ズルいことを言わせてもらえば、私は自分がどれだけ周囲に信頼されているかということを知っている。もし君が学校中に『風紀委員長は同性愛者だ』と喧けん伝でんして回ったとしても、私が一言『それは事実無根の中傷だ』と言えば、むしろ立場が悪くなるのは君のほうだろう」

「――」

　俺が答えに窮きゆうして必死に考えを巡らせていると、

　ややあって、委員長は振り返り、眼鏡めがねを押し上げてにやりと笑った。

「――なんてな。驚かせたのならすまない。今のは私がプレイ中のゲームの話だ。中々凝った設定の百ゆ合りものだったので、人に話してみたくなっただけだ――ああ、君の評価が私の中で上がったことだけは伝えておこう。先ほどの偏差値の話、なかなか興味深かった」

　と委員長が言ったところで、ＤＶＤの再生が終了した。

「さて、これで選えり抜ぬくポイントに関してはおおよそ決定でいいだろう。騙だました詫びというわけでもないが、あとは私が自宅で作業する。――なに、人に見られていると集中しきれないタチでな。その方が作業効率があがるのだ。そろそろ下校しようではないか」

　ぽかん、と呆あつ気けにとられた俺おれが立ちつくしているのを見て、委員長は続ける。

「すまないな――実のところ、君のそういう反応自体、私の想定内だったのだが。お人ひと好よしの君は何か気の利いた言葉を探して困るだろうと思っていたし、真実を告げたときにどこからどこまでが本当でどこが嘘うそだったのか、悩んでしまうだろうということも想定していた。だが、悩むことはない、先ほども言ったとおり、フィクションの話だ――よく言うだろう、『ファンタジーやメルヘンじゃないんですから』とな」

　ネットで有名な、人気漫画「徐ジヨ々ジヨに奇妙な冒険」からの引用だった。

　委員長は、おそらくそれに必要なデータはコピー済みなのだろう、パソコンからＵＳＢメモリを取り外して胸ポケットに突っ込み、

「それでは、施錠と消灯は頼んだぞ」

　と悪戯いたずらげな笑みを浮かべて、さっさと部室から出て行ってしまった。

　俺はいつの間にか電源の落とされたＰＣをしばし見つめ――

「やれやれだぜ」

　小声で呟つぶやくと、言われた通りに窓の施錠を確認し、電気を消した部室の扉とびらに鍵かぎをかけ、自宅へと帰ったのであった。



    

  
    
      


12　ファイナル・ラウンド





　――そして月曜の午後。

　俺おれたちは再び学校前からリムジンに乗り込み、部長の家へと向かっていた。

「今日はあなた達が来るってあらかじめ解わかっていたから、ジュースが冷やしてあるわよ。えーと、ヨースケ、そこの扉とびらを開けてくれない？」

「これか？」

　と俺が目に付いた取っ手をひっぱると、冷蔵庫を開けるとき独特の吸い付くような感触と共に扉が開いた。中には小さなサイズの缶かんがいっぱい詰つまっている。

「ええと、りんご、みかん、ぶどう、グレープフルーツのジュースが入っているはずよ。好きなのをとってちょうだい」

「部長は何を飲むんだ？」

　と、俺はそつなくこの場の主あるじの注文を最優先させる。

「そうね……りんごがいいわ」

「ほいよ」

　と、缶を取り出してすぐに気づく。

　果汁百％のりんごジュースは、濃のう縮しゆく還かん元げんではなくストレートだった。俺なら高いから買わないし、そもそも手に入りにくい。

　金持ちはこんなところでも金持ちなんだなあと思いながら、俺は部長に向かってジュースを放ほうり投なげる。部長がぱしんとそれをキャッチして、にっと笑う。

「ありがと」

「別に礼を言われるようなことはしてないぞ。お前んちの飲物なんだからな。それで、他ほかのみんなは何を飲むんだ？」

　俺はみんなの注文をそれぞれきいて、臨時のジューススロアー（俺の造語だ）と化した。蒼あお子こさんと委員長と桃とう香かちゃんが無ぶ難なんにキャッチし、みどりちゃんが両手の中で缶を踊らせながらなんとか捕らえ、柚ゆ木きは隣となりに座っていたので缶を手渡した。

　俺が自分用に選んだりんごジュースをちびちびと飲んでいると、

「緊きん張ちようしてる？」

　柚木がそんなことを聞いてきた。

　俺は缶の縁ふちに口をつけたまま、その気持ちを缶の中にはき出すかのごとく、

「そりゃまあ、少しはな」

　と答えた。

　前回の訪問から五日が過ぎ、定期試験の開始を一週間後に控ひかえて、俺たちは一体何をやっているのだろう。そんなことを思わなくもない。

　だが、部長がフリル部長でなくなってしまったあの日から、既すでに十日が経過している。これを当たり前のものにしてはならないのだと、俺おれの中の何かが訴うつたえている。鉄は熱いうちに打て、の言葉通り、定期試験の終了なんてものを待ってはいられない。

「資料を借かりてきてくれた蒼あお子こさんのためにも、パイロット版を作ってくれた委員長のためにも、その映像を削るために労力を惜しまないでくれたみんなのためにも、そして最後に――我らがフリル部長のためにも」

　俺は一気に残りのりんごジュースを飲み干すと、缶かんをテーブルの上に置いた。

「失敗は許されない」

　俺が言うと、力強く握にぎりしめていた拳こぶしを柚ゆ木きの両手が包み込んだ。

「リラックスしてないと、成功するものも成功しなくなっちゃうよ。――まあ、適度な緊きん張ちようはいいと思うんだけどね」

「……ああ、そうだな」

　俺は言って――その時ちょうど、リムジンがゆっくりと停車した。



　　　＊



　俺たちが玄関の前に立つと、それを待っていたのだろう、扉とびらが開いて例のヴィクトリアンなメイドさんが姿を現した。

「おかえりなさいませ、白しろ音ねさま」

「私はいいから、みんなに挨あい拶さつしなさいよ」

　部長が言うと、メイドさんは俺たちに慇いん懃ぎんな礼をし、

「ようこそいらっしゃいました、白音さまのご学友の方々。こちらへどうぞ」

　そう言って、メイドさんは俺たちに家へとあがるように示しめした。

　今回はめぐみさんは現れなかった。より偉えらそうなこのメイドさん（メイド長というやつだろうか？）によって、俺たちは最初から先日と同じ応接室に通される。

　奥のソファに座るようにと促うながされた俺たちだったが、部長が入り口側のソファへと席を移し、横の席に俺と柚木が移った。全員が部屋に置かれたテレビを見られる配置だ。

　部長の母――西にし村むら野の菊ぎくは、俺たちを五分と待たせなかった。

　今日も白いスーツ姿で現れた野菊は、俺たちをさっと見回したあと、

「電脳文化研究部のみなさん、ようこそ、我が家へ――と歓かん迎げいしたいところだけれど、今日はまた例の件で話があるのよね？」

　そう言って、冷たい表情で俺たちの返答を待った。

　代表して、俺が頷うなずく。

「まずはこのＤＶＤを見てください」

　そう言って、俺おれは一枚のＤＶＤを鞄かばんから取り出した。

「？　……いいけれど」

　と言って、野の菊ぎくは受け取ったＤＶＤをそのまま背後のメイドさんに手渡す。メイドさんはそれを受け取ると、テレビの下に置かれたＤＶＤプレイヤーにそれを挿入する。自動的にテレビの電源が入り、ＤＶＤが再生される。

　画面に映ったのは、どこかの学校のグラウンドを周回しているテニスウェアの女子たちだった。画面はすぐに切り替わり、練習風景へと移る。

「……これって」

　みどりちゃんが小さく声をあげる。

　みどりちゃんが当然すぐに気づいたそれは、中学校時代のみどりちゃんがテニスの練習をしている光景だった。画面は切り替わり、どこかの競技場での試合風景となる。観客席は応援をする観客達で埋め尽つくされていて、説明などされなくてもこれが大きな大会の重要な試合なのだと解わかるのだが、俺は一言注釈を入れておくことにする。

「昨年の、全国中学生テニス選手権大会の決勝です」

　試合はもの凄すごい接戦へとなだれこみ、互いに点を取り、取られ、試合は白熱していく。見る側が自然と惹ひきつけられるその試合で――

　みどりちゃんは、勝利を収めた。

　互いの健闘を称たたえ合っての握手が終わり、表彰式で金色のメダルを受け取って思わず涙してしまうみどりちゃんが映し出され、みどりちゃんが平凡な、それでも光り輝くコメントを述べて映像は終了する。

　場に、一瞬の沈黙が降り立った。

「……これがどうかしたの？」

　野菊が言うのを待って、俺は答える。

　脇わきのソファに腰掛けたみどりちゃんを示しめして、

「今の、この子なんです」

「いい試合だったわね。努力して、勝利を勝ち取り、感動的な涙を流す――きわめて健康的だわ。あなた達の活動とは大違い」

　野菊はそう言って、俺たちを見回した。

「調べさせたわ。うちの白しろ音ねが部長を務つとめている、藍あい園ぞの学園高校女子電脳文化研究部について。そうしたら、なんのことはない、ただのゲーム部じゃない。くだらないにも程があるわ。白音にはすぐに部長権限で廃部を申請するように言っているのだけれど、なかなか聞いてくれなくて困っているのよね」

　俺は、その言葉を完全に無視した。鞄からもう一枚のＤＶＤを取り出して、

「では次に、このＤＶＤを見てください」

　今度こそ、俺おれたちが協力して作ったＤＶＤの出番だった。

　上映時間十四分三十八秒。

　激闘というものがどういう大会なのか、初めにオフィシャルのものをそのまま流用した説明が入り、全国各地で行われる予選大会の模様が映し出され、その規き模ぼの大きさを物語る。総参加人数は二万人を越えることを伝えるテロップが入り、決勝トーナメントへと映像は進んでいく。勝って歓声をあげるプレイヤーもいれば、負けて涙を流すプレイヤーもいる。みんながどれだけ真剣にこの大会に参加しているのかを自然と物語る映像群。

　そして、決勝戦。

　１Ｐサイドに決勝トーナメント出場唯ゆい一いつの女性プレイヤーである『フリル』――これはプレイヤーネームだが、言うまでもない、もちろん我らが部長のことだ――が大きく映し出され、試合前のコメントを述べる。

「誰だれが相手だろうと、どんな舞台だろうと、全力を尽つくすだけです」

　その顔は引き締しまり、どれだけ真剣にこれから始まる勝負に挑いどむかがうかがえる。

　対する２Ｐサイド、まあ凡庸なコメントが続くが、そちらも真剣であることははっきりしている。

　そして、試合開始。

　これは部員間で相談し、全員一致で、試合はフルで入れることに決めた。

　ゲームはストⅣ。俺にとっては見慣れた光景――部長はキャミ子をセレクトし、対戦相手はジャガーットを選ぶ。

　直接対決での相性は６対４でキャミ子不利といったところだ、とのアナウンスが入るが、そんなもの誰も気には止とめていない。客席から「がんばれフリルー！」との歓声があがったり、逆に相手選手を応援する声も飛び交かう。

　１ラウンド目、開始一秒からのキャミ子の猛攻。

　部長の試合はいつもそこから始まるため、対戦相手もそれくらいのことは研究していたのだろう、ジャガーアッパーカットでキャミ子を撃げき退たいしようとするが、部長はそれを読んでいた。ジャンプに見せかけたコマンド技でキャミ子の身体はふわりと緩やかに宙を舞い、空振りしたアッパーから落下してくる途中のジャガーットを捕らえて、そのまま両足で地面に叩たたきつける。

　その全すべてに解説のアナウンスが入っているため、格闘ゲームの解わからない野の菊ぎくにも内容は把は握あくできるだろう。

　続けて起きあがりの攻防、その後の立ち回りと戦いは続くが、結局は流れをつかんだままの部長が１ラウンド目を先取する。

　部長が大きく息を吐はいて呼吸を整える様子が映し出される。部長の顔はすぐに真剣なものに戻り、画面をじっと睨にらんだまま２ラウンド目の開始を待つ。

　２ラウンド目、部長は試合開始と同時に一見無造作に前進する。

　相手が後手に回ることを読んでの行動だが、ジャガーットは試合開始と同時にジャガーニーを放っていた。一般のプレイヤーが同じことをやれば膝ひざ蹴げりをおもいきり食らってしまうのがオチだが、そこが部長の凄すごいところだ。膝が見えた瞬間にコマンド入力、キャミ子の無敵技である蹴り上げが、ジャガーットの膝蹴りを下から蹴り上げる。

　アナウンスがしきりに「おおっと、これは見てから余裕、見てから余裕だーっ！」と繰り返す。部長のキャミ子は更にその蹴り上げをキャンセル前ダッシュして、落下してきたジャガーットに再度蹴り上げをお見舞いする。

　攻撃型キャラであるキャミ子にとっては絶好のダメージを稼ぐポイントを、部長はきっちり押さえている。試合の流れはキャミ子にある――誰だれもがそう思い、フリルの勝ちを予想し始めたところで、ジャガーットが「暴れた」。

　これは部長の様に相手の考えや動きを予想して立ち回る人間にとっては非常に面倒なところなのだが、まあヤケになって強力な技を連発し始めたと思ってもらえば問題ない。

　部長のキャミ子も冷静な対たい処しよをしようとするのだが、この大舞台の決勝で「暴れ」る人間がいるなどというのは予想の範はん疇ちゆうになかったらしく、二連続で放たれたジャガーアッパーカットの二発目をもろに食らってしまう。

　ジャガーットは、暴れていたとはいえ、そこは激闘の決勝まで残った腕前の持ち主であった。アッパーカットにはキャンセルが仕込まれていて、宙に浮いたキャミ子めがけて、ジャガーットのピンチゲージ消費技・ジャガーデストラクションが発動される。

　膝蹴り、続くアッパー、最後のアッパーがヒットしたところで、耐久力の低いキャミ子の体力が尽つきた。２ラウンド目は２Ｐ側の勝利となる。

　ここで再び部長の様子が映る。ジャガーデストラクションがヒットした時には既すでに敗北決定であることを理解していた部長は、レバーから手を離し、髪を整え、それから軽く両の頬ほおを両手でぱちんと叩たたいた。呼吸を整えているのか、薄い胸から肩にかけて、ゆっくりと上下しているのがわかる。

　俺おれはここで、ちらりと野の菊ぎくを見やった。勝負の行方がどうなるのかが気になる様子で、じっと画面に見入っている。いい兆候だ。

　３ラウンド目が開始する。

　ジャガーットは足下を射い抜ぬくキャミ子の必殺技を警戒してしゃがみ防御の態勢に入り、対するキャミ子は飛び道具が来ると読んで、それを避よけながら攻撃できるスピンバックナックルを放っていた。スピンバックナックルの隙すきは大きい。

　ジャガーットは余裕の反撃、ジャガーアッパーカットが炸さく裂れつし、キャミ子の身体が吹っ飛ばされる。起きあがりの攻防、ジャガーットは無ぶ難なんに飛び道具を重ねたつもりだが、それはキャミ子相手には自殺行為だった。

　部長は立ち上がりと同時にゲージ消費の必殺技を発動させる。鋭い蹴けりがジャガーットの放った飛び道具をすり抜けて炸さく裂れつ、続く蹴り上げが今度はジャガーットを吹き飛ばす。

　キャミ子は相手の起き上がりにダッシュで近づき、ジャガーットは今度は自分の番だと言わんばかりにジャガーデストラクションを放つ。

　が、それは部長の予想通りだった。キャミ子は冷静に膝ひざ蹴りをガード、すぐさま蹴り上げを放ってジャガーットを宙に浮かせる。

（俺おれならここで超低空の空中蹴り下ろしを連発してゲージを貯ためるところだが――）

　俺は初めてこのムービーを見たとき、部長になぜそうしないかと尋たずねた。

　それに対する部長の答えはこうだった。

「ゲージなんか攻めてれば貯まるじゃない。わざわざ遠くでゲージを貯めるなんて七面倒くさいこと、私はしないわよ。見た目にもカッコよくないしね」

　ということで、キャミ子は再びダッシュで倒れたジャガーットに接近し、ぎりぎり届く間合いでしゃがみ中足払い、キャミ子の基本に立ち返る。が、そこは２Ｐ側もさるもの、中足払いを見てから起き上がりと同時にジャガーニーを放ち、逆にキャミ子を蹴り飛ばす。

　攻防が逆転し、ジャガーットはキャミ子の立ち上がりに合わせて、ための必要なガード不能攻撃を仕掛ける。

　愚おろかなことに。

　部長が立ち上がりと同時にピンチゲージ消費のスピンアロースマッシャーを発動させる。

　ジャガーットのガード不能技が空を切り、キャミ子はその足下を蹴り抜いて、続く対空の蹴りをジャガーットの腹にたたき込む。勝負はもう決していた。

　キャミ子がアップになった瞬間から会場は総立ちで、勝利をものにした部長めがけて歓声が飛び交かう。

　部長はそれでも、念のため、画面にＫＯの文字が表示されるまで待ってから、長い髪をかきあげ、優雅に立ち上がると、右の手を高々と掲かかげた。

　客席からの歓声はピークに達し、部長は向かいに座っていた対戦相手の元へと向かった。

　対戦相手は画面を力なく見つめていたが、部長に握手を求められると力なくそれに応じ、部長に引き上げられるようにして立ち上がると、そのまま右手を挙げさせられた。

　客席から一層の拍手がわき起こった。

　その時の部長の笑顔は、ポートレートとして売り出せば間違いなく一ひと儲もうけできそうな、それはそれは素晴らしい、晴れ晴れとした笑みであった。

　――と、ここでムービーは終わっている。

　部屋中に響いていた歓声が止やんだせいで、クーラーが動いている音と、庭で鳴く蝉せみの声ぐらいしか聞こえない、ある種の静せい寂じやくに部屋が包まれた。

　俺おれはメイドさんが取りだしたＤＶＤを受け取り、一呼吸の間を置いて、

「――と、これが、昨年までの『激闘』と呼ばれるアーケードゲームの大会の光景です。最後の決勝戦は最新の――つまりは昨年のものを収録しました」

　野の菊ぎくは俺の声を聞いて、はっと我に返ったようだった。

「どうです？　なかなかの見物だったでしょう？」

　俺が指摘すると、野菊は自分が映像に引き込まれていたことを言われているのだと気づいて、こほん、と小さく咳せき払ばらいをした。

「そうね。やはり自分の子が活躍している姿というのは、たとえくだらないゲームの大会であっても、それなりに見られるもののようだわ」

「まだそう言いますか」

　俺は野菊を見つめたまま、静かに続けた。

「先ほどの全国中学生テニス選手権大会と、今の『激闘』との間に、果たしてどれだけの差があるのでしょうか。どちらも誰だれもが全力を尽つくし、そのために多くの時間を練習に費やし、そして全国一を争った大会です。その決勝戦、ゲームを知らない野菊さんが見ても引き込まれるものがあった。そうですね？」

「……」

　野菊は答えない。

「そして――野菊さんは見たことがありましたか？　ご自分の娘さんの、あそこまで真剣な表情を。勝利を得た時の喜びの顔を」

　長い沈黙があった。

　蝉時雨せみしぐれの中、俺は次の言葉を発さない。

　ただじっと、野菊の返答を待つ。

　――永遠にも思える数秒の間が空あいて、

　そして野菊は、ゆっくりと首を左右に振った。

「……いいえ、なかったわ」

　ここに来て俺は、ようやく勝利を確信した。

　尋たずねる。

「どうでしょう。娘さんに――我らが部長に、ゲームをすることを許してあげることは、これでもできそうにありませんか？」

　野菊はしばし考え――

　そして、ふう、と息を吐はいた。

　凜りんと肩を張っていたスーツ姿が、初めて脱力したのを見た気がした。

　野菊は立ち上がると、数歩を歩き、部長の前に立った。

　部長が無言で立ち上がる。

　堂々たるその姿は、制服を着ていてさえ、やはりどこか常人とは一線を画かくした雰囲気を持ち合わせていた。そこにいたのは間違いなく、『激闘王』フリルであった。

「どう？　ゲームは、私たちが真剣になってやっていることは、下らないことだと思う？」

　一同が注視する中、部長と相対した野の菊ぎくは、



　ゆっくりと首を縦に振った。



「ゲームはゲームよ。だいたいあなた――」

　と言って、野菊は俺おれに視線を向け、

「全国中学生テニス選手権大会に、どれだけの人間が出たいと望み、努力し、選手権大会に出ることすらできずにいると思っているの？　二万人が参加。それは凄すごいとは思うわ。たかが遊びに夢中になっている人間がそれだけいるなんて。思えば私も子供の頃ころから白しろ音ねに何かの英才教育を施ほどこすべきだったわね。そうすればゲームなんかにうつつを抜かさずに済ん――」

　ぱん。

　乾いた音がした。

　部長が、野菊の頬ほおを平手打ちしたのだ。

「な――」

　痛みがどうこうということよりも、ただ頬を打たれたことに驚いたといった様子で、野菊は自分の頬を押さえたまま部長を見つめていた。

「今まで――」

　白音は母の頬を張ったその手を、逆の手で握にぎりしめながら告げた。

「今まで、あなたの言うことに散々反抗してきた。ゲームをやらせてくれないからというだけの理由で、学校にあのワンピースを着ていくことをやめなかった。電脳文化研究部の活動内容も喋しやべらなかったし、学校でも学校の帰りでもゲームを続けてきた。それを、結局あなたは力ずくでしかやめさせることができなかった。もちろん、それでも私がしようと思えば反抗することはできた。むりやりフリルのワンピースで学校に行くこともできた。リムジンが生徒達の下校を邪じや魔ましていても、それを無視して部室にこもることもできた。でも、私はそれをしなかった。どうしてか解わかる？」

　部長の問い――いや、果たしてそれは問いだったのだろうか。

　その問いに、その言葉に、その「攻撃」に、野菊は反撃できない。

　部長は、そして、告げる。

「あなたに……解ってもらえると信じていたから」

　野菊は目を丸くして、部長を見つめていた。

　部長はそれを正面から受け止めて、目を逸そらさない。

「だけど、それは私の希望的観測でしかなかった。ゲームに夢中になって、ゲームを好きだと言えて、ゲームに人生を変えられすらする人間が、ここに――」

　と、部長は俺おれたちを視線で撫なでたあと、さきほど俺がメイドさんから受け取ったＤＶＤを手に取った。

「ここに、こんなにたくさんいるのに」

　部長はそう言って、ＤＶＤの表面を愛いとおしそうに撫でた。

　そして、続ける。

「それじゃあ――交渉は決けつ裂れつ。そういうことでいいわね？」

「――」

　野の菊ぎくは何かを言おうとしたが。

　部長はそれよりも早く、部屋を出て行ってしまった。

　俺が軽く手で示しめすと、まず柚ゆ木きが、次に委員長が、そして蒼あお子こさんが、みどりちゃんが、桃とう香かちゃんが、ソファから立ち上がり、部屋を出て行った。

「あ、みなさん、私、今お嬢さまに言われて――」

　外からめぐみさんの声がする。どうやら応接間から玄関までは迷わずに帰れそうだ――とそんなことを思い、俺は最後に告げておくことにした。

「野菊さん。俺、この春まで、エスカレーターで適当に大学に進学して、入れる範囲で適当な会社に入って、そうやって一生を過ごすつもりでいました」

　俺は出口に向かって歩きながら、ただ立ちつくす野菊の背中に向かって言った。

「でも、俺、部長に――西にし村むら白しろ音ねに会って、それのどこが面白いんだ？　って思うようになりました。もちろん、安定した生活が悪いなんて言うつもりはありません。面白い人生がいいとも言い切りませんし、むしろつまらないと言えるような人生のほうが幸福であるのかもしれません。でも」

　俺は扉とびらの外で待つめぐみさんに小さく会え釈しやくをする。

　めぐみさんが慌あわてておじぎをした。

　そこに向かって歩みながら、俺は続けた。

「思ったんです。まだ、他ほかにも俺にやれることはあるんじゃないかって。それが何かは解わかりません。でも、俺にも『可能性』はあるんだって、そう思ったんです。……俺の進路の話なんかしても、野菊さんには関係のないことですけれどね」

　野菊は何も言わなかった。

　扉を閉じると、めぐみさんが俺たち六人をまとめて玄関まで案内してくれた。玄関の外には部長が手配したのであろうリムジンが止とまっていて、当たり前のように俺たちをそれぞれの家まで送り届けてくれた。部長は同乗しなかった。



　俺おれは家に帰り着くと、とりあえず居間に向かった。

　こたつ布団から頭だけ出して寝ていた母さんを起こそうかどうか迷い、まあ起こしたところで夕食のメニューが決まるわけでもないので（「今晩何がいい？」などと聞いたところで、「洋ようちゃんの作るものなら何でもいい～」とか答えるに決まっているのだ）それは放置することにして、冷蔵庫の中身から適当に何か作ることに決めた。



    

  
    
      


えぴろーぐ





　翌日の放課後、教室を出ると、そこには柚ゆ木きが待っていた。

「洋よう介すけ、部室行こー」

　俺が高校一年の頃ころ、こんなふうに気軽に二年生の教室前に行けただろうか。

　いや、今までずっと中学の頃から考えてみても、上級生の教室付ふ近きんに行くのには大義名分――例えば先生の用事などの堂々たる用件があっても緊きん張ちようしていた気がするし、今でも三年生の教室に行けと言われたら緊張するに違いない。

　だというのに、こいつはすっかりそれを日常にしちまった。

「あのなあ」

「ん、なに？」

　トゲ丸出しの俺の声に、柚木はにっこり笑ってみせる。

　一瞬どきりとしちまうんだから可愛かわいいってのは危険な武器だが、いつまでもそんなものに惑わされている俺ではない。

「お前は俺を誘わないと部室に行けないのか？　俺だって授業が終わればクラスメイトと少しの雑談ぐらい交かわしたい日だってあるし、どっちみち部室に行けばすぐに顔を合わせることになるんだから、いちいち俺おれの教室に来なくてもいいだろう？」

「もー、素直じゃないなあ」

　と言って、柚ゆ木きは俺の鞄かばんを手に取る。

「ほら、早く行こ？　洋よう介すけだって部長のこと気になってるんでしょ？」

「――ああ、まあ、それはそうなんだが」

　俺は柚木に手を引かれて廊下を歩く。

　周囲からの視線にも、だんだん慣れてきてしまっている自分がいるのが少し嫌だ。

「来てると思う？」

「誰だれがだよ？」

「部長に決まってるでしょ」

「ああ……昨日、交渉は決けつ裂れつ、とか言ってたからな。来てるだろ」

「でも、話を聞いた限りだと力ずくで止とめられたんでしょ、あの格かつ好こうで学校に来るの。だとしたら、今日も休んでる可能性もあるんじゃない？」

　柚木の言葉に、俺は嘆たん息そくする。

「お前、話ちゃんと聞いてたか？」

「聞いてた……けど」

「――まあ、行けば分かる」

　と言って、部室のある棟に向かって渡り廊下を渡ろうとした、その時だった。

「やっほーですの、ヨースケさんに柚木ちゃん」

　ツインテールをなびかせて、風のように現れたのは桃とう香かちゃんだった。

　そのシャツが、これでもかというぐらい真っ赤に染まっている。

「……いや、多分気づいているとは思うんだが念のために言っておくと、ものすげえ鼻血出てるぞ？」

　俺の言葉に、桃香ちゃんは今もなお鼻からだらだらと血を流しながら、

「これはさっき、追いかけっこをしていて、鏡に正面から激突した時の負ふ傷しようですの」

　さも当たり前のことのように言う。

「……それに関して深くはツッコまないが、シャツ血だらけだぞ。落ちなくなるぞ？」

　俺が言うと、桃香ちゃんは「えっへん」とでも言いそうな感じで、

「桃香ほどの手て練だれになると、血の汚れ落としには一いつ家か言げんあるんですの。簡単に綺き麗れいになる方法があるんですけど、聞きたいですの？」

「あ、聞きたい」

　と柚木。

　――ふむ、俺としてもそれは聞いてみたいところだった。

「まず、汚れた布の下にいらない布を敷しくんですの。溶とかした血をそれに吸い込ませていくわけなんですけど、ここで桃とう香かのワンポイントアドバイスが二点あるんですの」

「……じゃあツーポイントアドバイスなんじゃないか？」

　俺おれのツッコみを桃香ちゃんは鮮やかにスルーし、

「いいから人の話を聞くんですの。まずは洗剤の代わりにオキシドールを使うんですの。理由はよくわかんないですの。次に、お湯ではなくて水を使うんですの。これは、たしかお湯を使うと血の成分が変質してうにゃむにゃっていうことだったですの。たったそれだけで頑がん固こな血液汚れもこのとおりですの」

　と、桃香ちゃんは胸ポケットから白いハンカチを取り出して広げて見せた。

　ただ、そのハンカチにはほんのりと薄く、赤黒い汚れがにじんでいるように見える。

「一つ聞くけど、これはいらない布のほうなのか？　それとも汚れた布のほうなのか？」

「もちろん汚れた布の方ですの」

「じゃあダメじゃないか、その方法」

　俺が言うと、桃香ちゃんは不満そうに、

「それは元の状態を知らないから言えることですの。元はもう、絞しぼるまでもなく血がぽたぽた落ちるくらい血だらけだったものですの」

「なんで――って、ああ、カポエラの練習で怪け我がしたのか？」

　桃香ちゃんは頷うなずいて、

「しかもそれを、一週間くらい放置してたものだったんですの」

「捨ててしまえ、そんなハンカチ」

「ジャパニーズモッタイナイの精神を忘れちゃだめですの。では、また後でですのー」

　桃香ちゃんはそういうと、そのハンカチで鼻をおさえながら、現れた時と同様に風のように去っていった。

「……桃香ちゃんはいつも元気だな」

　俺が思わず呟つぶやくと、柚ゆ木きも頷いて、

「確かに、いろんな意味で小学生並の元気よね……」

　と言って、小さく息を吐はいた。

「あ、ダメだよ、柚木ちゃん」

　不意に背後から明るい声をかけてきたのは、振り返らなくてもすぐにわかる、みどりちゃんだった。今日もテニスウェアに身を包んでいるところをみると、これから部活なのか、電脳研に寄ってから部活なのか、どちらかなのだろう。

「ため息をひとつ吐つくと、しあわせが一つ逃げていっちゃうんだよ？」

「あー、なんかそんなこと言うねえ」

「こんにちは、ヨースケ先輩。これから部室ですか？」

「うん。みどりちゃんはテニス部の方？」

「はい。でもその前に電脳研に顔だけ出しておこうかなって。……昨日のこともありますし、部長がいらしてるかどうか心配ですから」

　――ということでみどりちゃんも共に、三人で電脳研の扉とびらの前に立つ。

　新しく書き直された「女子電脳文化研究部」の表示を何となく読み直してから、俺おれは三度ノックして扉を開いた。

　部長席に、

　部長の姿は、

　なかった。

　部屋の中央、テーブルの左右に座っているのは委員長と蒼あお子こさんで、どちらが持ってきたのかはしらないが、チェスを打っている。俺はあまりチェスには明るいほうではないのだが、たしかチェスはプログラムされたコンピューターが世界一の人間よりも強かった……はずだ。そうなるとこの組み合わせ、何でもできそうな委員長よりも、パズルの得意な蒼子さんの方が強いのだろうか。盤ばん面めんを覗のぞいてみたがさっぱり分からない。

　蒼子さんは俺たちに気づくと、

「あ、やっと来よったー」

　と言ったところからすると、俺たちが来るのを待っていたのだろうか？

　そう尋たずねると、委員長がこくりと頷うなずいた。

「我らが部長さまから伝言だ。今日は校外活動にするから、すぐに来るように。そう伝えろと言われている」

　そして二人は同時に立ち上がった。

「この勝負」

「引き分けドローやな」

　言うなり、二人はチェスをあっという間に片付けると、鞄かばんを持って帰宅できる態勢になった。「校外活動」をする場所であるゲームセンターＨＯＰＥは、藍あい園ぞの駅前にある。そこに行ってから再び学校に戻ってくるというような手間を省くためだ。

　――ともあれ、一同の視線はテニスウェアのみどりちゃんに向けられる。

「あう……あたし、今日はテニス部の方お休みするって言ってきます！　着替えてきますから、ちょっとだけ待っていてください！」

　そう言って、みどりちゃんは慌あわただしく部室の外へ出て行った。

　それと入れ替わりのように、先ほどどこへやら消えていった桃とう香かちゃんが入ってくる。

「？　みどりんはどこへ行ったんですの？」

「テニスウェアで町中を歩きたくないから、着替えてくるって」

　暇つぶしには事欠かないゲーセンでの待ち合わせであり、同時にそこが目的地なのだから、別に学校から一緒に行く必要はないと思うのだが――

　再び椅い子すに座り直した蒼あお子こさんと委員長、それに柚ゆ木きと俺おれと桃とう香かちゃんとで雑談をしていると、ほどなくしてみどりちゃんが制服に着替えて戻ってきた。

　合流した俺たちは、だらだらと喋しやべりながら学校を出る。

　――すぐに気づく。校門の前に、まるで生徒達の通行を妨害するかのように、一台のリムジンが停とまっていることに。

　俺はどうしようか迷ったけれど、それまで蒼子さんと何かを話していた委員長が先頭に立ち、堂々とその横を通過した。蒼子さんが慌あわててそれに続く。

　俺が、まあ似たように通過すれば何事も起こるまい、などと考えて歩き始めようとしたところで、みどりちゃんが俺の左手をそっと握にぎってきた。

「……」

　すると、なんだか知らないが柚木も俺の右手を握ってきたため、俺たち三人は並んでリムジンの横を通過することになった。

　いきなりサイドウィンドウが開いて運転手の大おお庭ばさんが俺たちに話しかけてくる――というようなことはなかった。リムジンが見えなくなるくらいまで遠ざかってから、みどりちゃんが慌てて俺の手を離した。顔が真っ赤になっている。

「ご、ごめんなさい先輩。あたし、なんだか怖くて、その――」

「いや、別にいいよ。気にしないでくれ」

「――って、あれ、桃香先輩は？」

　柚木に言われて初めて気がついたが、桃香ちゃんの姿が見えなくなっていた。委員長と蒼子さんは、かなり前方を歩いているのが見えるのだが――

　まあ、目的地は分かっているのだから問題ないだろう。

　俺の意見にみどりちゃんも柚木も同意し、俺たち三人は揃そろってＨＯＰＥへと向かった。



　　　＊



　で。

　結果から先に言うと、店内を一回りしてみても、部長は見つからなかった。

　てっきり格ゲーのコーナーにいるか、気まぐれでたまにやっているクイズゲームのコーナーあたりにいると思ったのだが――

　合流できたのは俺たちを先行していた蒼子さんと委員長だけだった。

「部長は？　いなかった？」

「女子トイレまで見てきたんやけど……もしかしたら途中でワングーに寄ってるかもしれへんから、委員長と一緒に見てくることにしようと思うんやけど」

　ワングーというのは藍あい園ぞの駅前のアーケード街にあるゲームショップのことだ。

「ああ、じゃあ、よろしく。あと桃とう香かちゃんが行方不明だから、見かけたら……なんだ。ちゃんとゲーセンに来るように言っておいてくれる？」

「了解やー」

　ぴ、と敬礼して去っていく蒼あお子こさんと委員長を見送って、気づけば柚ゆ木きの姿がない。

　幸いにもみどりちゃんだけは側にいたので、

「んー、まあ、適当に何かゲームでもして待ってようか」

　言うと、みどりちゃんは素直に頷うなずいた。

「そうですね、そうしましょうか」

「みどりちゃんはアーケードだとどんなゲームをやるんだ？」

「これです」

　と言って、みどりちゃんは鞄かばんの中から何かのケースを取りだした。ぱか、と蓋ふたを開けると、何やら中国の武将のイラストが描えがかれたカードが入っている。

「ああ、あの、なんか忙しそうなあれか」

　俺おれはアーケードでのカードゲームはお金がかかるからやらないことに決めているのだが、ゲームのプレイ風景を見たことぐらいはある。何やら筐きよう体たいの上にカードを設置して、それを状況に応じていろいろ動かして戦争をするゲームだったはずだ。

「はい。あたしの勝率ははっきり言ってあんまり良くないんですけど、でもがんばってるところなんです」

「なんかアレ、頭使うんだろ？」

「はい。いろいろ考えなくちゃいけなくて大変なんですよ」

「ふむ……それじゃあ話しかけたりしないほうがいいのかな。俺は格ゲーのコーナーに行ってるよ。もしかしたら部長が現れるかもしれないしね」

「わかりました。ご武運を、先輩」

「みどりちゃんもね」

　俺はみどりちゃんと別れて一人で格ゲーの並ぶ一角に向かうと、ずっと部長に鍛きたえてもらっているストⅣの対戦台を覗のぞいた。２プレイヤー側で大学生くらいの人がラウでプレイしている他ほかに、人はいないようだった。

（ラウか……お手軽で強いから嫌いなんだけどな……やってみるか）

　俺は五十円玉を一枚コインスロットに入れると、スタートボタンを押した。

　画面に対戦者が現れた旨むねの表示が踊り、キャラクター選択画面に移る。

　俺はカーソルをジャガーットに合わせかけ――

（一ヶ月前の俺だったらジャガーット一択なんだけどな）

　改あらためてカーソルを動かし、キャミ子をチョイスした。

　――まあこれも結果から言うと、俺が勝利した。

　とはいうものの、最終的には俺おれの運が良かった、というだけの勝利といった感じの勝負だったため、達成感はあまりない。

（俺もまだまだだな……キャミ子を使うからには、もっとこう……）

　画面内を縦横に動き回り、蜂はちのように相手を制するキャミ子の姿が頭に浮かぶ。それは言うまでもなく、部長の操るキャミ子の姿だ。

　――と、対戦者が現れた、との旨むねが画面に表示される。

　俺はてっきりさっきのラウがリベンジに来たのだと思ったのだが、対戦相手は少しキャラ選択を迷ったあと、キャミ子をチョイスした。同キャラ対決だ。

　そして、試合が始まる――

　俺のキャミ子は開幕と同時に相手の足下を射い抜ぬく蹴けりを放つ。相手のキャミ子も全く同じ蹴りを同時に放って、二人のキャミ子はぶつかり合って転倒する。

　この構図は――いつか見たことがある気がする。

　既視感を憶おぼえながら、俺は対戦を進めていく。

　俺はトリッキーに相手を攪かく乱らんしようとするのだが、相手はそれ以上にトリッキーな動きで俺を制した。最初は画面内を自由に動いていたつもりの俺のキャミ子は、徐々にその活動範囲を狭められていき、それと反比例するように相手のキャミ子は縦じゆう横おう無む尽じんに画面内を駆けめぐった。

　完全に腕で上を行かれ、防戦一方となった俺は、１ラウンド目を落とした。

　しかし、俺は落らく胆たんなどしなかった。

　２ラウンド目の開始を待たずして俺は椅い子すから立ち上がり、対面の席に座っている相手の元へと向かう。

　――別にケンカを売ろうってワケじゃないぜ？

　そこにあったのは、想像通り、

　フリルでいっぱいの白いワンピースに身を包んだ、部長の姿だった。

　部長は俺を見て、

「まだ１ラウンド目が終わったばかりよ。席に戻りなさい」

　などと言う。俺は何を言ってやろうか迷い、どうしてもこみ上げてくる感情を抑おさえきることができず、口元に笑みを浮かべてしまう。

「部長、ひとつ聞いてもいいか？」

「何よ？」

　早く続きがやりたくて仕方がないのに、とでもいうように、レバーをぐるぐると回しながら部長は俺に尋たずねてくる。

「どうして隠れてたりしたんだ？　で、隠れてたくせに俺がゲームを始めたら対戦を挑いどんできたのは何でだ？」

　部長はちょっと不満そうに口をとがらせる。

「だって、対戦相手が私だって分かってたら、ヨースケのプレイングは絶対に変わってたでしょ？　まるで質問がたくさんありすぎて困った子供みたいに、私の動きを研究しようとしたでしょ？　そういうのじゃなくて、真剣な勝負がしたかったの。久しぶりにね」

「そんな理由で部員全員を巻き込まないでくれ。みんな部長を捜さがしてるぞ？」

「いいじゃない、捜させておけば。私だっていつも捜してるんだから」

「誰だれをだよ？」

「そんなの決まってるじゃない」

「うん？」

「――私より強いヤツ、よ」

「オレより強い奴やつに会いに行く――か。ったく、はた迷めい惑わくだな。そんなんが部長なんかやってていいと思ってるのか？」

　俺おれはそんな事は一ミリも思っていないのに、そんな質問を投げかけた。

　その答えが聞きたくて。

　すると部長はにいっと口を横に広げ、笑ってみせた。

「思ってるわよ。だって、それが私のスタイルだもの」

　俺はその笑みにつられるようにして笑んでしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      　こんな顔で言う言葉なんて一つに決まっている。

　それは――宣戦布告だ。

「いいぜ。どこでも捜さがしてろよ。部長の捜している相手がどこにいるのか、そのうち必ず思い知らせてやるからな」

「ふふん、楽しみにしてるわ。とりあえず席に戻って勝負の続きよ。そんなことを言うのが何百年早いか思い知らせてあげるから」

　俺おれはこらえきれない笑いを顔に浮かべたまま、１プレイヤー側の席へと戻る。

　筐きよう体たいの向こうから部長の声が聞こえてくる。

「いいー？　合図をしたらスタートだからね？」

「おう、いつでも準備はできてるぜ」

　俺が言うと、部長は聞き慣れたシステムボイスと同じ発音で、試合の開始を告げる。

「ラウンド」

「２」

「ファイト！」



    

  
    
      


　あとがき



　こんにちは、お元気ですか？

　はじめまして、或いはお久しぶりです。あきさかです。



　えーと、とりあえず「げーまに。」というタイトルは担当さまに付けていただきました。

「ゲームに興味のない方がスルーしないように」という配慮があってのものなのですが、ちゃんと内容もゲームに興味がなくても楽しめる作品になっていると思いますので、ご購入を迷われている方はどうぞよろしくお願いします、といった感じで。

　あ、それと、当作品に登場する固有名詞は、全すべて実在のものとは関係ありません。



　挨あい拶さつもそこそこでなんですが、恒例の謝辞へ。



　ええと、まず有形無形「この本ができるための力」になってくださった全ての方々に最大限の感謝を。特にダブル担当Ｉさま＆Ｋさまのおかげで、当作品は立派に私の最高傑作を名乗れるものになりました（次に作る作品がいつでも私の最高傑作です）。

　次にイラストのまはん。さん。素敵なイラストをありがとうございます。いや正直、イラスト買いの方は多々いらっしゃると思います――と言いますか、大半の方は表紙の部長に惹ひかれてお買い上げくださったのではないかと思いますので。

　スペシャルサンクスはちよすけさん＆こじさん。お二人には相談に乗っていただいたり、クラッド６周辺で遊んでいただいたり、格闘ゲームの相手になっていただいたりと、順調に時間を浪費することに協力もといたいへん力になっていただきました。

　そして最後に、読者のあなたがいて、初めてこの物語は完成します。

　ということで、いつもの締しめになりますが。今、この文章を読んでいるあなたへ。



　ほんとうに、ありがとうございました（ぺこり）。



　日々いろいろ辛つらいこともあると思いますけれど、お互いがんばっていきましょう。

　あなたの側に、いつもしあわせが共にありますように。



　それでは、またお会いできる日を楽しみにしています。

２０１０年５月吉日

あきさかあさひ　拝



    

  
    
      

　著者

　あきさかあさひ（あきさか・あさひ）

　　黒髪、眼鏡をこよなく愛し、喜久子お姉ちゃんとサンボマスターに力をもらって日々を送る永遠の17歳（昭和53年７月４日生）。先日「魂の育ての親」である島本和彦先生から励ましのお言葉をもらい、技能「熱血」を習得した（気がする）。



　イラスト

　まはん。

　　台パンはしないけど、連コインは得意技でした。
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